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　 新型コロナウイルス感染症によるパンデミック（世界的流行）という予期せぬ状況により、
社会全体が大きな影響を受けています。もちろんスポーツ界も例外ではありません。東京
2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の延長という未曾有の事態に直面するなど、こ
こハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）においても次々に出来す
る課題と向き合う一年でした。
　このような中、さまざま事業を実施することができたのも、ひとえに多方面に渡る皆様の
ご理解とご協力のおかげです。アスリートをはじめ、関係する組織や皆様に心より感謝申し
上げます。

　さて、本年報は、HPSC における１年間の事業の概要をまとめたものですが、2020 年度の
ものは、ことさら特別な意味を持つ重要な「記録」となるものと考えています。それは、こ
れまで経験したことの無い状況に直面したことによって得られた、気づきや取り組み、そし
て、新たな課題などが記されているからです。

　困難な状況に直面した時に、持てるチカラを結集し、どのように対応できるか。そこから
生まれた課題を、次に活かすことができるか。HPSC をご利用いただくトップアスリート（チ
ーム）が練習や試合でのパフォーマンスをさらに次のチャンスに結びつけようとする姿勢と
同様、HPSC スタッフ一同、この「一年」を HPSC の今後の成長に活かしていきたいと思い
ます。

　HPSC が日本の国際競技力向上の拠点として、また、その機能や知見をさらに多くの方々
に届けられるよう、より一層、真摯に向き合っていきたいと思います。
　引き続きご支援とご協力をお願いします。

2020 年 3 月

独立行政法人日本スポーツ振興センター
ハイパフォーマンススポーツセンター長

勝田　隆
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Ⅰ 独立行政法人日本スポーツ振興センター
機構図

6　 Ⅰ　独立行政法人日本スポーツ振興センター機構図績
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ハイパフォーマンススポーツセンター
実施体制

（文責　運営調整課）



8　 Ⅲ　事業収支報告

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営収入
ナショナルトレーニングセンター運営収入
スポーツ及び健康教育普及事業収入

220,948
569,634
30,000

合　　　　　　　　　　計 820,582

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営費
ナショナルトレーニングセンター運営費
競技力向上事業費（戦略的強化）
スポーツ及び健康教育普及事業費

1,946,637
　	 1,415,982

1,328,077
33,365

合　　　　　　　　　　計 4,724,061
※支出の中には定員職員の人件費は含まれていない。

（文責　会計課）

2020 年度　収入　（自己収入）

2020 年度　支出　

（単位 : 千円）

（単位 : 千円）

※自己収入と支出との差額分については、運営費交付金等が充当されている。

Ⅲ 事業収支報告
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　ハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）は、国立スポーツ科学センター、
味の素ナショナルトレーニングセンター、味の素フィールド西が丘、フットサルコート、テニス場、
戸田艇庫の管理運営を行っている。オリンピック競技とパラリンピック競技を一体的に捉え、スポー
ツ医・科学研究、スポーツ医・科学・情報サポート及び高度な科学的トレーニング環境を提供し、国
内外のハイパフォーマンススポーツの強化に貢献している。

施　設　名 主な設備・機能等

ハイパフォーマンス・ジム
（低酸素トレーニング室）

トレーニング動作計測システム（映像・フォースプレート・各種センサ）、上肢プライオメト
リクスマシン、クライミングウォール、トランポリン、酸素濃度制御システム（範囲 18.6 ～
11.2%）

環境制御実験室 温・湿度実験室（温度 0～ 40℃、湿度 10 ～ 95%）、気圧実験室（大気圧～ 533hPa）
生理学実験室 呼吸循環系機能評価、筋活動記録・評価等
生化学実験室 筋肉、血液、唾液、尿を対象とした生化学的分析等
心理学実験室 脳波、心拍、筋電等の測定、メンタルトレーニングの技法等の指導
映像編集室 映像編集・エンコード等

体力科学実験室
有酸素性・無酸素性運動能力評価、筋力・筋パワー測定
大型トレッドミル（3m× 4m）

形態計測室 身体組成計測、三次元形態計測
陸上競技実験場 屋内 100m走路、走幅跳・三段跳用ピット、投てきサークル、埋込型床反力計
バイオメカニクス実験室 自動追尾型三次元動作解析システム、等速性筋力測定装置
ボート・カヌー実験場 回流水槽式ローイングタンク（流速 0～ 5.5m/ 秒）、ローイングエルゴメーター
風洞実験棟 吹出口サイズ 2.5m× 3.0m、測定部長さ 8m、気流速度 5～ 35m/ 秒

環境制御実験室

陸上競技実験場 風洞実験棟体力科学実験室（大型トレッドミル）

心理学実験室ハイパフォーマンス・ジム

　国立スポーツ科学センター（以下「JISS」という。） では、スポー
ツ医・科学支援事業やスポーツ医・科学研究事業、スポーツ診療事
業等の各種事業を迅速かつ効果的に実施するため、最先端の研究設
備や医療機器が設置されている。また、屋内施設を中心に競技種目
に応じた専用練習施設やトップレベル競技者のためのトレーニング
施設等、研究と実践の場を有機的に結合した機能も有している。

Ⅳ ハイパフォーマンススポーツセンター
施設の概要

 国立スポーツ科学センター1

（1）スポーツ科学施設



施　設　名 主な設備・機能等

診療室 内科、整形外科、歯科、皮膚科、婦人科、心療内科

臨床検査室 血液検査、尿検査、呼吸機能、心電図、運動負荷試験等各種臨床検査

薬剤室 調剤、服薬指導、薬剤チェック、ドーピング防止に関する相談

栄養相談室 食事内容の栄養評価、栄養相談・指導

カウンセリング室 心理カウンセリング

放射線検査室 単純レントゲン、MRI、CT、骨密度測定

リハビリテーション室 運動療法、物理療法、水治療法等

コンディショニングスペース セミナーエリア、相談室、畳エリア

施　設　名 主な設備・機能等

トレーニング体育館 マシン、フリーウェイト

競泳プール 50 ｍ× 8コース、水深は可動床により 0～ 2ｍまで調整可能、水球競技にも対応

アーティスティックスイミングプール 30 ｍ× 25 ｍ、水深 3ｍ、水中及び水上の音響設備

新体操・トランポリン 新体操：床面 2面、トランポリン：8台

　2020 年 9 月に「コンディショニングスペース」の運用を開始した。コンディショニングの専門家
による相談窓口や選手専用の畳エリアなどを設け、アスリートのコンディショニングに特化した総
合拠点としての役割を担っている。

コンディショニングスペース

診察室 臨床検査室

リハビリテーション室

トレーニング体育館 アーティスティックスイミングプール	 新体操・トランポリン

放射線検査室（MRI）

薬剤室
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（2）スポーツクリニック施設

（3）トレーニング施設



施　設　名 主な設備・機能等

栄養指導食堂
レストラン「R3」 116 席

宿泊室

客室 73 室（洋室シングル 70 室、洋室ツイン 1室、和室 2室）、バリアフリー
対応浴室 2室
※客室73室のうち、低酸素対応室 67 室（酸素濃度制御範囲 16.8 ～ 14.4%）、
バリアフリー対応室 15 室

特別会議室 29 席

スポーツ情報サービス室 パソコン（ビデオ編集・インターネット閲覧等）、プリンタ、CD/DVDデュ
プリケーター、スポーツ関連雑誌

研修室A・B 57 名収容×1（A）、42 名収容×1（B）

研修室C・D 18 名収容× 2

喫茶室
「New	Spirit」 33 席（飲み物、軽食、売店）

J-Lounge ミーティングエリア

栄養指導食堂　レストラン「R3」 宿泊室 特別会議室

スポーツ情報サービス室 喫茶室「New	Spirit」

　2020 年 8 月に「J-Lounge」の運用を開始した。2021 年 3 月現在、新型コロナウイルス感染症（以
下「COVID-19」という。）対策として、外部利用は中止となっているが、アスリートや指導者、競
技団体、HPSC スタッフの打ち合わせや他競技のアスリートとの情報交換など、交流の場としての
活用を予定している。
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（4）サービス施設

J-Lounge



　「味の素ナショナルトレーニングセンター」（以下
「味の素 NTC」という。）は、2008 年の開所当時は、
競技別の専用練習場である「屋内トレーニングセン
ター・ウエスト（味の素 NTC・ウエスト」という。）」「陸
上トレーニング場」「屋内テニスコート」及び宿泊施
設の「アスリート・ヴィレッジ」から構成されてい
たが、オリンピック競技とパラリンピック競技の更
なる共同利用化を図るために、2019 年 6 月末に味の
素 NTC・イーストが拡充・整備された。

　2008 年 1 月 21 日に開所。2021 年 3 月現在は 9 競技の専用練習場あり、各練習場とも壁面等に
はハイビジョンカメラ等が設置され、併設のテクニカルルーム内の機器を用いて、映像分析を行う
ことが可能である。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

3階

体操 男子 6種目、女子 4種目のすべての体操種目の練習が可能

バレーボール コート 2面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バドミントン コート 10 面。空調設備は、バドミントンのシャトルの軌道に影響が
ないように配慮。

2階

ハンドボール コート 2面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バスケットボール コート 2面、壁面ゴール 4台設置。

共用コート すべての球技種目に対応。

1階
柔道場 5面分。833 畳。肋木及びクライミングロープを設置。

研修室 大小合わせて合計 6室。プロジェクター、音響設備
※同時通訳機器（有料）を利用可能。（最大 4ch、受信機 350 機）

地下 1階

ボクシング 常設リング 1台（仮設リングの増設も可能）、パンチングボール、サ
ンドバッグ等を設置。

ウエイトリフティング 競技プラットフォームが 1面、練習用のプラットフォームが 13 面設
置。フォースプレート（床反力計）が 4枚設置。

レスリング
レスリングマット 6面設置。壁面及び天井のハイビジョンカメラ等
と、併設のテクニカルルーム内の機器により、映像分析が可能。肋木、
クライミングロープ、鉄棒を設置。

トレーニングルーム 各種トレーニングマシンを設置。専門スタッフが常駐。

25 ｍプール リラックス、リハビリテーションを目的とする。4コース、水深 1.3 ｍ。
ジャグジーと人工炭酸泉浴槽を併設。

各階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。製氷機、
自動販売機等設置。
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 味の素ナショナルトレーニングセンター2

（1）屋内トレーニングセンター・ウエスト



Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 2　味の素ナショナルトレーニングセンター　　13

バレーボール

バスケットボール

小研修室

レスリング

25mプール

体操場

ハンドボール

柔道場

ウエイトリフティング

トレーニングルーム

バドミントン

共用コート

大研修室

ボクシング

アスリートラウンジ



　2019 年 6 月末に竣工。オリンピック競技とパラリン
ピック競技の共同利用を踏まえたユニバーサルデザイ
ンに考慮した設計となっている。
　アスリートは 5 つの専用練習場や共用コートでのト
レーニングに加え、食事、宿泊及びリカバリーを同一
の建物内で行うことができる。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

6,4,2 階 見学コース 高さ体感展示、スポーツ医・科学に関する展示等。

5階

アーチェリー

屋内・屋外射場両方から 70 ｍの射長を確保し、標的 12・最大 36 人
が並んで練習可能。夜間照明設備を有し、屋内射場のガラス戸を開放
することで、夜間や降雨時にも練習可能。また、屋外射場には横風を
発生させる設備を設置。

トレーニングジム
パラアスリートの利用にも対応した各種マシンをはじめ、クライミン
グウォール、フリーウェイトエリア、6階ランニングコースとそれに
続く巨大なスロープを設置。

卓球
最大 28 面程度設置可能。電動間仕切にて全体を 3つのエリアに分割
可能。壁面の 200 インチプロジェクタースクリーンにハイビジョンカ
メラで撮影した競技映像を映し出すことが可能。

4階
診察室・トレーナールーム トレーナーによる施術が可能。	

ドーピングコントロール室 個室 3部屋、待合室

3階
フェンシング 30 ピスト設置。電動間仕切にて 3エリアに分割可能。ピスト、リー

ル等を床埋込式とし、フラットな床面を実現。

リカバリーエリア 交代浴、クライオセラピーを設置。チーム（複数人）での利用も可能。

2階
会議室 3室　（定員各 30 席規模）※3室を一体として利用可能。

ミーティングルーム 8室。（定員各 12 ～ 16 席規模）※2室を一体として利用可能。

1階

水泳
50 ｍ× 10 レーン、水深 3ｍ。流水プール（埋込）、人工炭酸泉設備
を併設。地下ピットの観察窓と水泳場内のカメラから水中動作の映像
を収録可能。

共用コート（A.B.C.D）

パラリンピック競技（車いすバスケットボール、シッティングバレー
ボール、ボッチャ、ゴールボール、パワーリフティング、車いすラグ
ビー等）や、一部のオリンピック競技の練習が可能。A、Bは約 42m
× 23m、C、Dは電動間仕切りを収納し約 44m× 48mの大空間とし
て利用可能。

レストラン 車いす利用にも対応したテーブルを設置。R³、SAKURA		Dining 同様、
競技者栄養評価システム（mellonⅡ）が利用可能。全 96 席。

14　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 2　味の素ナショナルトレーニングセンター

（2）屋内トレーニングセンター・イースト
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階　層 施　設　名 主な設備・機能等

地下１階 射撃 25m/50m射場は 15 射座、10m射場には 25 射座を備え、最新の電子
標的システムを使用。

2～ 5階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。自動販
売機等設置。

2～ 4階 宿泊室 シングル・ツイン・コネクト・和室。143 名の宿泊が可能。

2階 託児室 未就学児対象、受入人数 3名まで

トレーニングルーム 卓球

水泳フェンシング

共用コート 射撃

アーチェリー

交代浴

レストラン



　ナショナルチームの様々な合宿形態に合わせ、シ
ングルルーム、ツインルーム、和室の他、チーム単
位での宿泊も可能なマンションタイプ（リビングを
中心に、シングルルーム、トリプルルーム、シャワー
ルーム等で構成）などの宿泊室を有しており、448 名
の人員が宿泊可能。
　宿泊室の他、大浴場（勝湯）や食堂（SAKURA 
Dining）、託児室も併設されている。

　屋根付きの全天候型 400m トラック（6 コース）、トラックには照明設備付の屋根があり、夜間、
雨天時の練習にも対応している。トラックの内側には、天然芝で、跳躍、投てき各種目の練習施設
の他、傾斜走路、砂場走路、さらに外周にはインラインスケート・スキー走路等が整備され、さま
ざまな競技のトレーニングに対応可能である。

食堂　SAKURA	Dining宿泊室　洋室

陸上トレーニング場全景 図面

大浴場　勝湯
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（3）アスリートヴィレッジ

（4）陸上トレーニング場
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　全米オープンテニス会場と同様のハードコート 2 面、全仏オープンテニス会場（ローランギャロ
ス）と同様のレッドクレイコート 2 面の計 4 面を備えている。高所からの指導や映像分析用のため
のキャットウォークも設置され、天井のハイビジョンカメラ等と、併設のテクニカルルーム内の機
器を用い、映像分析を行うことができる。また、サーブ時の太陽光対策として、慣眩装置が設置さ
れており、環境への配慮から、外壁面緑化も施されている。

ハードコート レッドクレイコート

（5）屋内テニスコート



　1972 年（昭和 47 年）、国立西が丘競技場とし
てサッカー専用競技場、庭球場などが建設され
た。サッカー場は、国際試合、天皇杯予選、全
日本大学選手権、関東大学リーグ、全日本女子
選手権、全国高校選手権などに幅広く利用され
ている。

18　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 3   その他施設

建築面積 1,186.65m²( スタンド面積 3,460m²)

延べ面積 997.17m²

芝生面積 10,614m²( サッカーコート 105m× 68m)	
夏芝：ティフトン、冬芝：ペレニアルライグラスで通年緑化を実施

収容人員 個席=5,073	立見席=2,180	障害者席=5	
合計収容人員=7,258 人	夜間照明	:	約 1,200 ルクス ( 平均 )

その他 大会主催者の控え室として利用される大会本部室、選手更衣室 4室、飲食売店（A・Cゲートに）を設置。

　会員登録を行った団体が利用可能。会員登録
は年度更新である。

コートサイズ 15 ｍ× 25 ｍ

コート数 全天候型人工芝 2面（A,B）

更衣室 ロッカー男女各 24 台、シャワー 2室。

 その他施設3
（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート
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年度ごとに年間利用者の募集を行い、年間利用の申込をされた一般利用者が利用可能である。

戸田ボートコース（埼玉県戸田市）に隣接し艇庫及び合宿施設を運営し、トップアスリート、
大学・高校生、その他のボート競技者に利用されている。

コート数 砂入り人工芝 8面

ロッカールーム ロッカー男女各 54、シャワー 1F男女各 6、2F 男女各 2。

建築面積等
2,043 平方メートル	( 延べ 3,869 平方メートル )	
鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造　二階建

艇格納数 200 艇程度

合宿室（自炊室付属） 19 室

宿泊定員 240 人

（文責　施設管理課）

艇庫前 艇庫内 合宿施設食堂

屋外テニスコート クラブハウス

（3）屋外テニスコート

（4）戸田艇庫



１．開催概要
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンスは、
HPSCの持つ強み・機能を活かし、日本のハイパフォー
マンススポーツにおける競技力向上及びそれに寄与
する取組みを推進することを目的に、2017 年度から
毎年開催している。　　　
　第 4 回目となる 2020 年度は、COVID-19 の対策や、
新たな生活様式に対応することを踏まえ、初めてオ
ンラインで開催した。

日　時：2020 年 12 月 20 日（日）11：00 ～ 16：00
会　場：オンライン開催　
　　　　※ JISS １階「J-Lounge」から配信 
テーマ：NEW STYLE with HPSC
　　　　～新しい日常でのエビデンスベーストの支
　　　　援・研究を考える～ 

２．実施内容
（1）オープニング
　開催に先立ち、大東理事長（当時）が主催者を代
表して、オンライン開催に至った経緯や視聴者及び
関係者に感謝の意を述べた。

　スポーツ庁の室伏長官がビデオメッセージを寄せ、
本取り組みが東京 2020 大会に向けたアスリートのサ
ポートとなり、活力ある社会へと還元されていくこ
とへの期待を述べた。
　久木留 JISS センター長は、「ハイパフォーマンス
スポーツセンターの今」と題し、HPSC の概要と新
設された「J-Lounge」及び「コンディショニングスペー
ス」を紹介し、コンディショニングが東京 2020 大会
のレガシーになるとし、アスリートがトレーニング
の合間にこうした空間を活用し、情報収集やリラッ
クスすることを推奨した。
　また、HPSC における感染症対策として、入館時の
検温やエレベーター利用時を含む施設内での手指消毒
の徹底やトレーニングサポート時の対策を紹介した。
　加えて、HPSC からの知見の発信として COVID-19
を踏まえたコンディショニング等に関する情報発信
や 2021 年に創立 20 周年を迎える JISS の知見を一冊
にまとめた「フィットネスチェックハンドブック」、
ハイパフォーマンススポーツにおける研究雑誌であ
る「Journal of High Performance Sport」を紹介した。
　最後に、ハイパフォーマンススポーツへの支援で
培ったさまざまな知見や研究成果を、国民の皆様に還
元していくことが HPSC に求められていると述べた。

（2）セッション①
新型コロナウイルスも含め「スポーツ実施環境にお
ける新たな感染症対策」について考える
　奥脇 JISS 副センター長の進行で進められたこ
のセッションでは、蒲原研究員が HPSC における
COVID-19 の対策として、感染症特別対策プロジェ
クトの取組等を紹介した。
　堀氏は「スポーツ実施環境における新型コロナウ
イルスを含む感染症対策」と題し、COVID-19 の特
徴や他の感染症等との類似点、推奨される予防策を
紹介した。
　特に、一般的な対策に加え、チームやアスリート、
指導者らが励行するべき対策として、集団感染のリ
スクのある対面での報告や連絡は回避し、連絡手段
はメールや電話を使うことを呼びかけた。
　土肥研究員を交えた 4 名でのディスカッションで
は、合宿中や大会中に注意すべき最も重要な点は、
個人個人が感染症に罹りにくい生活の実践であり、
そのための環境整備や感染症対策の基本を指導した
うえで定期的な検査を実施する必要があると堀氏が
指摘し、毎日の体調管理（1 日 2 度の体温測定、体調
チェック）の重要性を再確認した。

Ⅴ 事業報告
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11：00～オープニング

主催者挨拶　JSC理事長（当時）大東和美
スポーツ庁長官メッセージ　スポーツ庁長官	室伏広治
HPSC紹介　JSC/HPSC/JISSセンター長	久木留毅

11：20～セッション①
新型コロナウイルスも含め「スポーツ実施環境における新たな感染
症対策」について考える

順天堂大学大学院	教授	堀賢
JSC/HPSC/JISS副センター長・スポーツメディカルセンター長
奥脇透、同センター　蒲原一之、土肥美智子

13：00～セッション②
新しい生活様式の中での科学的サポートのあり方について

JSC/HPSC/JISSスポーツ科学部　窪康之、大徳紘也、猪俣弘史

14：30～セッション③
トレーニングの継続が困難な状況から再開する際の効果的なトレー
ニングについて考える

早稲田大学　教授 広瀬統一、順天堂大学	先任准教授　宮本直和
JSC/HPSC/JISSスポーツ科学部　山下大地

15：30～クロージング

閉会挨拶　JSC/HPSCセンター長　勝田隆

●タイムスケジュール

ダイジェスト動画
QRコード

写真 1　配信の様子（視聴画面）
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（3）セッション②
新しい生活様式の中での科学的サポートのあり方に
ついて
　このセッションではまず、窪研究員が 2008 年から
受託しているスポーツ庁委託事業「ハイパフォーマ
ンス・サポート事業」、2001 年から JISS が取り組ん
できた「スポーツ医・科学支援事業」の 2 つのアスリー
ト支援に関する事業を紹介した。
　続いて、ハイパフォーマンス・サポート事業スタッ
フの大徳と猪俣は、それぞれの担当競技における、
新しい生活様式の中でのスポーツ医・科学支援の取
組を報告した。
　空手競技の映像分析サポートを担当している大徳
は COVID-19 の影響による変化は、ネガティブなも
のばかりではなく、これまで以上にアスリートが情
報と向き合う時間を確保できたと報告し、柔道重量
級のトレーニングを担当している猪俣は映像を介し
てアスリートにトレーニング指導を行う取組や負傷
しているアスリートのトレーニング映像を見ながら、
オンラインで左右差等の改善に向けたアドバイスを
行った事例を報告した。

（4）セッション③
トレーニングの継続が困難な状況から再開する際の
効果的なトレーニングについて考える
　このセッションは HPSC アドバイザーである宮本
氏及び広瀬氏、HPSC スポーツ科学部の山下研究員
の 3 者によるトークセッションをハイパフォーマン
ス・ジムで事前に収録した映像を配信した。
　冒頭、山下研究員が 2013 年にハイパフォーマンス・
ジムが開設したことで、研究と支援を一体とした取
組が推進され、支援、研究ともにさらに高度化した
ことや緊急事態宣言中の情報発信等の取組を紹介し
た。
　宮本氏、広瀬氏は、これまでのトレーニングの中断、
再開に関するさまざまな知見について、それぞれの
経験や研究に基づき解説した。
　3 名での意見交換では、HPSC が日本のハイパ
フォーマンススポーツにおける支援と研究をさらに
推進し、HPSC と大学や学会等が連携するオールジャ
パン体制でスポーツ医・科学の更なる発展を目指す
重要性を確認した。
　セッション③の終了後、勝田 HPSC センター長が
視聴者及び関係者に感謝の意を述べ、本カンファレ
ンスを閉会した。

3. 参加者
　469 名（招待者を含む。）が視聴登録を行い、その
うち約 55％が当日に視聴した。また、アーカイブ配
信では、延べ 890 回の視聴がなされた。

4. 運営
　実行委員会では、2020 年 2 月に実施体制の確認や
日時・会場の検討を開始した。その後、COVID -19
の状況に鑑み、2020 年度のオンライン開催を決定の
上、進捗状況の共有や審議を重ねて準備を行った。

5. 新たな取組み等
　初めてのオンライン開催にあたっては、JISS 1 階
に新設された「J-Lounge」に、スタジオを仮設し、3
つのセッションの配信を行った。
　当日は、オンライン配信ツール上に寄せられた視
聴者からの質問に出演者が回答する等、臨場感溢れ
るライブ配信に加え、事前に収録した映像の配信を
組み合わせることで安定した配信を実現した。　　
　また、当日の配信に加え、開催後に登録者向けの
オンデマンド配信を行い、Youtube でも広くアーカ
イブ配信を行った。
　なお、初めてのオンライン開催にも関わらず、計 7
社の企業協賛を獲得することができた。主な協賛特
典は、本カンファレンスのウェブサイトへの企業名
表記やリンクバナーの設置、当日セッション配信時
の企業名の表記等で、トップパートナーは、本カン
ファレンス内で PR 動画及び CM の配信を可能とし
た。

6. まとめ
　初めてオンラインで開催することになった 2020 年
度のカンファレンスについて、当日の視聴者を対象
とした事後アンケートでは「オンラインでの開催は
広い会場よりも聞きやすく、質問がしやすかった。」、

「アーカイブ配信は自身の都合に合わせて視聴できて
良い。」といった声が聞かれた。事後アンケートによ
ると、88% がオンライン開催に満足しており、参加
者の多くにとって、ハイパフォーマンススポーツに
触れる有益な機会となったと考えられる。
　また、回答者の大多数が参加目的に「最新知見・
情報を取得するため」を挙げていることから、今後
のハイパフォーマンススポーツ・カンファレンスに
おいても、新たな生活様式を踏まえながら、ハイパ
フォーマンススポーツの最前線からの情報発信を続
ける必要性は高い。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部）

写真 2　「J-Lounge」仮設スタジオからの配信の様子

オンデマンド配信
（登録者向け）

2020 年 12 月 25 日～
2021 年 1 月 20 日

アーカイブ配信
（Youtube）
2021 年 2 月 1 日～
2021 年 3 月 31 日

セッション① 72 回 369 回

セッション② 55 回 253 回

セッション③ 60 回 268 回

合計 187 回 890 回



１. 中長期の強化戦略プランの実効化を支援す
　 るシステムの確立に向けて
　本事業は、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンター（以下「JSC」という。）、公益財団法人
日本オリンピック委員会（以下「JOC」という。）、
公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パ
ラリンピック委員会（以下「JPC」という。）で
構成し、HPSC に設置される「協働チーム」の
活動と連携して行われる。その目的は、各競技
団体の強化戦略プランの実効化を支援するとと
もに、オリンピック競技とパラリンピック競技
を一体的に捉えた戦略的な統合強化に向けた支
援を行うことである。具体的には、各競技団体
の強化戦略プランに基づく育成・強化の PDCA 
サイクルにおける各段階で、多面的にコンサル
テーションやモニタリングを行うことなどで課
題等を明確にし、関係機関と情報共有を図る活
動を推進し、各競技団体での強化戦略プランが
実効化されることを目指している。

２. ハイパフォーマンススポーツにおける連携・
　 協働体制の整備
　本事業では、JOC、JPC、公益財団法人日本
スポーツ協会（以下「JSPO」という。）、スポー
ツ庁などの我が国のハイパフォーマンススポー
ツを統括する組織間の連携を推進した。
　また、オリンピック競技及びパラリンピック
競技の各競技団体とコミュニケーションを図る
ことができる体制を整備することで、競技団体
ごとの個別具体的な課題解決策を創出するな
ど、強化戦略プランに基づく各競技団体の育成・
強化における PDCA サイクルへの多面的な支
援を行った。2020 年度は、COVID-19 の影響を
ふまえ新しい生活様式での支援の在り方を模索
し実践した。

３. 競技団体とのコミュニケーションによる情
　 報の収集及び提供
　競技団体とのミーティング、強化現場での面
会等を通じて、強化責任者やコーチ、スタッフ
等とコミュニケーションを図り、強化戦略プラ
ンの進捗状況を確認（モニタリング）した。オ
ンラインでの対話機会を増やし、進捗状況の把
握や組織間の関係維持に努めた。
　また、競技団体が効果的な強化戦略プランを
策定し実施するための支援活動として、課題を
整理・抽出・分析し、課題解決策を共有するた
めの機会を競技団体に提供している。さらに、
本事業を通じて得られた情報を後述するコンサ 

ルテーションの実施等に活用した。
　本活動は、競技団体ごとに配置している種目
担当者が実施し、年間を通じて 140 回超の対話
機会を創出した。

４. 協働チームによるコンサルテーションの実施
　競技団体の強化戦略プランに基づく育成・強
化における検証段階での支援として、競技団体
の強化責任者と協働チームの対面による会議

（協働コンサルテーション）を 99 競技・種別に
対して実施した。
　本会議では、日常のコミュニケーションを基
に一元管理された競技団体の情報を協働チーム
に共有し、競技団体が設定する 4 年先及び 8 年
先のオリンピック・パラリンピック競技大会に
おける中長期目標や強化戦略プランの進捗状況
を確認した。また、協働チームより、強化戦略
プランに記載された目標を達成するための課題
を明確にし、課題を解決するための情報を競技
団体へ提示した。
　2020 年度の各競技団体における活動内容の検
証結果や提出された強化戦略プランについて、
その実行性や計画性の評価を実施した。

５. 強化戦略プランの策定支援のためのワーク
　 ショップ
　各競技団体が策定する強化戦略プランの更な
る品質向上を図ることを目的に、長期的な事業
運営に高い専門性を有する人材と競技団体関係
者によるワークショップを開催した。本会では、
中長期的な視点で組織として振り返ることの重
要性に着目し、自律性と持続性を備えた仕組み
の構築を繋げることを目的とした。本会を同一
内容で 2 回開催し、延べ 32 団体が参加した。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

写真　オンラインでのワークショップを通じた情報提供
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（1）オリンピック・パラリンピック競技の統合強化支援

 強化戦略プランの実効化支援2
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1. 目的・背景
　本事業の目的は、パリ 2024 大会及びミラノ・
コルティナダンペッツォ 2026 大会において、
金メダル獲得が期待される若手有望アスリート
の海外での強化に対する支援と、そのアスリー
トのために組織化したコーチ、トレーナー等に
よる海外での活動に対する支援の充実を図るこ
とである。

2．実施内容
（1）ターゲットアスリート
　パリ 2024 大会及びミラノ・コルティナダン
ペッツォ 2026 大会において金メダル獲得が期
待される以下 11 名の選手を、ターゲットアス
リートに選定した。本事業は、ターゲットアス
リートの所属する以下 5 競技団体へ海外での強
化活動に係る業務を委託し、実施した。

（2）戦略的な海外強化活動
　本事業では、事業コンセプトを実現するため
の 3 つの要素（「日本では受けられない専門家
からの指導を受ける」、「日本にはいないトレー
ニングパートナーとトレーニングを行う」、「日
本で揃えることのできない環境 ( 施設 ) を活用
する」）のいずれかを含む活動を実施する。
　本事業での活動が戦略的かつ効果的に実施さ
れるために「ターゲットアスリート海外強化プ
ラン」をターゲットアスリートごとに策定し、
その内容に基づいた活動を行った。
　年度末には、学識経験者、オリンピアン、パ
ラリンピアン等から構成される事業推進アドバ
イザーによる検証・評価を実施し、ターゲッ
トアスリートごとに活動を振り返るとともに、
2021 年度に向けた改善策の検討を行った。

（3）特別措置の実施
　2020 年度は、COVID-19 の影響により海外渡
航が著しく制限されたため、特別措置として一
定の条件をクリアした国内での強化活動を事業
内で実施した。

　具体的には、緊急事態宣言下でのディトレー
ニング状態から、これまでの強化活動を実施で
きる状態へ戻すための「リトレーニング」と、
事業上の戦略に紐づく国内の活動である「代替
活動」を特別措置とした。11 名中 7 名のターゲッ
トアスリートが本枠組みを利用し活動を行った。

（4）映像教材の配信による相互交流の機会提供
　　「有望ラボ」
　これまで集合型研修として実施してきた有望
ラボは、COVID-19 への対策と新しい生活様式
を踏まえ、2020 年度はターゲットアスリートへ
の新たな研修機会として、映像教材を用いたプ
ログラムを実施した。映像教材のテーマは「ス
トレスマネジメント」とし、2 本の映像教材を
制作し、ターゲットアスリートへ配信した。
　教材の視聴後に、全てのターゲットアスリー
トのストレスマネジメントに関するコメントを
集めた映像を作成し、ターゲットアスリートへ
配信した。この映像を通じて、他のターゲット
アスリートの取組みや考え方等を知ることで、
相互に学習できる機会を創出した。
　参加したターゲットアスリートからは、「プ
ログラムを通じて学んだストレスへの対応方法に
取り組んでいきたい」等のフィードバックを得た。

3．成果
　本事業では、ターゲットアスリートが必要と
する海外トレーニング施設での一元的、効率的
なトレーニング機会や、国際経験の豊富なコー
チから指導を受ける機会を創出した。
　海外渡航に制限がかかる状況に対応し、海外
での活動の代替となる特別措置を講じること
で、ターゲットアスリートの強化活動を中断す
ることなく一定のトレーニング量を確保するこ
とができた。その結果、各競技で再開された国
内外の大会において複数のターゲットアスリー
トが顕著な成績を収めることができた。
　また、本事業のターゲットアスリートから、
東京 2020 大会の出場内定者を 5 名輩出してい
る（2021 年 3 月 31 日時点）。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

表　ターゲットアスリート 一覧

写真　有望ラボ受講の様子（卓球：早田選手）

（1） 有望アスリート海外強化支援

競技 ターゲットアスリート
陸上競技 サニブラウン　アブデル　ハキーム

卓球

張本　智和
平野　美宇
伊藤　美誠
早田　ひな

柔道
阿部　一二三
芳田　司

テニス
綿貫　陽介
佐藤　久真莉

スキー・
スノーボード

三木　つばき
川上　蒼斗
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1. 目的・背景
　本事業は、パリ 2024 大会及びミラノ・コルティ
ナダンペッツォ 2026 大会を目標大会に設定し、
持続的にメダルを獲得できる競技・種別を最大
化させていくことが目的である。
　その目的達成のために、将来メダルを獲得で
きる可能性のある競技・種別をターゲットス
ポーツとして、世界選手権等で 8 位以内に入る
選手・チームを継続的に輩出できる育成・強化
システムの確立をミッションとしている。

2．実施内容
（1）ターゲットスポーツ
　外部有識者から構成される選定会議によって
選定された 17 競技・種別を本事業のターゲッ
トスポーツとした。ターゲットスポーツの中央
競技団体（以下「NF」という。）に対し、育成・
強化システムの確立に向けた業務を委託し、事
業を実施している。

（2）コロナ禍における事業推進支援
　本事業では、NF が「次世代アスリート育
成・強化プラン」を作成し、プランに基づい
た活動を実施する。2020 年度は、年度当初か
ら COVID-19 感染拡大の影響を受け、NF はプ
ラン作成やプランに基づく活動が困難な状況に
あった。このことから、4 月にアンケート調査
を実施して NF の活動状況を把握し、現状に応
じたプラン作成及び事業計画の見直しを支援し
た。第 3 四半期には、上半期の事業活動の進捗
と課題のヒアリングを行うとともに、NF の事
業担当者が会する機会（担当者会議）を設け、
活動の好事例紹介やオンライン活用についての
情報の還流及び意見の交換を行った（写真 1）。
各 NF が好事例を参考にし、オンライン会議等を
活用したことでリモートでの活動が促進された。
　2020 年度に、新たにオンラインでの活動を実
施した NF は 13 団体にも上り、COVID-19 の
影響によって活動の実施が困難な中、2019 年度
と変わらない活動量を維持することができた。

（3）女性アスリートの強化支援
　これまでに女性アスリートの育成支援プロ
ジェクト等で積み上げられた事業成果や知見を
本事業で活用するため、女性アスリートを対象
に事業を実施する 4NF（トランポリン、フェン
シング、7 人制ラグビー、新体操）に対して、
女性アスリート特有の医・科学サポートの現状
や課題、要望についてヒアリング調査を実施し
た。調査結果から、女性アスリートの三主徴に
関する知識や予防意識の不足が問題点として明
らかになった。
　その結果を踏まえ、「女性アスリートの育成・
支援プロジェクト」と連携して、ターゲットア
スリート及びスタッフを対象に女性特有の課題
に対応したセミナーを実施した。

3．成果
　本事業で 2016 年度より支援してきた大谷選
手（車いすテニス）が、全仏オープン準優勝と
いう好成績を挙げ、世界ランキングを 6 位まで
上昇させた。この結果は、NF が長期的な視点
を持ち、育成・強化システムを構築させるため
の活動を継続させてきたことが、実り始めた結
果であると言える。
　また、ターゲットスポーツでは、パラ・パワー
リフティングとパラ水泳の複数のターゲットア
スリートが日本記録を樹立した。これらの背景
には、ICT 活用や遠隔データ管理の促進、少人
数での強化活動の導入など、新しい生活様式の
中でも質の高い活動を実施するための工夫が挙
げられる（写真 2）。

　育成・強化システムの構築に向けては、NF
が自律的に事業を高度化させることが重要であ
る。そのためには、NF 内で事業を管理・運営（マ
ネジメント）する人材が、適切にその役割を果
たせるように、本事業で更なる支援を実施して
いくことが重要であると考えられる。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）
写真 1　担当者会議（オンライン開催）

写真 2　加速度測定（パラ・パワーリフティング）
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（2）次世代ターゲットスポーツの育成支援



表１　WPN 加盟地域一覧　2021 年 3 月現在（WPN 加盟順）
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1. 概要
　本事業は、将来性の豊かなタレントを効果的
に発掘・育成するとともに、各競技団体での本
格的な育成・強化コース（アスリート育成パス
ウェイ）に導くことができるようにするなど、
強固で持続可能な発掘・育成システムを戦略的
に開発・支援することを目的としている。

2. 実施内容
（1）パスウェイ科学支援
①「日本版 FTEM」及び「パスウェイヘルス
チェック」の展開
　国際競技力の持続的な強化のためには、一貫
指導のみならず、支援体制も含めた各競技にお
ける普及・発掘・育成・強化の全体方針を確立
することが求められている。その全体方針を関
係者に見える化・共有化するため、2019 年に本
事業で開発したスポーツとアスリート育成の枠
組み「日本版 FTEM（衣笠ら、2019）」を活用
し、2019 年度から NF と協働した競技別育成パ
スウェイモデルの構築について一般社団法人日
本身体障がい者水泳連盟（現：日本パラ水泳連
盟）、公益財団法人日本自転車競技連盟の 2NF
に対してトライアルを実施した。その結果、2
つの競技別育成パスウェイモデルが国内で初め
て構築されたことは大きな成果と言える。また、

「パスウェイヘルスチェック」は、2018 年度に
本事業で開発した「パスウェイヘルスチェック
v2.1」を活用して、計 7NF（上記 2 団体に加えて、
公益社団法人ライフル射撃協会、公益社団法人
日本トライアスロン連合、公益社団法人日本山
岳・スポーツクライミング協会、公益財団法人
全日本スキー連盟、公益財団法人日本バスケッ
トボール協会）に対して導入した。これらの取
組みを通して、会議の中で NF の担当者から「ア
スリート育成パスウェイの現状の強み・弱みを
把握できた」「NF 内でアスリート育成パスウェ
イに関するディスカッションを行う機会を提供
できた」との意見があった。
②アスリートパスウェイシステム（APS）の 3
次開発（機能改修）
　2016 年度から本事業で開発してきた APS は、
地域タレントをはじめとしたアスリートのデー
タや情報を蓄積・共有し、適宜アウトプットす
ることができる、データの入出力・検索・分析
の機能を持つデータベースである。2020 年度は、
地域タレント発掘・育成事業のネットワークで
あるワールドクラス・パスウェイ・ネットワー
ク（WPN）加盟の地域等のデータが APS によ
り効果的かつ効率的に集約される仕組みの構築
を目指し、データ登録からフィードバック出力
まで即時に実施できる機能改修を実施した。ま
た、これらの新規機能を活用して WPN 加盟の
5 地域（栃木県、愛知県、三重県、広島県、香

川県）を対象にトライアルを実施し、地域タレ
ント 344 名のデータが格納された。
③教育プログラムのパッケージ提供支援
　HPSC でこれまで開発してきた以下の各教育
プログラムをパッケージ化して提供支援するた
めに、WPN に加盟する 2 地域（愛知県、愛媛県）
を対象にトライアルを実施した。各トライアル
は、コロナ禍においても対面で実施できたこと
や、受講者と講師とのコミュニケーションが十
分に確保されたことから、効果的であったとい
うフィードバックを得た。2021 年度もコロナ禍
での社会や地域の状況を踏まえて、他プログラ
ムの提供支援を継続する予定である。
④調査研究
　アスリート育成パスウェイにおける取組みの
公表として、パラリンピックメダリストの競技
開始年齢やメダル獲得年齢についてと、スポー
ツ推薦とアスリート育成パスウェイの関連性に
ついて、学術誌に掲載された。

（2）ワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク
（WPN）の推進
　JSC ではアスリートパスウェイの基盤となる
地域のタレント又はアスリートを効果的、効率
的に発掘するために各地域が実施する地域タレ
ント発掘・育成事業と、本事業における各種プ
ログラムを包括的に連動させるネットワーク
体制「WPN」を推進している。2021 年 3 月現
在の加盟地域は 2019 年度から 4 団体増え、目
標としていた 36 地域を上回る、38 地域（表 1）
となった。今後も加盟地域増加を目指す。
　WPN 加盟地域に対しては情報共有の一環と
して WPN ニュースをメール配信している他、
例年 HPSC にて連絡会議等を開催しているが、
2020 年度は感染症拡大防止の観点から、オン
ラインを活用した情報共有ミーティングを実施
し、22 地域から 44 名が参加した。個別の相談
にもオンラインで対応しており、WPN 加入前
の相談も含め 9 地域とのミーティングを実施し
た。オンライン会議の利点として、通常の集合
型会議では、各地域から 1 ～ 2 名程度のみの参
加となるが、オンラインであれば多くの担当者
が同じ情報を共有できること、後から録画の情
報を共有しやすいこと、また、日程調整が容易
になり、遠方からも参加しやすくなることなど
が挙げられ、今後も活用することで地域とのコ
ミュニケーションがさらに促進されると思われ
る。

（3）アスリートパスウェイの戦略的支援

地域 事業名

福岡県 福岡県タレント発掘事業	

山口県 YAMAGUCHI ジュニアアスリートアカデミー	

和歌山県 和歌山県ゴールデンキッズ発掘プロジェクト



（3）競技別コンソーシアムによる地域パスウェ
イの整備
　地域から NF の育成コースに続くパスウェイ
の構築には、地域のスポーツ行政を管轄する組
織や競技団体、コーチなど様々なステークホル
ダーの協力が欠かせない。しかしながら、組織
を超えた連携には様々な課題があり、なかなか
進まないのが現状である。そこで、地域におけ
るパスウェイ構築に課題を有する NF に委託し、
WPN に加盟する地域とその地域の競技団体等で
コンソーシアムを形成し、地域パスウェイの高
品質化に取り組んだ。2020 年度は 2019 年度から
開始している 4 団体に加え、新たに 4 団体に事
業を委託した。2020 年度事業において NF と連
携した地域は延べ 23 地域となった。
　事業実施にあたって、NF が、連携希望のあっ
た WPN 地域から条件にあった地域を選定し、地
域の競技団体とも連携してコンソーシアムを組
織している。（表 2）

　各地域から対象競技種目に適性があるタレン
トが選定され、NF が持つ育成プログラムにより、
地域コーチと連携しながら練習会を行った。
　2020 年度は感染症拡大防止の観点から、集合
での練習がなかなかできない状況であったが、
オンラインによるミーティングや講義、トレー
ニング等、各競技団体のコーチが工夫して指導
を行った。タイムや記録での競争ができる競技
ではオンラインでの競技会も開催された。オン
ラインを活用したことにより、NF 及び地域競技
団体のコーチ間の連携は以前よりも積極的にな
り、NF コーチが地域アスリートに指導する回数
が増えた競技団体もあった。

　また、自宅でもトレーニングを実施できるよ
う、トレーニング日誌の活用や動画を含めた教
本の作成を進めた結果、日常的にトレーニング
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※2020年度新規加盟地域

写真　オンライントレーニングの様子

表 2　競技別コンソーシアム委託先一覧

2019 年度委託団体

公益社団法人日本ライフル射撃協会

種目：ライフル・ピストル
連携地域：山形県・埼玉県・愛知県

公益社団法人日本トライアスロン連合

種目：トライアスロン
連携地域：埼玉県・福岡県

公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会

種目：スピード
連携地域：岩手県・鳥取県・愛媛県

公益財団法人全日本スキー連盟

種目：モーグル・エアリアル
連携地域：北海道美深町・福島県・広島県

2020 年度委託団体

公益社団法人日本カヌー連盟

種目：マラソン（スプリント種目への転向）
連携地域：京都府・高知県・宮崎県

公益財団法人日本自転車競技連盟

種目：ＭＴＢ
連携地域：栃木県・静岡県・愛知県

公益財団法人日本セーリング連盟

種目：ウインドサーフィン
連携地域：和歌山県・山口県・福岡県

公益社団法人日本フェンシング協会

種目：サーブル
連携地域：福島県・山口県・宮崎県

地域 事業名　
京都府 京の子どもダイヤモンドプロジェクト（京都きっず）	
長野県 SWANプロジェクト	
東京都 トップアスリート発掘・育成事業	

埼玉県 彩の国プラチナキッズ発掘育成事業	
彩の国プラチナジュニア発掘育成事業

山形県 山形県スポーツタレント発掘事業	
（YAMAGATAドリームキッズ）

宮城県 みやぎジュニアトップアスリートアカデミー事業	
秋田県 AKITAスーパーわか杉っ子発掘プロジェクト	
岩手県 いわてスーパーキッズ発掘 ･育成事業	
北海道 北海道タレントアスリート発掘・育成事業	
美深町 美深町タレント発掘・育成プロジェクト	
上川北部 上川北部広域タレント発掘・育成事業	

高知県 高知県パスウェイシステム事業（高知くろしおキッズ・
ジュニア）	

香川県 スーパー讃岐っ子育成事業	
岐阜県 清流の国ジュニアアスリート育成プロジェクト	

宮崎県 世界へはばたけ！宮崎ワールドアスリート発掘・育成
プロジェクト	

三島市 みしまジュニアスポーツアカデミー	
三重県 MIE スーパー☆（スター）プロジェクト	
栃木県 とちぎ未来アスリートプロジェクト	
愛媛県 えひめ愛顔のジュニアアスリート発掘事業	
大分県 チーム大分ジュニアアスリート発掘事業	
佐賀県 SSPジュニアアスリート発掘事業（サガスカウト）
青森県 あおもりスポーツアカデミー	
長岡市 キッズアスリートチャレンジ事業
愛知県 あいちトップアスリートアカデミー	
兵庫県 ひょうごジュニアスポーツアカデミー	
広島県 スーパージュニア選手育成事業	
神奈川県 かながわジュニアチャレンジプロジェクト
群馬県 ぐんまスーパーキッズプロジェクト事業	
岡山県 ステップアップ　おかやまアスリート事業
鳥取県 鳥取ジュニアアスリート発掘事業	
福島県 ふくしまスポーツキッズ発掘事業	
茨城県 世界へ羽ばたくトップアスリート育成事業※
鹿児島市 －※
静岡県 ジュニアアスリート発掘・育成事業※
福井県 未来のアスリート発掘・育成事業※
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をする習慣が身につき、通常よりもパフォーマ
ンスが向上するスピードが上がったとの報告が
複数の競技団体からあった。
　実際に、NF が開催する公式の競技大会でも上
位に入るなど顕著な成績を示しており、地域関
係者、競技団体関係者を驚かせている。2019 年
度から委託した 4 団体では NF の育成対象となっ
たナショナルタレントを 18 名輩出した。

 （4）ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト
　　（J-STAR プロジェクト）
　本プロジェクトは競技を特定したタレント発
掘・検証を全国規模で実施することから、JSPO
に委託し、スポーツ庁、JOC、公益財団法人日
本障がい者スポーツ協会（以下「JPSA」という。）、
JPC、NF 及び地方公共団体等と連携して 2017
年度より実施している。
　2018 年度の 2 期生までは対象競技種目の拠点
となる道府県体育・スポーツ協会に再委託して
いたが、2019 年度からは NF に再委託してプロ
グラムを実施している。
　これまでの課題の一つに、応募者数が少ない
ことが挙げられる。全国規模で実施しているに
も関わらず、2019 年度はオリパラ合わせて 874
名にとどまった。そこで、応募者を増やすための
試みとして①対象競技の拡充②対象年齢の拡大
③エントリー機会の増加を実施した。その結果、
2020 年度のエントリー総数は 1,834 名となった。
①対象競技の拡充
　2019 年度はオリンピック競技 5、パラリンピッ
ク競技 6 と、合わせて 11 競技のみだったが、
2020 年度はオリンピック競技 12（ハンドボール、
7 人制ラグビーは 2019 年度まで女子のみが対象
だったが、2020 年度は男子も対象）、パラリンピッ
ク競技については JPSA への再委託による協力
を得て、夏季・冬季合わせた 28 競技すべてを対
象とした。

②対象年齢の拡大
　2019 年度の応募対象者はオリンピック競技で
は中学生・高校生、パラリンピック競技は中学
生以上だったが、2020 年度はオリンピック競技
で小学校 6 年生以上 2020 年 4 月 1 日現在満 20
歳まで、パラリンピック競技では小学校 6 年生
以上とした。
　小学校 6 年生を追加した理由の一つに、中学
校で部活動を始めてしまうと、新たな競技への
チャレンジが難しい、という NF からの意見が

あった。大学生年代に拡大したのも、高校まで
部活動に打ち込んだ人材が大学入学後は部活動
に加入していない事例も少なくないため、違う
競技にチャレンジするモチベーションが高い可
能性があると考えたためである。
　その結果、実際には小学校 6 年生のエントリー
が大幅に増え全体の 22% を占めるに至った。そ
の一方、大学生年代のエントリーは少数だった。
大学生年代への広報活動は十分ではなかったこ
ともあり、今後改善の余地があると考える。
③エントリー機会の増加
　2019 年度はエントリー（第 1 ステージ/ 書類
選考）を通過した者が各地域で実施される測定
会（第 2 ステージ）に参加するシステムだったが、
2020 年度は感染症拡大防止の観点から、オリン
ピック競技については第 2 ステージで実施され
てきた大規模な測定会は中止した。代わりに、
動画による Web エントリー及び、地域を限定し
た測定会による一括エントリーの会を実施した。
地域エントリー会の実施は、WPN 会員地域を中
心に 17 道府県で展開した。
　パラリンピック競技については全国 8 ブロッ
ク中 7 ブロックで障がい者スポーツセンターの
協力を得ることができた。この 7 ブロックで第
2 ステージ測定会を実施予定だったが、名古屋、
大阪、福岡の 3 会場の測定会が感染症の拡大か
ら中止又は延期となった。しかしながら、障が
い者スポーツセンターの協力を得ることにより、
より多くの対象者に本プロジェクトを周知する
ことができた。協力を得た障がい者スポーツセ
ンターからは、これまで普及を主目的としてき
たが「ハイパフォーマンススポーツへの入り口
としての役割を再認識した」との声があり、今
後のパラリンピック競技の入り口として、障がい
者スポーツセンター活用の可能性が広がった。
　2019 年度に発掘された 3 期生については、各
NF による検証プログラム（第 3 ステージ）が実
施される中、感染症の拡大により、一時プログ
ラムが中断される事態に陥った。ほとんどの競
技が徐々にプログラムを再開し、検証を終了す
ることができた。しかし、一部の NF で検証が
終了しなかったため 2021 年度に持ち越すことに
なった。
　2021 年度は実施体制を変更し、JSPO への委
託事業から JSC に事務局を移すことになった。
JSC/HPSC が持つネットワークを活用し、さら
に多くの才能あふれる人材を発掘できるよう尽
力したい。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

表 3　J-STAR プロジェクト対象競技種目一覧

オリンピック競技（12）

ハンドボール、ボート、7人制ラグビー、ホッケー
ウエイトリフティング、バスケットボール、
ビーチバレーボール、トライアスロン、フェンシング、
リュージュ、ボブスレー・スケルトン、陸上競技

パラリンピック競技（28）

夏季・冬季パラリンピック実施競技



1.  背景・目的
　我が国の各 NF は、東京 2020 大会及びそれ
以降において、継続的な競技力強化を行う体
制整備が急務である。その支援の一環として、
JSC は、国内外のコーチ育成関係機関との連携・
協働のもと、NF の強化現場の運営責任者とな
る「ハイパフォーマンスディレクター（HPD）」
や、オリンピックやパラリンピックなどの主要
国際大会において継続的にメダル獲得を実現さ
せる「ワールドクラスコーチ（WCC）」の育成
プログラムを開発した。

2. 実施概要
　本プログラムは 2 か年で 5 つの構成要素から
なるプログラムを実施する形態となっており、
2020 年度は 2 期生の 2 か年目に当たる。

　2 期生はオリ・パラ、夏季・冬季の NF から
推薦され、HPD9 名、WCC3 名、合計 12 名が
受講した。
　個別アセスメントでは、各自のリーダーシッ
プスタイルについて 2019 年度の実施結果と比
較し、変化を受講者本人が確認した。
　国内集合研修は 2 年目ということで、1 年目
に実施した戦略立案や問題解決といったカリ
キュラムを活かしつつ、人材育成や、財務、連
携促進など、より実践的な内容を学んだ。第 8
回目には最終プレゼンテーションを実施し、所
属する NF の理事会やチームミーティングをイ
メージした提案を行った。
　メンタリングではプログラム開始時に受講者
の希望を調査した後、コーチングの専門家や企
業経営を行ってきたビジネス界の人材にメン
ターとしての協力を依頼し、一人一人調整した。
月に 1 回程度を目安に 2 年間メンタリングを実
施した結果、受講者からの満足度は非常に高く、

「自身の抱えている問題の整理や、建設的な意
見交換をすることによる思考の整理ができた」、

「他者に相談することへの抵抗感が軽減された」

等の感想を得られた。メンターからも「スポー
ツ界の人材育成をスポーツ界のみで実施するの
ではなく、今回の様に様々な人材を活用してい
くことでさらに発展が期待できるのでは」との
意見があった。
　海外研修は 1 年目となる 2019 年度にすでに
実施済みであるが、参加できなかった受講者に
対し、フォローアッププログラムとして、国内
で個別にカンファレンスへの参加や、ロールモ
デルへのインタビュー等を実施した。

3. 関係者の声
　本事業はプログラム開発が目的であり、2020 年
度で開発が完了したため、事業は終了する。プロ
グラム終了後の関係者の声は以下のとおりであっ
た。
①受講者
・相手に何かを伝える際に論理的に話せるよう
　になった。
・自分の考えだけでなく、部下の意見を活かす
　ことを以前以上に意識している。
・他受講者とのコミュニケーションを深められ
　たことで、とても貴重な機会を得た。
② NF 関係者
・視野の広がったものの見方をできるように
　なった。
・仕事の重要性や求められることの違いを認識
　し、NF 内でのポジションの変更とリンクし
　て、非常に学びが多かった。
・指導現場だけでなく、組織運営に関してもリー
　ダーシップを発揮していただいている。

4. プログラムの活用
　本プログラムを実際に運用していく組織につ
いては現在関係団体等と調整中である。その中
で、プログラム開発における統括人材の育成に
有効な要素が明らかとなった。今後、それらの
要素を HPSC の他事業でも活用し、スポーツ界
における幅広い人材育成に役立てたい。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部開発課）

表１　プログラムの 5 つの構成要素

写真　最終プレゼンテーションの様子
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（1）ハイパフォーマンス統括人材の育成支援

プログラム 内容

個別
アセスメント

行動特性把握ツールを活用し、様々な観点か
ら受講者のアセスメントを行う。

国内集合研修 HPD/WCCの資質を培う要素を取り入れた
カリキュラムを提供。（2日間×4回 /年）

国内実地研修 国内集合研修でのインプットを、実際の現場
でトライし、振返る。

メンタリング
国内ロールモデルや、ビジネス界経営人材を
メンターとし、現場の運営・指導や育成方法
の参考とする。

海外研修 JSCがMOUを結ぶオリ・パラ強豪国におけ
る海外研修を実施（1週間程度）

 競技力強化を支える人材育成とネットワーク構築4
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１．事業概要
　平成 27 年度スポーツ庁委託事業「トップア
スリートの強化・研究活動拠点の在り方に関す
る調査研究」報告書において、強化・研究活動
拠点の今後の在り方について次のように提言さ
れている。『「相対的にみた中核拠点及び全体シ
ステム」においては、各拠点を「一体のネット
ワーク」として捉えた新たな「NTC システム」
の上で、「ハード、ソフト・ヒューマン」各機能
のデザインを行うこと、また、「ビジネス・コオ
ペレーション（事業協力関係の構築）」を担うプ
ロフェッショナル人材の発掘・育成・登用・配
置が肝要である。』
　本事業は、この提言の具現化を支援するものである。
　本事業において、HPSC は地域のスポーツ医・
科学センター、大学等の機関と連携し競技団体
が実施するアスリートの発掘・育成・強化活動
を包括的に支援（アスリート支援）すること、
アスリート支援に資するスポーツ医・科学・情
報に関する研究及びこれらを推進するスポーツ
医・科学・情報分野等の人材育成機能を強化す
ることにより、我が国の国際競技力向上に寄与
することを目的に「ハイパフォーマンススポー
ツセンターネットワーク（HPSC ネットワーク）
を設置した。
　HPSC ネットワークを活用し、HPSC と地域
のスポーツ医・科学センター、大学等の機関が
協働して、主に次に掲げる活動を行うための基
盤を整備するとともに一部試行的に実施した。

（1）HPSC と同等のスポーツ医・科学・情報サポー
　トをアスリート等に対し一貫して地域で提供
　するための具体的方法（測定方法、データ解
　釈、JSC による体力測定データの一元管理等）
　の整理及び実施

（2）地域で活動するアスリート等に対し HPSC
　と同等のスポーツ医・科学・情報サポートを
　　実践できる人材の育成及び当該人材情報の発信

（3）地域と連携した高度なスポーツ医・科学・
　情報に関する研究の実施

（4）HPSC パッケージにおけるコンテンツの展
　開及びコンテンツの提供を通じたアスリート
　支援の実施

２．実施内容
（1）地域機関でのフィットネスチェック実施に
向けた感染症対策
　HPSC 内で実施しているフィットネスチェッ
ク（以下「FC」という。）では、適切な感染症
対策を講じることが重要である。各地域機関が
適正かつ運用可能な体力測定における感染症対
策について一定の基準を示すことが HPSC とし
ての役割であると考える。そこで、HPSC 内又
は地域機関において新しい生活様式に合わせた

体力測定を実施するための体力測定実施フロー
テンプレートを作成することを目的として、地
域 8 施設に感染症対策に関するアンケート調査
やオンラインによる実務者間での情報交換を実施
した。今後は、調査する地域機関数を増やして新
しい生活様式に対応した体力測定実施フローテン
プレートを作成する。また、同テンプレートを
基に、地域機関がそれぞれの施設に応じた体力
測定の実施体制を整えるための支援を行う。

（2）JISS フィットネスチェックスペシャリスト 
登録制度
　地域機関において、アスリートが HPSC と同
様の体力測定を受けることができるよう、地域
機関において HPSC と同様に体力測定を実施で
きる人材を育成するための「JISS フィットネス
チェックスペシャリスト登録要項」を策定した。
本制度の研修では、地域担当者の利便性を向上
させるため、e - ラーニングシステムを導入した。
e- ラーニングシステムを活用した養成研修（基
礎研修及び実技研修からなる）コンテンツは、
同制度の目的に鑑みて、JISS 新入職員研修の内
容を基に決定した。基礎研修では、アスリート
の体力測定を実施するうえで JISS が定めた体力
測定に関する基礎知識を座学等で習得すること
を目的とし、全 11 講義で構成した。実技研修
では、実際に測定機器を用いた実技実習及び実
技試験による判定により、JISS が定めた体力測
定に係る技能を習得することを目的とし、全 10
講義で構成した。

（3）講習会、映像サポート（栄養、心理、映像）
　2020 年度は、2019 年度抽出した HPSC 内で
地域機関への展開の可能性があるプログラムや
コンテンツ（アプリケーション等のシステムを
含む）から HPSC パッケージ候補として、栄養
分野は「アスリートのための食事の基本」「水
分摂取」「貧血」、心理分野は「チームワークの
心理学」、映像・技術分野は「JISS-Air」「JISS-
Strobo」、トレーニング分野は「FAAB」のコン
テンツ（スライド制作や利用に関する説明資料
を含む）を開発した。加えて、栄養、心理の開
発コンテンツを用い、研修プログラムの実施に
向けたトライアルを実施した（写真 1、2）。
　また、2020 年度は、コンテンツの質を担保す
るとともに、適切な研修の実施及び登録の運用
をもって、第三者への着実な展開に資すること
を目的として 「HPSC パッケージ（コンテンツ
＋研修＋登録）」を HPSCとして決定するため
の要件及びその手続きを定めた。さらに上記の
とおり、HPSC 内で決定された「アスリートの
ための食事の基本」の研修プログラムを、受講
要件を満たした外部の方を対象に実施した。

（2）ハイパフォーマンススポーツセンターネットワークの構築



（4）情報発信等
　① ウェブサイトの開設
　本事業に関わる情報の可視化及び地域機関との
ネットワーク構築のための情報共有を効率化する
ため、本事業に関連する情報を集約したウェブサ
イトの開発を行った。当ウェブサイトは、本事業
の進捗やイベント及び事業概要の情報発信、ハイ
パフォーマンススポーツに関わる研究者やサポー
トスタッフ等の人材検索、本事業に連携する地域
機関の検索、ハイパフォーマンススポーツ研究に
関わる情報発信、HPSC パッケージの情報発信及
びコンテンツの共有の機能を持つ。2020 年度は、
お知らせ、イベント及び人材データベースのペー
ジを公開した。お知らせ及びイベントのページで
は、当ウェブサイトの開設やネットワーク構築会
議の案内及び参加申し込み、動画視聴サイトへの
リンク等の記事を掲載した。人材データベースは
研究者番号を取得できる者（研究員等）及び研究
者番号を取得できない者（専門職員等）によって
業績入力方法が異なる仕様である。専門職員等は
人材データベースにログインし、直接業績を入力
する。研究者等は国立研究開発法人科学技術振
興機構（JST）が運営する研究者データベースで
ある「researchmap」を用いて業績を入力する。
researchmap は研究者の業績の管理・発信を目的
とし、多くの研究者が登録している。JST では 
researchmap の登録情報のデータ転送サービスを
行っており、本事業においても利用することとし
た。これにより必要な研究者の情報入力・更新の
効率化やデータベースのスリム化、国の他事業と

の連携を図ることができる。2020 年度は、HPSC
の研究員及び専門職員の登録を主に進め 2021 年 3
月 22 日の時点において 183 名を登録している。

② ハイパフォーマンススポーツセンターネットワ 
ーク構築会議
　ハイパフォーマンススポーツセンターネット
ワーク構築会議を開催し、本事業の進捗及び事例
の紹介を国内関係団体に説明する場を設けた。な
お、会議の状況は今般の事情に鑑み、オンライン
で配信した。視聴者は 154 名であった。視聴後、
アンケート調査を実施したところ、154 名中 69 名
から回答を得ることができた。「Ｑ１：『ハイパ
フォーマンススポーツセンターネットワークの構
築事業』の目的や内容を理解できましたか。」と
いう質問に対する回答者のうち 68 名（約 99％）
が「非常にそう思う」もしくは「そう思う」と回
答した。このことから本説明会の趣旨である、 事
業に関する理解を深める、という観点では目標を
達成することができた。また、「Ｑ６：今後、本
事業でハイパフォーマンススポーツセンターと連
携したいですか。 」という質問に対し、回答者の
うち 35 名（約 64%）が「連携したい」もしくは「連
携を検討している」と回答し、事業内容を理解し
たうえで、 多くの回答者が HPSC との連携を希望
していることが明らかになった。今後、関係団体
とのネットワークを維持し、地域におけるトレー
ニング拠点でもアスリート等に対し、スポーツ医・
科学・情報サポートの提供ができる体制の構築す
る必要があることが示唆された。

③その他
　地域機関との相互理解促進を図るため、体力測
定実務者とミーティングをオンラインで試行し、
実運用上の課題等について意見交換を行った。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）
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写真 1　心理研修プログラムトライアルの様子

写真 2　栄養研修プログラムトライアルの様子

写真 3　ウェブサイト TOP ページ
(https://hpsc-network.jpnsport.go.jp/)

心理研修プログラムトライアルの様子
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１．目的
　スポーツ医・科学支援事業は、国際競技力向
上に向けて各 NF が抱える課題に対し、スポー
ツ医・科学、情報の各側面から組織的、総合的、
継続的な支援を行い、競技力の向上に資する医・
科学的情報を提供することを目的として実施さ
れるものである。

２．事業の実施内容
　スポーツ医・科学支援事業では、以下の 8 つ
の領域のサポート活動を配置し、これらを総称
して「医・科学サポート」と呼ぶこととしている。

　⑴　フィットネスチェック・フィットネスサポート
　⑵　トレーニング指導
　⑶　心理サポート
　⑷　栄養サポート
　⑸　動作分析
　⑹　レース・ゲーム分析
　⑺　映像技術サポート
　⑻　情報技術サポート

　医・科学サポートの内容と実施時期は、NF
と JISS との面談を通じて決定した。面談で
は、NF の強化の方針・課題を確認したうえで、 
JISS がこれまでに蓄積してきた医・科学的知見
が活用できるサポート内容を提案した。なお、
映像・情報技術サポートでは講習会を、トレー
ニング指導、栄養サポート、心理サポートでは
講習会並びに個別相談・指導も併せて行った。
これらのサポートの対象は 56 種別であった。
　単発で行われる講習会及び個別相談・指導を
除いたサポート、すなわち、NF の年間強化計
画に沿って計画的に行われたサポートは、表に
示すとおりである。
　スポーツ医・科学支援事業におけるサポー
ト活動は、スポーツ庁委託事業であるハイパ
フォーマンス・サポート事業のアスリート支援
と連携して行うことでマンパワーを充実させる
ことができ、特に競技会や合宿などへの帯同
型のサポートにおける柔軟な対応、例えば測
定からフィードバックまでの時間短縮が可能
になった。

３．事業の実施体制
　スポーツ医・科学支援事業では、スポーツ医・
科学支援事業部会を設置し、統括する責任者（事
業部会長）を置いた。
　事業部会長の統括で競技種目系（記録系、格
闘技系、ラケット系、採点系、標的系、球技系、
水辺系、雪上系、氷上系、パラスポーツ系、エリー
トアカデミー系）を設定し、系内種目のサポー
トの進捗を管理する責任者（系リーダー）を各
系に置いた。また、サポート分野ごと（トレー
ニング指導、心理、栄養、映像・情報）にサポー
トの質の向上を図る責任者（分野リーダー）を
置いた。
　サポートの実施にあたっては、NF との間で
サポート内容を調整する担当者（種目担当者）
を置き、種目担当者の指揮の下、各分野から必
要な人員を配置してチームを形成してサポート
の実施に当たった。必要に応じて外部協力者を
配置した。
　2020 年度は、COVID-19 の感染拡大の影響
を受け、各種競技会及び強化活動が軒並み中止
となった。これに伴い、医・科学サポートも
HPSC 外で実施される活動は激減し、HPSC 内
での活動が中心となった。感染拡大を防ぐた
めの対策を十分にとることも求められ、特に
フィットネスサポート（以下「FS」という。）では、
サポート担当者が選手と至近距離で会話した
り、選手の身体に接触したりすることが頻繁に
生じるため、厳重な対応が必要だった。例えば、
呼気ガス分析を行う際には選手の唾液が飛散す
るリスクがあるため、マスク、フェイスガード、
手袋、白衣を着用することを必須とした。また、
測定環境の換気を十分に行うため、測定室内に
滞在できる人数を制限したり、測定の時間・空
間的間隔を十分に空けて測定したりすることも
必要であった。これらの基準を満たすため、一
日に受け入れられる人数に制限を設ける必要が
生じた。

（文責　窪　康之）

 スポーツ医・科学支援事業5
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表　主なサポート領域と対象種別

サポート領域 夏季競技

フィットネスサポート
サッカー、セーリング、テニス、バドミントン、レスリング、競泳、
空手、陸上

心理サポート ハンドボール、レスリング

動作分析 ゴルフ、自転車、陸上

レース・ゲーム分析 陸上

サポート領域 冬季競技

フィットネスサポート パラアルペン

動作分析
スキーコンバインド、ショートトラック、スピードスケート、
スノーボードスロープスタイル

レース・ゲーム分析 スピードスケート
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1. 背景・目的
　どの競技種目においても、競技力の向上を図
る際にはまず身体能力等の現状を把握し、課題
がどこにあるのかを明確にすることが必要であ
る。JISS から NF へ提供するフィットネス測定
の支援として FC があり、予め準備された測定
項目から幾つかを選択して実施する。また、よ
り競技特化させた形での支援である FS の一部
でも、これに類似したフィットネス測定を行っ
ている。FS ではさらにトレーニング中の身体へ
の生理学的負荷を評価するなど、より現場に近
い形での測定も実施する。これらの測定によっ
て得られたデータは、各 NF の選手強化のため
の資料として活用される。以下には、FC と FS
でのフィットネス測定について報告する。

２．実施概要
　右表は競技種目別の FC 及び FS の実施実績
である。2020 年度の測定活動日数は延べ 134 日、
実施対象者は延べ 632 名（男子 404 名、女子
228 名）であった。2019 年度（244 日、1,831 名）
と比較すると、日数、対象者数ともに大幅に減
少したが、これには COVID-19 のために測定を
受け入れできない時期が生じたこと、また、そ
の後も感染症対策のためにアスリート数を制限
したこと、さらには NF においても合宿自粛等
が行われたことが影響している。
　測定実施に際しては、感染症対策としてアス
リート及び測定者の手指消毒、機器消毒、換気、
ソーシャルディスタンスの確保などを徹底し
た。特に、疲労困憊となる運動を伴う測定や呼
気ガスを収集する測定では、飛沫への対策に注
力した。新しい生活様式のなかで、測定活動に
おける感染症対策をより安定的かつ安全に実施
できるよう、今後も検討を続けていく。
　4-5 月の緊急事態宣言解除後には、運動量減
少のために体力低下の可能性があるアスリート
に対して、現状確認のための測定プログラム（ト
レーニング再開期フィットネスチェック）を準
備して活用を呼びかけた。感染症対策に注力す
るのみではなく、フィットネス測定の有用性に
ついて再認識し、その活用を更に強化すること
へも引き続き取り組んでいく。

　　　　　　　　　（文責　松林　武生）

（1）フィットネスチェック・フィットネスサポート

表　競技種目別の FC・FS 実施者数

競技種目
実施日数

(FC/FS)

延べ対象者数

男子 女子 計

夏季オリンピック

　レスリング 0	/	14 146 6 152

　バドミントン 2	/	11 43 51 94

　競泳 0	/	14 33 32 	65

　陸上競技 5	/	19 40 3 43

　フェンシング 6	/		0 20 20 40

　テコンドー 5	/		0 21 17 38

　エリートアカデミー 10	/		0	 15 21 36

　アーチェリー 3	/		0 10 11 21

　セーリング 2	/		0 10 11 21

　空手 2	/		3 	7 8 15

　ゴルフ 2	/		0 5 5 10

　テニス 0	/		2 2 0 2

　野球 1	/		0 1 0 1

　小計　 38	/	63 353 185 538

夏季パラリンピック

　バドミントン 8	/	0 8 14 22

　陸上競技 5	/	0 	5 7 12

　トライアスロン 4	/	0 	9 3 12

　テコンドー 3	/	0		 5 2 7

　小計　 20	/	0 27 26 53

冬季オリンピック

　フィギュアスケート 2	/	0 8 9 17

　スノーボードハーフパイプ 2	/	0 4 3 7

　スキーアルペン 2	/	0 4 1 5

　スノーボードアルペン　 2	/	0 3 1 4

小計　 8	/	0 19 14 33

冬季パラリンピック

　スキーアルペン 5	/	0 5 3 8

小計　 5	/	0 5 3 8

総計　 	71	/63 404 228 632



1. 目的・背景
　2020 年 4 月の緊急事態宣言発出により JISS
トレーニング体育館・味の素 NTC・イーストト
レーニングジムは 4 月 27 日から 6 月 7 日まで
閉鎖となった。この期間中は WEB を用いた用
途や部位に応じたトレーニングプログラムの情
報提供を行った。担当選手へのコロナ禍に配慮
したトレーニングプログラムをメールやオンラ
インで提供して、トレーニング継続に尽力した。
宣言解除後の再開にあたっては、感染症対策を
徹底することをはじめ、利用人数や使用できる
トレーニング器具に制限を設け、それらの制限
を段階的（5 フェイズ）に緩和する形式をとった。
利用者は入館手続きの際に体調をはじめとした
チェックを行い、症状や該当する項目がないか
を毎回確認し入館している。スタッフ側につい
ても感染対策について共有し、定期的な検査を
受けながら業務に就いている。

２．実施概要
⑴　コロナ禍におけるトレーニング施設の管
理・運営
　6 月から施設利用を段階的に再開し、トレー
ニング体育館でのトレーニングサポートは 7 月
から本格的に行った。2020 年 7 月から 2021 年
3 月までのトレーニング体育館の利用人数は、
2019 年度と比較し 72.9% であった。施設の利用
人数上限による入場制限が発生するケースはご
く僅かであったが、コロナ禍で NTC での合宿
を自粛する競技が多く、利用人数が減少してい
ると考えられる。トレーニングサポート件数は
2019 年度比 105.2% となり増加した。トレーニ
ングサポートは 4-6 月に実施できなかった機会
を補うためや国内外での合宿や試合が中止され
るケースが増えたため、所属における強化が主
となり HPSC でのトレーニングサポートの要望
が増えたためと考えられる。
　トレーニングを行うにあたり、選手には①マ
スクの着用による換気量の低下、不快感、②一
部用具の使用制限、③人数や器具の制限により
チームや複数選手の合同トレーニングが困難、
などの制約が主にかかる。また、高強度心拍ト
レーニングにあたってはマスクを外して実施で
きるようにするため、①カーディオマシンに遮
蔽物を設置（写真１）、②大きな遮蔽物でエリ
アを区切り、その中でサーキットトレーニング
を実施、いずれも
使用後にエリア全
体の消毒と換気時
間を設けた。トレー
ニングサポートに
おいては①選手と
常 に 距 離 を 保 つ

（2m 以上）ことに 写真 1

写真 2

より、身体接触を避ける、②マスクの着用、大
きな声でのコーチングの禁止、③使用箇所の都
度消毒、といった「トレーニング指導者向けの
ガイドライン」を定めて対応した（WEB に掲
載）。今後も東京 2020 大会、北京 2022 大会へ
向けて、感染症対策を行いながら適切なトレー
ニングが実施できるよう業務を継続する。
⑵ トレーニングサポート
　2020 年度は年間で 2,842 回（延べ 4,162 人）
の個別サポートが行われた。
・パラゴールボール競技（視覚障がい）におけ
るサポート事例
　ゴールボールは、視覚障がいのある選手３人
が 1 チームとなり、鈴の入ったボールを交互に
投げて得点を競いあうパラリンピック特有の競
技である。
　パラアスリートの体力・運動能力は障がい
の部位・程度・状態によって異なり、個別性
が高いが、視覚障がい者に関しては視覚が不自
由なこと以外ほぼ健康体であり、オリで蓄積し
た知見を活用することができた。その反面、指
導に関しては、動作を伝えるために指導員の
体を触って確認してもらう、移動を伴う際に
は方向を音で誘
導する、実施内
容を数値化して
指導員が読み上
げながら、即時
フィードバック
するなど（写真
２）できる限り
具体的かつ明確
に伝える工夫を必要とした。
　特に、COVID -19 の自粛期間中には、映像の
利用や、リモートでの遠隔サポートができない
ため、実施内容を全てテキスト化し、NF トレー
ナー陣と情報共有して対応した。しかし、視覚
障がい者は、介助なしでは自由に走ったり跳ん
だりする機会が限られることも多く（固定式バイ
クを利用する場合も、設定時に不自由さが発生す
ることもあり）有酸素能力の維持が難しい選手も
見られた。よって今は、筋力トレーニングに加え
て、心肺機能向上のためのトレーニングを積極
的に導入し、守備から攻撃への素早い転換動作
だけでなく、音を消した移動攻撃などの多彩な
攻撃に対応できるように取り組んでいる。

３. まとめ
　これまで、平素の感染予防対策と早期対応の
効果もあってか、クラスターは発生していない。
今後も東京 2020 大会、北京 2022 大会へ向けて、
安心して強化・調整が行える環境とサポートを
構築し、選手の競技力向上に貢献していきたい
と考えている。

（文責　前田　規久子、今泉　領、田村 尚之）

（2）トレーニング指導
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1.　背景・目的
　心理グループは、例年どおり、アスリート及
びチームの国際競技力向上のために、個別相談
と講習会（啓発・研修）、そしてチームサポー
ト（講習会と個別相談）を行った。これらの活
動について報告する。

２．実施概要
⑴　個別相談
　表に 2013-2020 年度までの個別相談のセッ
ション数（延べ）と新規申込者数の年度別件数
を示した。2020 年度は、個別相談のセッショ
ン数は大幅に増加し、新規申込数は減少した。
個別相談・セッション数の増加の要因としては、
COVID-19 の感染拡大よる影響があったものと
思われる。その相談内容は、東京 2020 大会が
延期になったことによる不安や先が見えない不
安などが挙げられた。また、緊急事態宣言の発
出によりオンラインサポート（映像 + 音声、電
話、メール含む）が増えたことも増加の理由と
して挙げられる。一方で新規申込者が減少した
のは、緊急事態宣言の発出により、HPSC の利
用が減ったことが挙げられる。今回の「相談件
数は増加、新規申込は減少」という現象で考え
られることは、相談の申込をし、個別相談が始
まれば積極的に活用するが、「相談を申し込む」
ということに関しては、未だ「抵抗感」がある
ことが考えられる。相談申し込みの窓口は常に
開いているが、抵抗を感じないような取り組み
が必要だと思われる。
⑵　講習会（啓発・研修）
　表に 2013-2020 年度の講習会（心理サポー
トに関すること）の数を示した。2020 年度は
2019 年度から減少した。個別相談と同様に、
COVID-19 の感染拡大による緊急事態宣言の発
出により、HPSC の利用制限があったことが減
少した理由だと考えられる。
　そのような中においても、2018 年度から継続
的に講習会を行っている夏季種目は、2020 年
度においても、ナショナルチームの合宿中に７
回実施した。その主な目的は、2021 年 1 月の
世界選手権に備えたものであった。内容は、最

初に前回（2019 年）の世界選手権の映像を見
ながら、試合中にどのような心理状態で戦って
いたのか概観し、その改善点をグループで考え
るということを実施した。特に、「改善点は何
か、それを 2021 年の世界選手権でどのように
活かすのか」を議論した。また、チーム全体で
2021 年の世界選手権の目標設定も行った。この
世界選手権においては、チームで掲げた目標を
達成することができ、講習会の効果を感じたと
いう報告を受けた。また、３月末に実施した講
習会では、2021 年の世界選手権の振り返りをし、
2021 年 7 月から行われる東京 2020 オリンピッ
クに向けての準備も実施した。今後も、連続性
のある講習会が展開できるよう働きかけをして
いきたい。
　なお、２回の緊急事態宣言の発出により、計
画されていた複数の講習会が延期・中止になっ
た。
⑶　チームサポート（講習会と個別相談）
　2020 年度におけるチームサポートの競技種
目は、ノルディック・コンバインド（浅野、立
谷）、ジャンプ（浅野、立谷）、レスリング（江
田）、バドミントン（江田）、ハンドボール男子

（立谷）であった。これらは JISS/NTC 内で講
習会や個別相談を行ったり、合宿中の練習を視
察（観察）したり、指導者をはじめとする関係
者と積極的にコミュニケーションを図る活動を
行った。

３．まとめ
　2020 年度の個別相談のセッション数は増加
し、新規申込は減少した。この増減は、まさに
COVID-19 の影響を受けたものと言える。個別
サポートの相談内容においても「不安」が大き
なキーワードになった。講習会では、特定のチー
ムが積極的に講習会を取り入れ、有効なものが
提供できていると実感している。
　2021 年 度 も 東 京 2020 大 会（ 夏 季 ）、 北 京
2022 大会（冬季）に向けての心理サポートの
要望が増えると予想される。競技団体の要望に
しっかりと応えていく所存である。

　　　　　　　　　　　　（文責　立谷  泰久）

（3）心理サポート

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

個別相談
セッション数（延べ） 611 582 655 631 785 971 738 1152
新規申込者数 43 20 46 31 41 45 38 30

講習会 啓発・研修 15 14 10（2） 20(4) 35(5) 24（0） 29（1） 9（0）

表　2013 ～ 2020 年度　年度別個別相談・講習会の数（単位：人・件）

※講習会の (  ) の数は、全体の数のうちパラリンピック選手を対象として行ったもの
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1. 背景・目的
　2020 年度は、コロナ禍による栄養・食事面か
らの選手のコンディショニングや感染症予防対
策を考慮したサポートを以下のとおり実施した。

２．実施概要
⑴ コロナ禍を考慮した WEB や SNS を通じた選
手への栄養情報の発信
　オリンピック・パラリンピックのトップアス
リート、コーチ、その他関係者に向けた栄養情
報を HPSC のウェブサイトと Twitter で発信し
た。目的は、緊急事態宣言下でのコンディショ
ン維持に役立つ栄養情報の提供と緊急事態宣言
解除後のコンディショニングに役立つ栄養情報
の提供とした。2020 年度 17 テーマについて作
成し、発信を行った。栄養情報の特徴は、エビ
デンスベースであり、日常業務の蓄積を基に作
成していること、日頃の栄養相談等での選手対
応の実績からの食生活の現状把握やリハビリ、
トレーニング、心理などの他分野からの意見も
参考に必要と思われる栄養情報を予測した。今
回の情報発信では、これまでの業務で蓄積して
きたレストラン設置の栄養情報資料やウェブサ
イトのウェブサイトに掲載しているレシピを活
用し、かつ、これまでの研究成果も踏まえ、効
率よく作成を進めることができた。日々の業務
やサポートの記録、積み重ね、その実績とノウ
ハウが重要になることがわかった。不測の事態
が生じた時に、トップアスリートにとって必要
なサポートとは何か、即座に情報技術等を活用
したアンケート・集計・分析を行い、結果に基
づくサポートの実施が必要と考える。

⑵ スポーツ活動再開に向けた段階的プログラム
の実施
　スポーツ活動再開に向けたメディカル・フィ
ジカル・心理・栄養などの各種チェックを行う
段階的プログラムを実施した。COVID-19 感染
拡大による活動制限期間（2020 年 4 月 7 日から
5 月 25 日まで）からスポーツ活動を段階的なプ
ロセスを経て再開するための支援である。2020
年 5 月下旬～ 6 月上旬に、HPSC サッカー場屋
内を中心に実施した。栄養チェックを実施した
選手は 44 名だった。希望した選手に対して、「外
出自粛期間中の食生活の変化の確認」「食生活、
栄養面での悩みの確認」を約 10 分程度でチェッ
クシートをもとに、リモートもしくは感染症対
策を行ったうえで実施した。栄養チェック翌日
には、選手からの聞き取り結果をもとに、トレー

ニング再開に向けた今後の食生活及び栄養アド
バイスを添えて返却した。

⑶ 個別栄養サポート
　個別栄養サポートは、これまで相談室での対
面式を基本とし、必要に応じてメールや電話で
も対応していた。2020 年度はコロナ禍を考慮し、
さらにリモートによる栄養サポートも開始した。
また、2020年9月よりJISSの2階にコンディショ
ニングスペースが開設され、選手の要望や栄養
サポートの目的に応じてコンディショニングス
ペースも活用した。
　2019 年度より開始したコンディショニング課
の各分野スタッフが連携し怪我の回復に向けた
トータル・コンディショニングサポート（TCSP）
での栄養サポートは、51件だった。また、パフォー
マンス発揮を目的とした複数分野連携でのコン
バインド・コンディショニングサポート（CCSP）
は 36 件だった。今後はサポートの実績を積み重
ね、栄養サポートに必要なエビデンスを蓄積す
ることが必要である。その他、主に栄養分野内
での食事分析、体組成管理、栄養情報提供を中
心とした栄養サポ―トは 108 件だった。個別栄
養サポートは合計で 195 件（2019 年 159 件）と
なり、コロナ禍前の 2019 年より全体件数が増加
し、コンディショニング課連携サポートの推進
の結果と考える。

⑷ 栄養評価システム「mellon Ⅱ」の利用状況
　アスリート向けレストラン「R3」「SAKURA
Dining」「イースト」での HPSC 内 3 レストラン
での mellon Ⅱの 2020 年度の利用実績は、HPSC
利用停止期間が 2 か月近くあったにも関わらず、
40,492 件（2019 年 40,341 件）と多くの選手に利
用された。2019 年度より引き続き、パラリンピッ
ク選手の新規利用申し込みとチーム競技での継
続的な利用も多かった。さらに選手個人より食
事摂取データの送付依頼もあり対応した。2020
年度は特に、パラリンピック選手の栄養評価シ
ステムの認知度と活用度が高まっていることが
推察される。

３．まとめ
　2021 年度も引き続き東京 2020 大会に向けて、
選手が安全にそして安心して試合に臨むことの
できる環境づくりに努めていく予定である。

　　　　　　　（文責　亀井　明子、元永　恵子）

（4）栄養サポート
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1. 背景・目的
　あらゆるスポーツにおけるパフォーマンス
は、どのような要因が背景にあったとしても、
最終的には骨格筋の収縮に基づく身体の関節
運動として表現される。したがって、各スポー
ツにおける身体運動そのものを分析・評価する
ことは、競技力の制限要因を究明するために重
要と考えられる。
　動作を評価する際には、競技の目的を合理的
に達成できるか、大きなパワーを発揮できる
か、発揮したパワーを有効に利用できるか等の
様々な基準が用いられる。個々の選手にとって
の最適な動作の基準を明らかにするには、ビデ
オカメラやモーションキャプチャシステムを
用いて動作を詳細に記述し、パフォーマンスと
動作、動作と身体各部に作用した力の関係など
を明らかにすることが必要となる。

2．実施概要
　2020 年度に動作分析を実施した競技を表に
示した。個々の分析内容とフィードバックの
仕方については、NF 強化担当者と JISS 種目
担当者が問題意識を共有したうえで決定した。
COVID -19 の影響により競技会の分析は減少し
たものの、風洞施設などを効果的に活用し、充
実した活動が実施できた。

（文責　横澤　俊治）

種目 内容
陸上競技

（短距離、競歩） モーションキャプチャーを用いた動作分析

パラ陸上競技
（身体 /短距離、跳躍） モーションキャプチャーを用いた動作分析

ゴルフ モーションキャプチャーを用いたスウィング動作分析

自転車 風洞実験によるポジションおよび機材の空気抵抗の計測

スピードスケート チームパシュートの隊列およびヘルメットと空気抵抗との関係に関する調査

ショートトラック ハイスピードカメラを用いた滑走動作の分析

スノーボード /ビッグエア 滑走時における足圧測定

スキー /コンバインド ジャンプ競技場における反力計測および風洞トレーニング支援

表　動作分析サポートを実施した主な種目とその概要

（5）動作分析

図　スノーボード / ビッグエアにおける足圧データ
　　（ビデオと同期した動画ファイルを作成して
　　フィードバック）



HPSC 機能の地域展開

1. 背景・目的
　記録系、球技系、格闘技系種目の強化は、実
際の競技場面においてどのようなレース展開
であったか（レース分析）、あるいはどのよう
なゲーム展開であったか（ゲーム分析）を詳細
に分析することから始まる。レース・ゲーム分
析を通じて、パフォーマンスを制限する体力、
技術、心理、戦術的要因を明らかにし、その後
のトレーニング内容を決めることができる。

2．実施概要
　2020 年度のレース分析対象種目は表に示す
とおりであった。なお、ゲーム分析の実施は
なかった。競技会の中止が相次いだため、活
動件数は少なかったが、表に示した 2 競技に
ついて実施できた。これらの分析結果は、コー
チ・選手に即時もしくは比較的短期間のうちに
フィードバックされ、次のトレーニング課題の
抽出などに活用された。
　一事例として、スピードスケートのレース分
析を取り上げる。2018 年度の競技研究におい
て、ビデオカメラ１台でストレートとカーブそ
れぞれの区間内のスピード変化、並びにカーブ
のコースロスを評価する方法を確立した。2020
年度はその方法を用いて国内競技会において
分析し、個々の選手の課題を整理してフィード
バックした。図は女子 1,500m における 2 ～ 4
周目の区間内スピード変化量を、カーブとスト
レートを別々に平均して示したものである。同
種目は基本的には徐々に減速しながらゴール
するため、負の値となっている。選手 A はカー
ブの減速が大きく、選手 B はストレートの減
速が大きいことから選手 A についてはカーブ、
選手 B についてはストレートの減速を小さく
することが課題であることがわかった。

（文責　横澤　俊治）

表 　レース分析対象種目

1 陸上	競技 /	短距離、ハードル、混成

2 スピードスケート

（6）レース・ゲーム分析

図 　スピードスケートにおけるスピード分析結果の事例
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（7） 映像 / 情報技術サポート

ン及びスノーボードハーフパイプチームには、
FlashAir を挿入したビデオカメラから Wi-Fi
でダイレクトに iPad へ撮影データを転送する
簡易型のシステムの利用を提案し活用されて
いる。また、味の素NTC・イーストアーチェリー
練習場や競技別 NTC である白馬ジャンプ競技
場、東北クエストエアマットジャンプ練習場な
どで、日々のトレーニングに活用できる映像シ
ステムを常設するためのコンサルテーションも
実施し、練習環境整備の支援も行った。

② JISS nx 運用支援
　2020 年度は、スポーツビデオデータベース
JISS nx に対して、オリンピック競技（37 種別）、
パラリンピック競技（15 種別）から申請があ
り、合計 52 種別で利用された。2020 年度末の
総映像数は 621,878 件、総アカウント数は 5,066
であった。講習会は管理者向け（リモートが主）
が 4 件（13 名）、利用者向け講習会はコロナ禍
において選手との接触を避けるため実施しな
かった。主な利用種別（映像数が 10,000 件以上、
パラ種目は 1,000 件以上）の利用実績を表 2 に
示す。種目によっては共有アカウントで運用し
ており、１つのアカウントを約 100 名で利用し
ている例もある。コロナ禍による大会減の状況
であったが、2020 年度途中に映像登録数累計
60 万件を突破することができた。

１．背景・目的
　昨今のスマートフォンやタブレットなどの
デバイスの進化に伴い、競技現場での映像や情
報の活用は進んできている。しかし、競技特性
や利用シーンにより、それぞれの現場に合った
機材や活用方法は異なるケースも多い。
　JISS の映像 / 情報技術サポートでは、競技
現場でこれらの課題をヒアリングし、競技力向
上を目的としてテクノロジーを活用した支援
活動を実施している。

２．実施概要
（1）映像技術サポート
①ビデオフィードバックシステム運用支援
　映像技術サポートでは、競技現場でのビデ
オシステム活用支援を継続して行っている。
Wi-Fi 対応 SD カード（FlashAir）に独自開発
したプログラムを適用している JISS Air ベー
スのシステムについては、2020 年度も冬季競
技を中心に活用された。スノーボードスロープ
スタイル・ビッグエアー、ノルディック複合、
スキージャンプ（女子）、パラアルペン、スノー
ボードクロスにおいて、システムの運用支援を
行った。この支援は、選手が自身の動作を即座
に確認し改善へつなげること、コーチからのア
ドバイスをより選手へ伝え易くすること等を
目的としている。また、ノルディック複合チー
ムからの依頼で、競技現場内でのビデオフィー
ドバックだけでなく、コロナ禍で合宿に参加で
きないコーチがクラウドストレージと SNS を
利用したリモートコーチングができるよう工
夫した（図１）。

　上記種目での利用実績は表１のとおりで、国
内外のナショナル合宿、ワールドカップ、世界
選手権で活用され（写真）、コーチング及び動
作の改善をサポートした。コロナ禍のため例年
より合宿のスタートが遅れた競技も多く、か
つ海外遠征も非常に限定的な状況だったもの
の、ビデオシステムの利用数は増えた競技が多
かった。また、これら以外でも、スキーアルペ

表 1　ビデオフィードバックシステム利用実績

写真 ドイツ世界選手権コーチボックスの様子

利用種別 映像数 利用日数

ノルディック複合(男子) 4,974 122
スノーボード /スロープ
スタイル・ビッグエアー 3,955 31

ショートトラック 3,305 46
パラアルペン 2,320 45
スキージャンプ（女子） 2,233 88
スノーボードクロス 647 31
ノルディック複合（女子） 595 32

図 1　SNS を使ったリモートコーチング



HPSC 機能の地域展開

　また、競技団体で所有している詳細なメタ
データを JISS nx に取り込み、閲覧できる新機
能の開発を行った。これにより、対戦相手の研
究やパフォーマンスの振り返りを効率的に行
うことが可能となった。
　加えて、JISS nx にアップロードされた映像
を NF 所有の web サイト等で公開することの
できる機能を新たに開発したことで、競技の普
及や PR にも映像を活用することが可能となっ
た。さらに検索機能の効率化を図るための機能
向上も行った。

（2）情報技術サポート
①システム開発による IT 支援
　情報技術サポートでは、インターネット上で
公開されているリザルトなどのデータ収集シ
ステム構築や、競技会での選考に関する採点シ
ミュレーションソフトウエアの開発を行った。
スピードスケートリザルト収集システムは、
ワールドカップ他、国際大会のリザルトデータ
を自動収集し、コーチや分析スタッフが加工し
やすい形でダウンロードできるようにした。こ
のソフトウエアは、スケート選手の戦力分析
や大会出場枠の算出などに活用された。また、
2020 年度はショートトラックスケートやノル
ディック複合、テニス（図 2）においても同様
のソフトウエア開発を行った。
　体操採点シミュレーションソフトでは、団体
のチーム得点が最高になるような選手の組み

合わせを瞬時に計算できるものだが、東京オリ
ンピックの延期に伴い、2021 年度国内で行わ
れる予定の 3 回の代表選手選考会で活用される
予定である。

② JISS share 運用支援
　ファイル共有 web システムの JISS share は
オリンピック競技（27 種別）、パラリンピック
競技（12 種別）から申請があり、合計 39 種別
で利用された。原則としてリモートで 7 件（計
11 名 ) の管理者向け講習会を行った。各競技の
保存容量は 1TB を上限とし、必要に応じて容
量の増量を行った。総アカウント数は 1,402 で、
総データ容量は 10,811GB であった。主な利用
種別（データ利用容量が 150GB 以上）の利用
実績を表 3 に示す。

３．まとめ
　スポーツの競技現場での映像・情報技術の利
用は、特別なことではなく日常となりつつあ
る。現場スタッフの数が潤沢ではなくても、シ
ステムを利用することで、トレーニングやコー
チングの質向上につながっていれば幸いであ
る。コロナ禍のため 2020 年度はリモート支援
及び講習会が中心となったが、これらにも情
報技術を駆使することで柔軟な対応ができた。
今後は、競技別 NTC や地域医・科学センター
の映像・情報システム等に関するコンサルテー
ションにも力を入れ、各拠点の練習環境のさら
なる充実に寄与して行きたい。　

（文責　三浦　智和）

主な利用種別 映像数 アカウント
数

体操競技 101,128 888
柔道 71,338 129
ボブスレー･リュージュ･スケルトン 54,984 95
自転車 48,382 94
スピードスケート 29,068 434
スポーツクライミング 26,071 45
フェンシング 22,921 156
競泳 22,741 522
卓球 21,789 86
バドミントン 21,715 270
ショートトラック 19,683 158
空手 18,456 20
飛込 14,867 167
アーティスティックスイミング 14,353 133
フリースタイルスキー 14,242 38
バレーボール 12,321 165
競歩 11,193 143
車いすバスケットボール 6,827 125
パラバドミントン 4,214 43
パラアルペン 3,517 24
ゴールボール 2,319 55
パラ陸上 2,452 37
合計（52 種別） 621,878 5,066

主な利用種別
使用データ
容量（GB）

アカウント数

バレーボール 1,787 34
新体操 1,409 6
スピードスケート 1,196 4
ホッケー 592 8
フェンシング 451 1
パラトライアスロン 445 51
BMX 350 49
サッカー 304 4
ショートトラック 208 71
車いすテニス 162 42
ゴールボール 157 38
合計（39 種別） 10,811 1,402

表 2　JISS nx の利用実績

表 3　JISS share の利用実績

40　 Ⅴ　事業報告 / 5　スポーツ医・科学支援事業

図 2 テニスにおけるリザルトデータ収集システム



表　サポート分野と主なサポート内容
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宿も相次いで中止された。特に初回の緊急事態
宣言期間中は多くの強化施設が閉鎖されたた
め、強化活動は選手の自宅や小規模な施設にお
いて選手個人のみで、あるいはごく少数のコー
チやトレーニングパートナーを伴う形でしか実
施できなかった。このような状況下で、ハイパ
フォーマンス・サポート事業のサポートスタッ
フは、HPSC と NF の定める感染症対策ガイド
ラインに従い体調管理と感染防止に留意したう
えでサポートに従事するとともに、オンライン
のコミュニケーションサービスを利用して選手
の心身の相談に乗ったり（心理、栄養）、映像
をやりとりしてトレーニングやセルフコンディ
ショニングの指導（トレーニング、ケア）を行っ
たりした。

３．サポートハウス設置の準備状況
　東京 2020 大会、北京 2022 大会における最終
調整をサポートするため、サポート拠点（いわ
ゆるサポートハウス）の設置準備が進められた。
サポートハウスは、JISS の提供する医・科学的
サポートが、競技会場や選手村の付近でも提供
できる機能を備えた施設である。
　施設機能の詳細については、本事業の秘匿性
や自国優位性の確保のため本稿では触れない
が、NF のニーズを反映させることはもとより、
スポーツ庁、日本オリンピック委員会、日本障
がい者スポーツ協会・日本パラリンピック委員
会、東京 2020 組織委員会等とも連携して準備
を進めた。

（文責　窪　康之）

1. 事業の目的
　ハイパフォーマンス・サポート事業は、ス
ポーツ庁からの委託事業である。本事業は、東
京 2020 大会及び北京 2022 大会で日本代表選手
がメダルを獲得できるよう、スポーツ医・科学、
情報の各分野からサポートを提供することを目
的として実施された。
　支援の対象となるターゲット種目は、スポー
ツ庁の定める重点支援競技であり、メダル獲得
の可能性に応じてサポートスタッフを配置し、
サポート活動を行った。

２．アスリート支援の実施体制
　本事業はアスリート支援とサポートハウス設
置を 2 つの柱としている。アスリート支援では、
表に示す 7 分野についてスタッフを配置してサ
ポート活動を行った。活動に先立ち、NF との
合意による年間計画書を作成し、これに基づい
たサポートを実施した。年間計画書は、日本代
表合宿や選手の所属先などで行われるトレーニ
ングだけでなく各種競技会が、いつ、どこで行
われるか、また、それらの強化現場において、
どのような分野のサポートが必要かを網羅した
ものである。年間計画書作成をはじめとする各
NF との連絡・調整は、本事業のマネジメント
スタッフが行った。マネジメントスタッフは、
随時競技団体との連絡・調整を行い、NF の課
題を抽出・整理し、サポートスタッフの配置を
決め、サポート活動の質と進捗を管理した。
　2020 年度は、本来開催されるはずであった
東京 2020 大会が COVID-19 の感染拡大により
1 年延期となり、その準備のための競技会や合

(8)　ハイパフォーマンス・サポート事業

サポート分野 主なサポート内容

ケア コンディショニング、リハビリテーションを目的としたエクササイズ、ケアの提供

トレーニング 障害予防、パフォーマンス向上を目的としたエクササイズの提供

映像 トレーニング・競技会における映像の撮影とフィードバック、映像データベースの構築

バイオメカニクス パフォーマンス・動作分析

生理・生化学 生理学的モニタリング、体組成チェック

栄養 栄養相談・アドバイス（啓蒙活動）、栄養調査、栄養分析

心理 メンタルマネジメント技法の提供、心理カウンセリング

スポーツ庁委託事業



HPSC 機能の地域展開

師が確認し、選手からの医学的な相談に加え、
NF や地域からの女性支援事業に関する相談に
対応した。2020 年度は COVID -19 の影響で選
手の活動が減ったため、講習会開催や支援体制
に関する相談内容が増えた。また、LiLi 女性
アスリートサポートシステムを運用し、登録数
は 203 名となった。
　スポーツ庁委託事業「女性アスリートの戦略
的強化に向けた調査研究」の取りまとめとし
て、ネットワーク会議の開催やポータルサイト
の運用を行った。ポータルサイトではお知らせ
機能となる「News　Room」を設け、講習会情
報や女性アスリート情報を収集した。また、ス
ポーツにおける「個」・「孤」からの気づき～新
型コロナ禍をきっかけに～をテーマとして、国
際女性デーカンファレンス 2021 をオンライン
で開催し 388 名が参加した。

（3） 総括・今後の展望
　ICT を活用した相談体制では、さらに充実
した内容となるよう、データ集約や HPSC 既
存のシステムとのデータ連動について、IT グ
ループとともに検討を重ねていきたい。成長期
サポートでは、今後も実践に繋がる医・科学的
な知識を普及させていく。妊娠期・産後期サ
ポートは、個々の身体特性に合わせたサポート
が、より多くの地域・カテゴリーで切れ目なく
包括的に実施される環境づくりが望まれる。今
後は NF や地域に加え、広く一般にも周知し、
若い世代のアスリートへも将来の妊娠・出産と
いった女性の身体の仕組みについて啓発して
いきたい。女性特有の課題解決に向けた知見の
展開では、引き続き、調査研究受託機関と連携
をして、効果的に研究成果を現場に還元する方
法を模索していく。
　　

（文責　奥脇　透、村上　洋子）

１．女性アスリート支援プログラム
（1）背景・目的
　女性アスリートは、成長期に伴う急激な心身
の変化や、妊娠・出産・育児等といった女性特
有の課題により、アスリートとしてのキャリア
を中断され、スポーツ界でその能力を十分に発
揮できていない。そこで本事業では、女性アス
リートの国際競技力向上に繋げることを目的
に、国際大会での活躍が期待できる者を対象と
して、各課題に対応した医・科学に関する支援
プログラムを実施した。

（2） 各プログラムの活動実績
①ジュニアアスリートへのサポート
　成長期（9 歳～ 18 歳程度）の女性アスリー
トを対象として、NF からの要望や戦略的強化

「次世代ターゲットスポーツの育成支援」と連
携して、3 団体に婦人科講習会を実施した。ま
た、教育コンテンツの掲示ポスターのデザイン
を刷新し、更なる周知に努めた。
②ママアスリートへのサポート
　妊娠期・産後期トータルサポートでは、婦人
科医、内科医、整形外科医による診察や、理学
療法士による機能評価、トレーニング、栄養、
心理サポートをアスリート 2 名に対して実施し
た。これまでに JISS のサポートを受けた対象
者 9 名にインタビュー調査を実施し、その先輩
アスリートの経験談を冊子「女性アスリートを
どのように支援するか Ver.2」に纏めた。また
地域連携ロールモデルプランは、地域を活動拠
点としている 4 名を対象として、NF、所属チー
ム、地域の専門家（医師、理学療法士、管理栄
養士等）と連携を図り、JISS からノウハウを
伝達して支援体制を整えた。さらに妊娠期・産
後期におけるトータルサポートの内容伝達及
び情報共有を目的に、伝達講習会としてオンラ
イン配信を行った。選手のトークセッションを
併せ、サポートを経験したからこその意見や感
想が述べられ、今後のサポートにも繋がる内容
となった。子育てを行いながらトップアスリー
トとして競技を継続できる環境を整備した。
JPC 他 2 団体へ再委託ができ、育児に関連する
経費を一部負担することで、育児中のアスリー
トを横断的に支援できた。一方、子育て期のア
スリートが出場する大会で、NF が主体となっ
て託児室を設置できた。
③女性スポーツに関する情報発信
　女性アスリート特有の悩みや問題の解決を
目的として、JISS スポーツクリニック内にメー
ル相談窓口を設置した。相談内容は担当看護
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（9） 女性アスリートの育成・支援プロジェクト　

図 1　刊行物（2020 年度）

スポーツ庁委託事業
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復を示し、それ以降は一定の値を推移していた
（図 2）。対象は脳振盪受傷から 1 か月程度経過
しており、サポート初日の問診では、1 ヶ月程
自覚症状に悩まされていると回答していた。そ
の間に適切なサポートは受けていなかったた
め、脳振盪に対するリハビリテーションの介入
によって、サポートを開始してすぐに急激な自
覚症状の改善が見られたと考える。脳振盪は一
般的には 7-10 日で回復すると述べられている
が、2 週間以上遷延している場合は、リハビリ
テーション等のサポートが必要であることが
報告されている。本調査においてもその必要性
が示されたと考えるが、今後、対象を増やして
より詳細な検討を行うことが求められる。
　　

（3）脳振盪評価法の検証
　脳振盪は MRI や CT などの画像所見では異
常を認めないと定義されているが、近年、脳
機能障害に対する拡散テンソル画像（Diffusion 
Tensor Imaging：DTI）の可能性が示唆され
ており、脳振盪評価の指標となり得ることが考
えられる。本調査では、DTI を含めた様々な
評価法を用い、有用な指標となり得る方策を検
証している。
　先行研究において、DTI では脳振盪後症候
群に関係する病変、特に白質における損傷部位
や重症な症状に関連のある病変を描出できる
とされている。さらに中等度外傷性脳障害後
で脳振盪後症候群の悪化のリスクある選手の
予見に、DTI は予後ガイダンスになり得ると
考えられている。また、本調査では、DTI の
従来の評価方法（図 3）ではなく、外部協力者
である Prof.Le Bihan が発明した新しい Sindex
による評価方法（図 4）を採用しており、より
鋭敏に病変を捉えることができると考えてい
る。また、対象数は少ないが、DTI において
異変が疑われたケースも見られたため（図 5）、
より詳細に検討を行うことが求められる。ま
た、DTI が脳振盪後症候群の診断のみならず
脳振盪の治癒過程のモニタリングにより治療

２．女性アスリートの戦略的強化に向けた
調査研究

（1）背景・目的
　スポーツ活動中の脳振盪は女性アスリート
において男性アスリートよりも多く発生し、さ
らに、女性アスリートが脳振盪を受傷すると、
男性アスリートよりも重症化しやすく、回復ま
での期間は長期化することが報告されている。
そのため、長期化しやすい女性アスリートの離
脱期間を、適切なリハビリテーションやサポー
トによって短縮することは国際競技力向上に
直結する。しかし、我が国において女性アス
リートの脳振盪発生に関する実態は明らかに
なっていない。脳振盪は死亡事故にもつながる
危険な頭部外傷である。それゆえ、スポーツ現
場では脳振盪への対策を講じる必要があるが、
我が国で行われている脳振盪の研究は国際的
に見て乏しく、アスリートの健康被害から守る
意味でも、また、国際競技力向上を目指すため
にも早急に取り組むべき課題だと考える。これ
らの調査研究で得られた成果を現場にフィー
ドバックすることで、我が国の女性アスリート
の国際競技力向上に寄与することを目的とし
て、スポーツ庁からこの事業を受託した（2020-
2021 年度）。

（2）脳振盪からの回復
　脳振盪の回復期間に有酸素運動プログラム
や前庭系のリハビリテーションの早期介入に
より、回復期間が短縮できると考えられてい
る。しかし、我が国において脳振盪のリハビリ
テーションプログラムは存在していない。これ
らリハビリテーションの効果についても検討
し、我が国の女性アスリートに対するリハビリ
テーションプログラム作成は急務である。その
ため、本調査では女性アスリートへのリハビリ
テーションの介入効果について検証している。
リハビリテーションプログラムの調査研究に
関して、1 名（男性）のみ脳振盪を受傷したア
スリートのサポートを実施した。2020 年度は
男性アスリートのみの調査となったが、2021
年度以降に女性アスリートとの比較を行うた
め、調査対象とした。また、対象は脳振盪受傷
から約 1 か月が経過しているにも関わらず、脳
振盪から回復していないアスリートであった。
サポートに要した期間は 50 日間であり、その
うち診察は 2 回（期間中の初日と最終日）、経
過評価は 7 回（1 回 / 週）、リコンディショニ
ングは 22 回（3 回 / 週）、その他相談業務は 4
回であった。サポート期間中、SCAT5 の自覚
症状の評価のみ自身で毎日記録してもらった。
自覚症状の項目数や総合点数の推移を確認す
ると、サポートを開始して 1 週間程で急激な回

図 2　自覚症状の点数の推移（日）



や競技復帰の指標となる客観的な方法になり
得るかどうかについて、今後は他の所見　（理
学所見、認知テスト等）と比較しながら 2021
年度も評価を行う。

（4）今後の課題
　HPSC のメディカルセンターでは脳神経外科
医の外来診療を設けていないため、受傷後に外
部協力者の病院（脳神経外科）を受診させる必
要があり、公共交通機関等の利用も必要となっ
た。公共交通機関等を利用すると視覚情報が多
く入ってくるため、脳振盪受傷者の負担になる
ことが考えられている。そのため、本来であ
れば、そのような負担を制限させる必要があっ
た。そこで、2021 年度は、脳神経外科医に外
部協力者として定期的に HPSC 内での脳振盪
アスリートへの対応やスタッフへの指導を行
えるような体制を整えている。HPSC のメディ
カルセンターで脳振盪の診察体制を整えるこ
とによって、トップアスリートへの安全環境の
提供と、早期受診による競技力向上へ貢献でき
ると考える。
　さらに本調査を通して、我が国のアスリート
やアスリートを取り巻くスポーツ環境におい
て、脳振盪に対する知識や認識が乏しいこと
が見受けられた。そのため、以下の教育ツール

を作成した。作成した教育ツールは、各競技団
体への配信と HPSC のウェブサイト内への掲
載を検討しており、より多くの競技団体やアス
リートに活用してもらえるようにする。

（1）アスリート向けの脳振盪教育啓発動画
（2）アスリート向けの脳振盪教育クイズコンテ
ンツ

（3）チームスタッフ向けの脳振盪評価方法研修
動画

（5）まとめ
　2020 年 度 は COVID-19 の 影 響 に よ り、 全
ての調査において計画に沿った実施が困難で
あった。しかし、コロナ禍における調査体制の
構築や整理、教育コンテンツの作成が行えたた
め、2020 年度の取り組みにおける成果は十分
期待できると考える。調査研究については、引
き続き対象数を増やし、詳細な検討をしてい
く。

（文責　土肥　美智子）

３．その他
　国立大学法人東京大学に委託されている同
事業において、「RED-S（スポーツにおける相
対的なエネルギー不足）が生理機能へ与える影
響に関する検討と対策法の国際比較」として、
東京大学から再委託を受け研究を進めている。
　　

図 3　 DTI 従来の評価方法（正常例）

図 4　 DTI・Sindex の評価方法（正常例）
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図 5　脳振盪アスリートの DTI 画像



（2） スポーツインテリジェンスデータベース
　国際オリンピック委員会（以下「IOC」とい
う。）・国際パラリンピック委員会（以下「IPC」
という。）・国際競技団体（以下「IF」という。）
及び各国の統括団体に関係するオープン情報を、
日本語でデータベース化したスポーツインテリ
ジェンスデータベースを管理・運営している。国
内のスポーツ関係者を中心とした登録者は、海外
の最新動向を集めることが可能となっている。
　2020 年度は、565 件の情報を新規で追加し、
更新情報について登録者に対して、週 2 回の頻
度でメールによるアナウンスを行った。1,696
名が利用しており、13,363 件の閲覧があった。

（3）競技団体へ情報・分析結果の提供
　HPSC が実施する事業との連携などを通し、
情報や分析結果を 30 競技別、合計 50 名の強化
担当者に提供した。諸外国のコロナ禍における
強化活動の工夫について紹介した事例では、当
該情報を提供した 40 名のうちアンケートに回
答した 32 名の全員が強化活動の参考や意思決
定の判断材料になるとした他、11 名（34%）は
具体的に強化・育成に関する計画の立案に活用
するとした。

（文責　機能強化ユニットインテリジェンスグ
ループ及び事業推進課）　　　　　　
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1. 背景・目的
　HPSC は、スポーツ庁委託事業「ハイパフォー
マンススポーツセンターの基盤整備」を受託し
ており、ハイパフォーマンススポーツに関する
情報収集・分析、競技用具の機能向上のための
技術等の開発、アスリートのパフォーマンス
データ等の一元化等を戦略的に行う体制として
HPSC の機能を強化し、トップアスリートに対
するスポーツ医・科学、技術開発、情報などに
より、多面的で高度な支援及びその基盤となる
研究の充実を図っている。
　スポーツ・インテリジェンスでは、多様化・
複雑化するハイパフォーマンスに関する情報の
世界的な競争の中で、各国のメダル獲得戦略、
選手強化方法などのあらゆる情報を先行して収
集・分析する体制を整備し、その情報を競技団
体に提供し、競技団体が策定する強化戦略プラ
ン等に活用してもらうなどの取組を実施してい
る。

2. 実施概要
①諸外国のメダル獲得戦略、選手強化方法など
　のハイパフォーマンススポーツに関する情報提
　供
②統計解析のノウハウ等を用いた分析・評価結
　果の提供
③海外の関係機関等との連携の支援

　など、NF の強化戦略プランの作成・実行に
寄与する情報、機会を 30 競技種別へ提供した。

3. 活動事例
（1） COVID-19 に関連する世界のハイパフォー
マンススポーツの動向調査 
　オリンピック・パラリンピック競技大会
や強化活動を含め、大きな影響を及ぼした
COVID-19 のパンデミックに関連した世界の動
向について、包括的にまとめた報告書を作成し
た。報告書では、国際スポーツ統括機関の動向、
諸外国の状況や取組、プロフェッショナルス
ポーツの実施する感染予防対策などについて、
公開情報をもとに整理した。

スポーツ庁委託事業

写真 報告書のイメージ

図 アンケート結果：諸外国のコロナ禍における　　
　　強化活動の工夫を紹介した事例　　

 スポーツ・インテリジェンス及びアスリート・データの活用　6
（1）　スポーツ・インテリジェンス 



1. 背景・目的
　アスリート・データでは、2018 年に構築し
た競技者共通 ID 管理プラットフォームにより、
HPSC 内で保有する各種データを一元管理し、
競技団体や選手等のデータ利用の促進や、一元
管理したデータを競技団体へのサポートやス
ポーツ医・科学研究へ活用する取組を推進して
いる。

2. 実施概要
（１） システム利用の促進に係る取組
　システム運用も 3 年目に入り、具体的に以下
のような啓発活動を行い、利用を促した。
① アスリートを個別に支援している HPSC ス
　 タッフから利用アナウンス（随時）
② JISS 2F に新たにオープンしたコンディショ
　 ニングスペースにて、AthletesPort 活用促進
　 ポスターの掲示（図 1）と利用説明（随時）　
③「新型コロナウイルス（COVID-19）感染
　　症対策としてのスポーツ活動再開ガイドライ
　 ン（HPSC 版）」に、体調等のチェックとし
　 て「AthletesPort」で、毎日のコンディショ
　　ン（体重、体温、心拍数、睡眠時間、疲労感、
　 食欲、風邪などの症状（咳、鼻水、のどの痛
　 み、頭痛、悪寒）など）を記録することがで
　 きる旨を記載（2020 年 5 月 20 日）
④「ハイパフォーマンススポーツセンター　　
　（HPSC）再開時の感染防止策」に、日々
　 の体調及び行動を記録することについて、
　　「AthletesPort」の活用を推奨することを記
　 載（2020 年 5 月 22 日）

2021 年 3 月末現在、アスリートカードの発行枚
数 は 累 計 1,464 枚、2020 年 度 AthletesPort は
792 名のアスリートやスタッフが利用した。図
2 は AthletesPort の入力数の推移である。先の
③と④の取組により、2020 年 6 月から入力数が
急増した。

（2）アスリート・データの有効活用に係る取組
　2020 年度は、競技者共通 ID 管理プラット
フォームを整備する前から蓄積されていた長期
データの有効活用に係る取組を行った。
　医・科学支援事業として実施しているトップ
アスリートの形態測定及び体力測定の手法等を
まとめた「フィットネスチェックハンドブック」
の付録として、過去 20 年分の統計値等を掲載
した。［12 -（1）「その他事業（普及啓発活動）」
参照］
　また、医・科学研究事業の基盤研究にて、「日
本人トップアスリートの外傷・障害データの整
理と特徴の抽出」として、整形外科にまつわる、
過去 10 年分の「派遣前チェック」データ及び
過去 5 年分の「NF 要望チェック」及び「外来
診療」データを利用した研究を行った。［9 -（1）
- ③ -1「日本人トップアスリートの外傷・障害
データの整理と特徴の抽出～効率的なメディカ
ルチェックや外傷・障害予防を目指して～」参照］

（文責　機能強化ユニットアスリート・データ
　　　　グループ及び事業推進課）

図 1　AthletesPort 活用促進ポスター
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（2） アスリート・データ

図 2　AthletesPort の入力数（1Day ﾕﾆｰｸ / 月）
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表　2020 年度メディカルチェック内訳

 スポーツ診療事業　7
【2020 年度スポーツ診療事業の従事者構成】（カッコは非常勤人数）
医師：内科 3（7）名、整形外科 6（3）名、皮膚科（2）名、婦人科（2）名、心療内科（2）名、放射線科（1）名
歯科医師：（17）名、リハビリテーション：9（9）名、臨床検査技師：2（5）名、放射線技師：3（2）名、
薬剤師 2（3）名、看護師：4（6）名、歯科衛生士：1（6）名、事業推進課：13（2）名
合計：43（67 名）

　スポーツ診療事業はトップアスリートを対象として、主にメディカルチェックと外来診療を実施し
ている。また、2019 年よりコンディショニング課によるアスリートのサポートも開始した。

１．メディカルチェック
　アスリートのコンディションを診察や検査・測定などによって評価し、適切なアドバイスを提供す
ることを目的として、メディカルチェック（以下「MC」という。）を実施している。検査・測定では、
共通項目として①診察（内科、整形外科、歯科）、②臨床検査（血液、尿、心電図、胸部 X 線、視力、
必要に応じて心臓超音波）※ 2020 年度は COVID -19 対策のため呼吸機能検査は中止、③整形外科的
チェック（アライメント、関節弛緩性、タイトネス、必要に応じて単純 X 線撮影）を実施している。
　MC はおもにその主体組織別に、（1） 『NF 要望チェック』と (2) 『派遣前チェック』に分けており、
前者は JOC 及び JPC 加盟の NF に所属する競技者を対象とし、各 NF が要望するスケジュールと
チェック内容で実施され、後者は JOC が派遣業務を担うオリンピック競技大会、アジア競技大会、　
ワールドユニバーシティゲームズ（旧ユニバーシアード競技大会）等の派遣前に実施するものである。
この他、JOC エリートアカデミーに所属する選手に対しても年に 1 回の MC を実施している。
　2020 年度の MC の実施者数は、延べ 867 名（男子 428 名、女子 439 名）であり、2019 年度の延べ 1,677 
名（男子 866 名、女子 811 名）と比較すると半減したが、これは COVID-19 感染拡大に伴う様々な行
政的措置（実質的には MC は 2020 年 7 月 28 日から開始）や感染症対策として、1 日あたりの MC 実
施人数の上限を従来の 25 人 / 日から 15 人 / 日に変更したことも影響したと思われる。一方、2021 年
1 月 18 日より、MC の問診票（基本カルテ、フォローアップカルテ）は従来の MC 当日記入型の紙ベー
スの様式から、オンラインにて事前入力可能な web 問診形式に変更され、感染症対策としての 3 密回
避には有用であったと考えられる。

（1）NF 要望チェック
　2020 年度の NF 要望チェックの実施者数は、延べ 183 名（男子 100 名、女子 83 名）であった。実
施者数の内訳は、オリンピック夏季競技種目（JOC エリートアカデミー含む）が 115 名（男子 54 名、
女子 61 名）、冬季競技種目が 49 名（男子 33 名、女子 16 名）であった。
　また、パラリンピックの夏季競技種目は 11 名（男子 8 名、女子 3 名）、冬季競技は 8 名（男子 5 名、
女子 3 名）に実施した。

（2）派遣前チェック
　東京 2020 オリンピック派遣前 MC は 2019 年 11 月より開始し、COVID-19 感染拡大に伴い 2020 年
3 月 24 日の延期決定までの期間に 703 例実施した。その後、2020 年 3 月 30 日に延期大会の日程が決
定したことを受け、2020 年 12 月 18 日より改めてすべての代表候補選手を対象に 36 競技 684 例（男
子 328 例、女子 356 例）実施し、2021 年度は東京 2020 パラリンピック代表候補選手も加え、継続し
て実施予定である。

区分 男子 女子 計

派遣前チェック 328 356 684

NF 要望チェック
100
（13）

83
(6)

183
(19)

合計
428
（13）

439
(6)

867
（19）

※（　　）内の数は、全体数のうち、パラアスリートを対象として行ったもの



２．外来診療
　内科、整形外科（5日 /週）、歯科（ 4 日 / 週）、皮膚科（2日 /週）、婦人科（2日 /週）、心療内科（2

日 / 月）及びアスレティック・リハビリテーション（5 日/ 週）を開設して実施している。さらに

心理カウンセリングを 2 日 / 週、栄養相談を医師からの指示があった場合に随時行っている。診

療は、外来のみの予約制の自由診療で、保険診療は行わないが、料金は原則として保険診療点数

に基づいて算出し、保険診療と同様に 3 割相当額を徴収している。

　2020 年度の延べ受診件数は 8,375 件（2019 年度は 15,819 件）であった。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

件数 230 34 353 734 750 877 1,068 1,008 877 769 712 963 8,375

区分 JOC	強化指定選手 NF	強化対象選手 JPC	強化指定選手 その他 合計

受診者数 5,431 2,193 465 286 8,375

割合（％） 64.8 26.2 5.6 3.4 100

診療部門 受診件数 診療部門 受診件数

内科 1,347　 栄養 23　

整形外科 2,204　 心療内科 16　

歯科 809　 心理 195　

婦人科 461　 リハビリ 2,938　

皮膚科 382　 合計 8,375

（1）月別受診件数（述べ件数）

（2）対象者別受診者数（述べ件数）

（3）診療部門別受診件数（述べ件数）

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

その他	:	コーチ・スタッフ等	JISS	の認めた者。

検査 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

検体検査 612 1,734 86 2,432

生理検査 　90　 937 　18 1,045

（4） 検査部門の実績
①臨床検査部門月別件数（延べ件数） （単位：件）

（単位：件）

モダリティ 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

MRI 1,034 410 77 1,521

一般撮影 　478 　844　　 　0 1,322

CT/	断層 　91 　0 　0 　 91

骨塩定量 　102 　0 35 　137

※検体検査	:	血液検査、尿検査等
※生理検査	:	心電図、運動負荷心電図、呼吸機能検査、超音波検査等

②画像検査部門モダリティ別件数（延べ件数）
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（5）薬剤部門月別件数（延べ件数）

（単位：件）

（単位：件）

頭頚部 肩甲帯 上腕・肘関節 前腕・手指 胸・背・腹部 腰仙部

64　 90　 32　 40　 28　 148　

骨盤・股関節 大腿 膝関節 下腿 足関節 足・趾

88　 104　 187　 43　 133　 77　

③	MRI	の部位別件数	

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

処方数 62　 11　 93　 148　 138　 153　 170　 178　 174　 179　 203　 309　 1,818　

競技・種目 種目別
合計

競技別
合計 競技・種目 種目別

合計
競技別
合計

フェンシング 422 422 バドミントン 50 50

陸上 252 252 空手道 50 50

レスリング
フリースタイル 196

246
ハンドボール 47 47

グレコローマン　 50 セパタクロー 36 36

スキー

アルペン 30

228

スケート
スピードスケート 0

31クロスカントリー 0 フィギュア 27
ジャンプ 0 ショートトラック 4

ノルディック複合 0 ラグビー 30 30

スノーボード 58
バレー

バレーボール 24
24

フリースタイル 140 ビーチバレー 0
卓球 174 174 ボート 24 24
柔道 174 174 ライフル射撃 21 21

水泳

競泳 95

149

アーチェリー 20 20
オープンウォーター 39 山岳（スポーツクライミング） 12 12

飛込 4 アイスホッケー 8 8
水泳 11

自転車

トラック 0

8
アーティスティック 0 個人ロードレース 0

テコンドー 130 130 マウンテンバイク 0
ウエイトリフティング 103 103 BMX 8

テニス 90 90 カヌー 6 6
バスケットボール 87 87 ソフトボール 4 4

サッカー
サッカー 74

76
ゴルフ 4 4

フットサル 0 トライアスロン 3 3
ビーチサッカー 2 ボクシング 2 2

ホッケー 73 73 ソフトテニス 2 2
セーリング 72 72 バラNF 221 221

体操

体操競技 8

59 合計 2,938 2,938
新体操 3

エアロビクス 0
トランポリン 48

※その他に遠征用準備品を延べ 155 件供給した。

（6）アスリートリハビリテーション競技・種目別利用状況（延べ件数）　

HPG（ハイパフォーマンス・ジム）との連携件数は、2020 年度は	438 件（2019 年度：1,224 件）であった。
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３．緊急事態宣言解除後の段階的トレーニング再開プログラムの実施
　COVID-19 感染拡大に伴い、2020 年 4 月 7 日に 7 都道府県を対象に、4 月 16 日に全国を対象に緊急
事態宣言が発出され、経済活動のみならず、多くの社会活動の制限を余儀なくされた。アスリートに
おいてもトレーニング環境が奪われることとなり、HPSC では自粛期間中から感染拡大の抑制による
トレーニング再開に向けてアスリートが実施可能なトレーニングについてのアドバイスと感染症対策
を踏まえたトレーニング再開ガイドラインの作成を各競技団体に提案した。これを踏まえ、2020 年 5
月 28 日から 7 月 13 日までの間、HPSC における段階的なトレーニング再開のプログラムを実践した。
トレーンニング再開に先立ち、MC、体組成計測、心理・栄養・フィジカルチェックを行ったのち、ア
スリートの要望をヒアリングしながらトレーニング指導を実施した。本プログラムは、公共の交通機
関を利用せずに HPSC に来館できる者とし、9 競技 83 名（男性 35 名、女性 48 名）を対象に実施した。

４．メディカルセンター部会
　2020 年度は 12 回開催し、スポーツ診療事業、MC 等に関する運用方法の検討及び HPSC 感染症特
別対策プロジェクトと協同して HPSC 施設内の防疫体制への支援内容の検討を行った。特に 2020 年度
は COVID-19 感染対策として MC の 1 日あたりの対応人数を絞り、チェック時にも三密を回避した受
診者の流れを検討する必要があった。2020 年 10 月からは COVID-19 に対する HPSC 内検査が開始され、
分析を含む検査要員の支援を行った（Ⅵ章参照）。東京 2020 大会期間中の体制整備については、準備期、
大会直前期、オリンピック期間中、パラリンピック直前期、パラリンピック大会期間中に分け、クリ
ニック診療及びコンディショニング課の各サポート体制を準備した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．コンディショニング課におけるサポート
　コンディショニング課では、以下の 2 つのサポートプログラムを実施している。
① TCSP（Total Conditioning Support Program/ 略称：トーコンサポート）
　外傷や障害、あるいは何らかの疾病によってリハビリテーションが必要となったアスリートに対し
て、トレーニング環境や競技現場に復帰する過程で複数分野（リハビリ、栄養、心理、ハイパフォー
マンスジム、トレーニング体育館）から総合的なスポーツ医科学支援を実施することで、復帰までの
期間短縮のみでなく、復帰後の競技力を受傷前のレベル以上に向上させることを目指す。
② CCSP（Combined Conditioning Support Program）
　従来 JISS で行っていた各分野によるサポートにおいても、積極的に複合的な連携サポートとして実
施していくことで一層のサポート効果を引き出すことを目的とする。

　2020 年度は各コンディショニングサポートの具体的な課題抽出を目的として事業を展開した。 
TCSP の内訳は 38（男性 17、女性 21）名であり、対象者について毎週症例検討会を実施し、進捗と
課題を共有して各分野でのサポートに活かした。 CCSP の内訳は 311（男性 144、女性 167）名であった。

６．連携事業
　連携事業は、JOC 及び NF のメディカルスタッフや競技現場と連携して、国内外での競技大会等へ
ドクターやトレーナー等を派遣したり、NF のメディカルスタッフとの会議を開催したりして連携を
図るものである。2020 年度はコロナ禍の影響もあり、国際総合競技大会の延期により、ドクターやト
レーナーの派遣はなかった。国際会議等の出席はドクター 1 名（計 6 回）で、アジアサッカー連盟医
学委員会、国際サッカー連盟医学委員会、国際スポーツ医学連盟科学委員会、IOC 委員会などであった。　　　　　　　　　　　　　　　

（文責　中嶋　耕平）
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　 男性 女性 合計

TCSP 17 21 38

CCSP 144 167 311
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1. 背景・目的
　本事業は、HPSC における心理サポートの取
組を一層推進することを目指し、次の３点の成
果目標を設定し、実施した。
① HPSC における心理サポートのさらなる推進
② HPSC における心理サポートの重要性や有効
性の普及・啓発
③ HPSC における心理サポートに関する人材の
育成

２．実施概要
　成果目標を達成するために実施した事項
①有識者会議
　スポーツ心理学を専門とする外部有識者の先
生方の協力を得て５回の会議を実施し、意見・
アドバイスをいただいた。
②リファーマップ体制の構築
　トップアスリートが、HPSC 以外の全国各地
で心理サポートを受けられるようにするため
に、JISS の OB/OG を中心としたリファーマッ
プを作成した。
③オンラインを活用した心理サポートの構築
　「新しい生活様式」に沿ったオンラインサポ
ートに関する調査・情報を収集するために、オ
ンラインサポートの専門家による研修を受け
た。オンラインサポートガイドラインの内容に
関する指針を得ることができた。
④アスリートの心理サポートの専門家への
WEB によるアンケート調査
　日本スポーツ心理学会の協力を得て、日本ス
ポーツ心理学会認定「スポーツメンタルトレー
ニング指導士」を保有している専門家を対象に、
心理サポートに関する実態調査を WEB（アン
ケート）で実施した。
⑤アスリートの心理サポートの専門家へのイン
タビュー調査
　JISS の OB/OG を対象に、個別サポート及び
チームサポートについてのインタビュー調査を
実施した。また、パラリンピックアスリートの
心理サポートを行っている専門家にもインタビ

ュー調査を実施した。
⑥海外研究者・実践家の情報収集
　国際応用スポーツ心理学会（AASP）に参加（オ
ンライン）し、アスリートの心理サポートに関
する知見を収集した。
⑦研修（説明）会の実施
　JISS の OB/OG を対象に、本事業で作成した

「メンタルトレーニング講習会の資料」と「個
別/チームサポートのガイドライン」を用いて
研修（説明）会を実施した。

３．まとめ
　２．①～⑦の活動を通して、「メンタルトレ
ーニング講習会の資料」と「心理サポート（個
別・集団・オンラインサポート）のガイドライン」
を作成した。これらの資料は、日本のアスリー
トの心理サポートを行う方々にとって非常に有
効なものであり、アスリートやチームの最高の
パフォーマンスの発揮に貢献できるものと思わ
れる。
　本事業では、メンバー一人ひとりが精力的に
活動し、全員で協働し実施した。本事業の活動
を通して、これまで JISS で行ってきた心理サポ
ートを整理することができた。今後も、心理サ
ポート活動を精力的に行い、より良いものを現
場に提供していきたいと思っている。

（文責　立谷　泰久） 

代表者　　　立谷泰久（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　佐々木丈予（スポーツ研究部）、福井邦宗、江田香織、實宝希祥、浅野友之、
　　　　　　栗林千聡、千葉陽子、榎本恭介（以上、スポーツメディカルセンター）
　　　　　　遠藤拓哉、谷内花恵、阿部成雄（以上、ハイパフォーマンス・サポート事業）
　　　　　　山下修平（ハイパフォーマンス戦略部、スポーツ研究部）、清水和弘（スポーツ研究部）、衣笠泰介
　　　　　　（ハイパフォーマンス戦略部）
外部有識者　土屋裕睦（大阪体育大学）、関矢寛史（広島大学）、武田大輔（東海大学）、
　　　　　　山口達也（慶応大学）、村山孝之（金沢大学）、荒井弘和（法政大学）
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1. 背景・目的
　スポーツ医・科学研究事業は、スポーツ科学・
医学・情報の各機能が統合した JISS の特長を生
かし、必要に応じて NF スタッフや国内外の研
究者・研究機関と連携しながら、国際競技力向
上のために有用となる知見や方策を生み出すた
めの調査・研究・開発を行うことを目的として
いる。
　研究の種類としては、各競技種目特有の課題
や問題点を抽出し、競技力向上に直接的かつ即
時的に貢献する研究であり、支援事業と密接に
連携した「競技研究」、主に各オリンピック・
パラリンピックで想定される問題の解決を目
的として特別プロジェクトチームを編成して課
題解決に臨む「特別プロジェクト研究」、競技
力向上及び支援活動で必要となるエビデンスを
創出・蓄積するための研究を行う「基盤研究」、
トレーニング支援及びパフォーマンス評価のた
めのシステム・用具・測定機器等の開発を行う

「開発」、将来的に競技研究・特別 PJ 研究・基
盤研究につながる小規模な萌芽的研究を行う

「課題研究」の 5 つにより構成される。
　「競技研究」は、NF からの要望を考慮しつつ 
JISS 研究員からの提案により企画・実施してお
り、2020 年度は 8 件の研究テーマを採用した。

「特別プロジェクト研究」は、東京 2020 大会特
別対策プロジェクトとして 2 件実施した。「基
盤研究」は、競技力向上及び支援活動で必要と
なるエビデンスを創出することと同時にスポー
ツ医・科学に関する最先端の知見を創出するこ
とも目的としており、2020 年度は 8 件実施した。
また、「開発」は 2 件実施した。一方 JISS では、
外部研究資金である「学術研究助成基金助成金
/ 科学研究費補助金」や「民間団体研究助成金」
を積極的に獲得するように努めている。さらに、
JISS 単独で実施するよりも時間的・経済的に有
利であり、優れた研究成果が期待されるテーマ
に関して外部団体と共同で研究を推進する「共
同研究」や「受託研究」も実施している。

（文責　星川　雅子） 

研究の種類 研究テーマ 研究代表者

競技研究

バドミントン競技特異的テストを用いた乳酸カーブテストの確立 尾崎　宏樹
バドミントンの新シャトルの特性が選手のパフォーマンスに及ぼす影響 尾崎　宏樹
リハビリテーション期のトップアスリートの栄養状態の実態調査 亀井　明子
東京 2020 オリンピック・パラリンピック代表選手および候補選手の食生活調査 亀井　明子

日本人パラアスリートにおける基礎代謝量データの蓄積と推定式の検討 袴田　智子

Fiber	Bragg	Grating 法を用いたスキー板およびスノーボードのたわみ量の計測 石毛　勇介
シットスキーにおけるクラス分けテスト妥当性の検討 石毛　勇介
スピードスケート長距離模擬レース中の滑走動作と発揮パワーの変化 横澤　俊治

特別プロジェクト
研究

東京 2020 大会での実力発揮に向けた心理講習会の展開 立谷　泰久
暑熱対策に関する研究 中村　真理子

基盤研究

日本人トップアスリートの外傷・障害データの整理と特徴の抽出
～効率的なメディカルチェックや外傷・障害予防を目指して～ 奥脇　透

競技パフォーマンス及びトレーニング効果に影響する遺伝情報活用に関する研究
－ LEGACY2020 プロジェクト－ 大岩　奈青

アスリートにおけるコンディションの評価システムの構築と新規手法の開発に関する研究 星川　雅子
バイオメカニクス関連機器およびシステムの精度と適用範囲の検証 横澤　俊治
高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究 鈴木　康弘
オリンピック・パラリンピックスポーツにおけるアスリート・ウェルビーイングの実態調査 衣笠　奏介
測定の信頼性の定量化および信頼性を向上させる測定方法に関する研究 松林　武生
粒子画像流速測定法による競技用低抵抗ウエア表面の流体挙動の可視化 山辺　芳

開発
機械学習を用いた半自動画像解析システムの活用のためのシステム構築 尾崎　宏樹

シットスキー用ビンディングプレートの開発 石毛　勇介

（1）国際競技力向上に資する研究の推進

 スポーツ医・科学研究事業・技術開発9
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1. 背景・目的
　JISS がバドミントン日本代表選手に対して提供す
る科学的支援では、トレッドミル上での乳酸カーブ
テストにより有酸素性能力を評価している。これら
の結果は、必ずしも競技レベルを反映しない。例え
ば、2018 年度に実施された乳酸カーブテストの結果
は、A 代表と B 代表の選手の間に統計学的に有意な
差がみられなかった。すなわち、トレッドミル上で
のランニングによる乳酸カーブテストは、バドミン
トン競技に必要な有酸素性能力を評価できていない
可能性がある。
　バドミントンには、左右非対称なランジ動作（ラ
ケットを把持している側の脚を前方へ踏み出す）を
試合中に数百回繰り返すという競技特性があり、こ
の要素を含んだ有酸素性能力テストを確立すること
により、競技特性を反映した有酸素性能力を評価で
きる可能性がある。そこで本研究の目的は、バドミ
ントンコートを使用して実施するバドミントン競技
特異的乳酸カーブテストを確立し、その結果が競技
レベルを反映しているか否かについて検討すること
とした。なお、2020 年度は、血中乳酸濃度測定の見
直しと感染症拡大の影響により、十分なサンプル数
での検証ができなかった。したがって、予備実験の
結果について報告する。

2. 方法
（1）対象選手
　被験者は、過去にバドミントンを専門競技として
実施していた女子 1 名（31 歳）であった。被験者は、
現在競技者としてバドミントンを実施していない
が、日常的にバドミントンの練習及び練習のサポー
トを行っているため、比較的活動的であった。

（2）方法
　特製の光電管システム（株式会社フォーアシスト）
をバドミントンのコート上の右前、左前、右後、左
後に設置した。被験者から見て相手側のコート中央
のネット側に方向指示器を設置した。1 セットにお
いて 4 つの方向指示が出され、順番はランダムとし
た。被験者は、指示が出た方向の光電管を利き腕側
の手で可能な限り速く切った。20 秒間の休息を挟み
ながら 8 セット実施し、これを 1 ステージとした。
光電管を切ってから次の指示が出るまでの時間（以
下、指示時間）を短くすることで負荷を漸増した。
指示時間の設定は以下に示すとおりであった。第 1
ステージ：2.0 秒、第 2 ステージ：1.5 秒、第 3 ステー

ジ：1.0 秒。ステージ間の休息は 60 秒間とし、この
間に指尖から微量の血液を採取し、ラクテートプロ
2（アークレイ株式会社）により血中乳酸濃度を測
定した。また、被験者の主観的運動強度を記録した。
運動中には、心拍計（Polar Electro Oy）を用いて
心拍数を測定した。

3. 結果と解釈
　各ステージ（1 ～ 3）の 4 方向への反応速度は以
下に示すとおりであった。右前：1.78 秒→ 1.76 秒
→ 1.70 秒、左前：1.89 秒→ 1.74 秒→ 1.65 秒、右後：2.09
秒→2.01秒→1.95秒、左後：2.09秒→1.99秒→1.87秒。
被験者には可能な限り速く反応するように教示した
が、指示時間が長いステージでは反応時間も長くな
ることが示されたため、本実験では教示を徹底する
ことが求められる。
　各ステージにおける心拍数と血中乳酸濃度を下図
に示した。いずれの測定値も負荷の漸増に伴い増加
した。主観的運動強度は、13 → 14 → 13 と変化した。
ランニングでの乳酸カーブテストでは、4 mmol/L
を超えるような速度での走行後の RPE は 17 程度（か
なりきつい）を示すことが多いことから、バドミン
トン競技では選手の主観と生理学的指標が必ずしも
一致しない可能性が考えられ、興味深い点であった。

4. 今後の予定
　今後は、国内大学生トップレベルの選手 20 名程
度を対象にバドミントン競技特異的乳酸カーブテス
トを実施する。また、それに併せてランニングでの
乳酸カーブテストも実施し、どちらのテストの結果
が競技レベルと関係が強いかについて検討する予定
である。

（文責　安藤　良介）

❶　競技研究

 1.　バドミントン競技特異的テストを用いた乳酸カーブテストの確立

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　安藤良介（スポーツ研究部）、亀田麻依（スポーツ科学部）
外部協力者　星川佳広（日本女子体育大学）、飯塚太郎（日本バドミントン協会）、吹田真士（筑波大学）

図　バドミントン競技特異的テスト中の心拍数　
　 と血中乳酸濃度
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1. 背景・目的
　2019 年に世界バドミントン連盟は、2021 年か
らすべてのカテゴリの世界バドミントン連盟認
定国際大会において、人工素材で製造された羽
を用いたシャトルコック（人工シャトル）の使
用を認める決定を行った。東京 2020 大会以降、
バドミントンの国際大会において人工シャトル
の使用が本格化することが予想される。一方で、
人工シャトルの空力特性がバドミントン選手に
及ぼす影響は不明である。そこで本研究では、
既に市場で入手可能な人工シャトルの空力特性
を従来のものと比較し、人工シャトルの空力特
性を確認することを目的とした。

2. 方法
　本研究では、従来の天然シャトルと人工シャ
トルの空力特性を比較するための風洞実験と、
バドミントン選手を被験者とした実打実験を予
定していたが、COVID-19 対策のため、後者は実
施できなかった。
　ここでは風洞実験の結果を報告する。

（1）試料
　風洞実験では、ヨネックス社製天然シャトル

（Yonex_Fe）、ミズノ社製天然シャトル（Mizuno_
Fe）及びミズノ社製人工シャトル（Mizuno_Sy）
の 3 種類のシャトルを試料とした。表に、風洞
実験に用いた、ランダムに選ばれた各シャトル
１つの重さ及びスカート（シャトルの羽根先端
部）の直径を示す。

（2）方法
　風洞実験は、筑波大学スポーツ流体工学実験
棟の回流型低速低乱風洞装置（株式会社サンテ
クノロジー社製、日本：最大風速 55m/s、測定
部 1.5m × 1.5m）を用いた。試料にかかる力は六
分力計（MC-61256、日章電機株式会社製、日本）
で計測した。シャトルと六分力計は特製の治具
にて固定し、シャトルコックが風洞装置測定部
の正面に位置するよう設置した。風速を 5m/s か
ら 55m/s まで、5m/s 刻みで高め、各風速で各シャ

トルにかかる抗力を測定した。各シャトルとも
2 度測定し、測定結果にばらつきがあった場合、
3 度目の測定を行うこととした。

3. 結果と考察
　今回の測定では、いずれの試料とも、１回目
と２回目の測定値に大きなばらつきがなかった
ため、２度の測定値から考察する。図に風速の
変化による抗力の変化を示す。凡例の数字は試
技回を示す。風速を段階的に高めると、風速に
比例してシャトルに加わる抗力が大きくなった。
25m/s まではすべてのシャトルで大きな差は見
られなかった。30m/s 以降、Mizuno_Sy が他に
比べて低い傾向を示し、その傾向は風速が高ま
るにつれて増した。天然シャトル間では大きな
差は見られなかった。このことから、人工シャ
トルは、高速度域で、天然シャトルに比べて飛
距離が「伸びる」可能性がある。一方で、人工シャ
トルの重さは天然シャトルに比べて 0.1g 程度重
いため、上記の「伸び」を打ち消す可能性が考
えられる。ただし、本研究では、人工シャトル
の空力特性を一般化するには至っていないため、
現場への応用は慎重に行う必要がある。

4. 今後の予定
　今後は、実打実験の結果とも比較し、人工シャ
トルと天然シャトルの空力特性の違いが、バド
ミントン選手のスイング動作にどのような影響
を及ぼすか検討する。

（文責　尾崎　宏樹）

表 試料の種類、重さ、スカートの直径

図　風速による抗力の変化

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　安藤良介（スポーツ研究部）、亀田麻依（スポーツ科学部）
外部分担者　浅井武、洪性賛（以上、筑波大学）、Dr.Lee Marcus、Ms.Goh Wan Xiu ( 以上、Singapore 
　　　　　　 Sport Institute)
外部協力者　飯塚太郎（日本バドミントン協会）

2.　バドミントンの新シャトルの特性が選手のパフォーマンスに及ぼす影響
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1. 背景・目的
　アスリートが外傷や障害を負うと、日常的な
練習が制限され、運動量や運動強度の低下によ
る筋委縮や体重及び体脂肪の増加などの身体的
変化が起こる。さらに、アスリートにとって外
傷・障害からできるだけ早く競技復帰すること
は、重要な試合でベストパフォーマンスを発揮
する上で非常に重要である。外傷・障害からの
復帰速度に貢献する要因の一つに栄養摂取が挙
げられる。
　栄養サポートを行う際には、初めに栄養アセ
スメントを行う。一般的な栄養アセスメントは、
身体組成、栄養素摂取状況のほか、血液検査や
尿検査による栄養状態の把握、骨密度測定など
がある。これらの栄養アセスメントに基づいて、
栄養補給計画、行動計画を立てて栄養教育を行
う。しかし、現在、リハビリテーション期のア
スリートに対する適切な栄養アセスメント項目
については明らかになっていない。
　2019 年度、長期に JISS に滞在してリハビリテー
ションを行う 8 名のアスリートの栄養状態を調査
した結果、全ての選手の血中ビタミン D 濃度が、
目安である 30 ng/mL を下回っていた。本研究は、
リハビリテーションのために来館するアスリート
の栄養状態をさらに調査し、外傷・障害別の特徴
を事例的に検討することを目的とした。

２．実施概要
（1） 対象
　JISS のアスリートリハビリテーションを利用
するトップアスリート 6 名（男性 2 名、女性 4 名）
を対象とした。館内にポスターを掲示し、参加
選手を募集した。参加した選手の競技種目は、
テニス、陸上競技（競歩、七種競技）、バスケッ
トボール、ホッケーだった。

（2） 調査項目
①身長、体重：自動身長体重計（DC-250,TANITA）
にて測定した。
② 身 体 組 成： 生 体 電 気 イ ン ピ ー ダ ン ス 法

（InBody730）にて測定した。
③血液検査：末消血液一般、鉄栄養状態、たん
ぱく質栄養状態、脂質栄養状態、骨代謝マーカー、
ビタミン、ミネラル、肝機能マーカー、腎機能マー
カーなどの分析を外部の検査会社に依頼した。
④尿検査：一般定性、ビタミン、ミネラル、ク
レアチニン及び尿素窒素排泄量の分析を外部の
検査会社に依頼した。

⑤骨密度：二重エネルギー X 線吸収法（QDR4500, 
Discovery A, Hologic 社）を用いて測定した。
⑤安静時代謝量：ダグラスバッグ法にて測定し、
呼気を質量分析計（ARCO-2000）で測定した。
⑥エネルギー及び栄養素摂取量：食物摂取頻度
調査（エクセル栄養君 FFQgver.8.0）で推定した。
⑦エネルギー消費量：活動記録から METs を推
定し、各活動及び一日のエネルギー消費量を算
出した。
集計結果は平均値±標準偏差で報告する。

（3）結果及び考察
　参加した 6 名のアスリートのうち、前十字靭
帯損傷等の下肢術後の者が 4 名と最も多く、下
肢保存療法と体幹の外傷が各 1 名ずつだった。
　2019 年度実施した長期滞在型リハビリテー
ション利用者 8 名（男性 2 名、女性 6 名）を対
象に実施した研究結果を併せて、データを解析
した。血中ビタミン D 濃度は、下肢術後の選手（7
名）で平均 25.5 ± 12.5 ng/mL、下肢保存療法の
選手（4 名）で 22.9 ± 10.6 ng/mL、上肢及び体
幹の外傷選手（3 名）で 26.6 ± 2.7 ng/mL であり、
外傷や障害の種類による違いはみられなかった。
一方、競技種目別に屋外競技（10 名）と屋内競
技（4 名）に分けて解析すると、屋内競技選手の
ほうが屋外競技選手よりも血中ビタミン D 濃度
が低い傾向があった（図）。食事からのビタミン
D 摂取量も影響するため詳細な検討が必要であ
るが、特に屋内競技選手では血中ビタミン D 濃
度が低値になりやすい可能性がある。
　現在、外傷・障害に関連する栄養学的特徴を
さらに詳細に分析している。

（文責　近藤　衣美、亀井　明子）

研究代表者　亀井明子（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　近藤衣美、高井恵理、安田純、奥脇透、中嶋耕平、半谷美夏、蒲原一之、土肥美智子、高橋佐江子、
　　　　　　鈴木章、高嶋直美（以上、スポーツメディカルセンター）元永恵子（スポーツ研究部）
外部協力者　吉野昌恵（山梨学院大学）、石橋彩（日本学術振興会）

3.　リハビリテーション期のトップアスリートの栄養状態の実態調査

図　競技環境別の血中ビタミン D 濃度バーは平均値、黒点
　　は各選手の数値を示す
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　　の原疾患
➢　 内科の問診項目：食物アレルギー、飲酒習慣、
　　食欲、食事の栄養バランス、便通、睡眠、　
　　競技成績の自己評価
➢　 通常練習期の食習慣
➢　　スポーツ特有の食知識（補食について）、食
　　習慣（水分補給、サプリメント使用）及び
　　栄養サポート歴
➢　　サプリメントを使用していない理由
➢　　サプリメント使用の際のドーピングの意識
➢　　1 年以内に使用した全てのサプリメントの　
　　成分名、使用理由、使用場面、入手方法、　
　　アンチ・ドーピング認証取得の確認の有無、
　　体調不良の経験の有無
➢　　サプリメント使用前の医師及び栄養士によ
　　る栄養評価の有無
➢　　サプリメント使用時の意識について：食事
　　改善の検討、成分の効果の確認、薬との相
　　互作用の確認、世界ドーピング機構禁止物
　　質の混入の確認
➢　　サプリメント使用の情報源

3. まとめ
　2020 年度はオリンピック選手 482 名（2021
年 3 月 4 日現在）の調査が完了している。東京
2020 オリンピック競技大会派遣前メディカル
チェックは、2021 年度も継続実施予定である。
パラリンピック選手の調査は、COVID-19 の感染
状況を確認しながら公益財団法人日本障がい者
スポーツ協会関係者等と実施時期を検討してい
る。2021 年度はオリンピック選手約 500 名、パ
ラリンピック選手約 300 名の調査を実施予定で
ある。調査完了後、統計解析を用いオリンピッ
ク及びパラリンピック代表及び候補選手の食生
活（食習慣、食意識、サプリメント使用状況）
についてサブカテゴリー解析（男女別、年齢区
分別、競技種目別等）含め詳細に検討する予定
である。

（文責　安田　純、近藤　衣美、亀井　明子）

1. 背景・目的
　アスリートが健康的に競技力を向上させるた
め日々練習に励むには、練習・試合のスケジュー
ルや運動量に合わせた適切なエネルギーや栄養
素摂取が欠かせない。そのため、アスリートの
食事摂取状況を評価し過不足を確認することは、
その後の対策を検討するために有益である。
　オリンピック及びパラリンピックを目指す
トップアスリートの食行動は、アスリート本人
の意思のみでなく、環境要因（競技団体やスポ
ンサー、サポートスタッフ、家族など）の影響
を受けることもあり、トップアスリート特有の
環境である。したがって、オリンピック及びパ
ラリンピックの代表及び候補選手の食を取り巻
く状況を把握することは、今後の栄養サポート
の方策を検討する上で重要な情報となる。
　そこで本研究は、東京 2020 大会代表及び候補
選手の食生活（食習慣、食意識、サプリメント
使用状況）について調査する。取得したデータ
を用いサブカテゴリー解析（男女別、年齢区分別、
競技大会別［オリンピック及びパラリンピック］、
競技種目別等）を実施し、各サブカテゴリ―の
特徴を見出す。さらに、栄養サポート経験の有
無や飲酒習慣、睡眠状況、競技成績の自己評価
と食生活との関連を明らかにする。

2. 実施概要
（1）対象者
　東京 2020 オリンピック競技大会派遣前メディ
カルチェック対象者（オリンピック選手）男女
約 1000 名、東京 2020 パラリンピック競技大会
代表及び候補選手（パラリンピック選手）男女
約 300 名を対象とする。
　ただし知的障がい者は、JISS において選手の
人権に配慮した研究同意の取得方法がまだ確立
していないため、本調査の対象としていない。

（2）調査項目
➢　基本情報：氏名、性別、競技種目、年齢、身
　　長、体重、日常生活の移動手段（パラリンピッ
　　ク選手のみ）、競技での移動手段（パラリン
　　ピック選手のみ）、服薬、1 週間の練習時間
➢　障がい状況（パラリンピック選手のみ）：障
　　がい名、受傷年、障がい発生状況、主障がい

4.　東京 2020 オリンピック・パラリンピック代表選手および候補選手の食生活調査

研究代表者　亀井明子（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　近藤衣美、高井恵理、安田純、中嶋耕平、蒲原一之、半谷美夏、上東悦子（以上、スポーツメディ
　　　　　　カルセンター）、元永恵子（スポーツ研究部）、袴田智子（スポーツ科学部）
外部協力者　陶山哲夫、草野修輔（以上、東京保健医療専門職大学）、緒方徹（国立障害者リハビリテーションセ
　　　　　　ンター）、石橋彩（日本学術振興会）、吉野昌恵（山梨学院大学）、吉﨑貴大（東洋大学）



排尿後に仰臥位姿勢で BMR 測定を行った。体組
成測定は二重エネルギー X 線吸収法（DXA）に
て行った。

（3）結果及び考察
　対象者の BMR と、体重及び除脂肪量の関連
を検討した。その結果、今回の対象者では体重

（r=0.81）よりも除脂肪量（r=0.92）の方が BMR
との相関が高い可能性が考えられた。今後は、
他の測定項目の結果及び各種体組成測定方法に
ついての考察と、2019 年度実施した 5 名の測定
値及びこれまで実施してきた脊髄損傷のあるア
スリートを対象としたデータも含めて BMR の推
定式に関する検討を行う。

（文責　元永　恵子）
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図　BMR と体重（上段）及び除脂肪量（下段）の相関　　
　 バーは平均値、黒点は各選手の数値を示す

1. 背景・目的
　パラアスリートでは、栄養サポート計画立案
に必要な総エネルギー消費量を推定するための
エビデンスや裏付けとなる測定方法がほとんど
なく、障がい種別による検証が難しい。
　我々は 2019 年度、肢体不自由のパラアスリー
トの基礎代謝量（BMR）を横断的に測定し、障
がい種別による傾向について検討した。その結
果、脊髄損傷だけでなく、四肢欠損のアスリー
トにおいて健常者よりも BMR が低値だった。肢
体不自由のあるアスリートはその障がい種別が
多岐にわたり、エネルギー必要量の推定に健常
者と同じ推定式を活用できない可能性があるこ
とが考えられた。
　そこで本研究では、HPSC を利用する様々な肢
体不自由のあるパラアスリートを対象に、BMR
及び安静時代謝量測定を実施した。さらに血液
生化学検査による代謝性疾患の有無の確認と
BMR に影響を及ぼす体重及び体組成測定を実施
し、体重及び除脂肪量との関連を検討した。

2. 実施概要
（1） 対象者
　2020 年度は、HPSC を利用するパラアスリー
ト 7 名の協力を得た。対象者の内訳として、男
性 4 名 / 女性 3 名、日常生活で立位 3 名 / 車い
す利用 4 名であった。障がいは、片上肢欠損 2 名、
両下肢欠損 1 名、脊髄損傷を含む両下肢機能障
がい 2 名、股関節機能障がい 1 名、四肢関節機
能障がい 1 名であった。体内に金属のある者は 1
名のみであった。平均年齢は 40 ± 8 歳、競技歴
は 14 ± 10 年で、先天性の者は 2 名であった。

（2） 研究プロトコル
　BMR 測定の正確度を確認するため、絶食時間
が 3 時間以上で BMR の約 1.1 倍とされる安静時
代謝量 REE と 10 時間以上の絶食後に測定する
BMR の両方を測定した。
　対象者は、1 日目の夕方に食後 3 時間以上経過
した状態で来館し、仰臥位姿勢で安静を保った
後にダグラスバッグにより REE 測定を行った。
その後、夕食を摂取し、以後就寝までは水以外
は絶飲絶食とした。また、起床までに 8 時間の
臥位安静を保持するよう指示した。2 日目は早朝、

 5.　日本人パラアスリートにおける基礎代謝量データの蓄積と推定式の検討

研究代表者　袴田智子（スポーツ科学部）
メンバー　　元永恵子、清水和弘、星川雅子（以上、スポーツ研究部）、山本真帆、大伴茉奈、清水潤、石毛勇介　（以
　　　　　　上、スポーツ科学部）、近藤衣美、大石益代、鈴木章、笹代純平、半谷美夏（以上、スポーツメディ
　　　　　　カルセンター）、衣笠泰介（スポーツ研究部、ハイパフォーマンス戦略部）
外部分担者　吉野昌恵（山梨学院大学）、小西真幸（常葉大学）、高橋英幸、下山寛之（以上、筑波大学）、
　　　　　　山田陽介（国立健康・栄養研究所）、緒方徹（東京大学医学部附属病院）
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研究代表者	 袴田智子（スポーツ科学部）	

メンバー	 	 元永恵子、清水和弘、星川雅子（以上スポーツ研究部）、山本真帆、大伴茉奈、清水潤、石毛勇介（以上スポ

ーツ科学部）、近藤衣美、大石益代、鈴木章、笹代純平、半谷美夏（以上、メディカルセンター）、	
衣笠泰介（スポーツ研究部、ハイパフォーマンス戦略部）	

外部分担者	 吉野昌恵（山梨学院大学）、小西真幸（常葉大学）、高橋英幸、下山寛之（以上、筑波大学）、	

山田陽介（国立健康・栄養研究所）、緒方徹（東京大学医学部附属病院）	
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スや裏付けとなる測定方法がほとんどなく、障がい

種別による検証が難しい。	

我々は 2019 年度、肢体不自由のパラアスリート

の基礎代謝量（以下「BMR」という。）を横断的に

測定し、障がい種別による傾向について検討した。

その結果、脊髄損傷だけでなく、四肢欠損のアスリ

ートにおいて健常者よりも BMR が低値だった。肢体

不自由のあるアスリートはその障がい種別が多岐に

わたり、エネルギー必要量の推定に健常者と同じ推

定式を活用できない可能性があることが考えられた。	

そこで本研究では、HPSC を利用する様々な肢体不

自由のあるパラアスリートを対象に、BMR 及び安静

時代謝量測定を実施した。さらに血液生化学検査に

よる代謝性疾患の有無の確認と BMR に影響を及ぼす

体重及び体組成測定を実施し、体重及び除脂肪量と

の関連を検討した。	

2.	実施概要	

(1)	対象者	

2020 年度は、HPSC を利用するパラアスリート 7

名の協力を得た。対象者の内訳として、男性 4 名/

女性 3 名、日常生活で立位 3 名/車いす利用 4 名で

あった。障がいは、片上肢欠損 2 名、両下肢欠損 1

名、脊髄損傷を含む両下肢機能障がい 2 名、股関

節機能障がい 1 名、四肢関節機能障がい 1 名であ

った。体内に金属のある者は 1 名のみであった。

平均年齢は 40±8 歳、競技歴は 14±10 年で、先天

性の者は 2 名であった。	

	

(2)	研究プロトコル	

	 BMR 測定の正確度を確認するため、絶食時間が 3

時間以上で BMR の約 1.1 倍とされる安静時代謝量

（以下「REE」という。）と 10 時間以上の絶食後

に測定する BMR の両方を測定した。	

対象者は、1 日目の夕方に食後 3 時間以上経過し

た状態で来館し、仰臥位姿勢で安静を保った後にダ

グラスバッグにより REE 測定を行った。その後、夕

食を摂取し、以後就寝までは水以外は絶飲絶食とし

た。また、起床までに 8 時間の臥位安静を保持する

よう指示した。2 日目は早朝、排尿後に仰臥位姿

勢で BMR 測定を行った。体組成測定は二重エネ

ルギーX 線吸収法（DXA）にて行った。	

	

（3）結果及び考察	

	 対象者の BMR と、体重及び除脂肪量の関連を

検討した。その結果、今回の対象者では体重

（r=0.81）よりも除脂肪量（r=0.92）の方が BMR

との相関が高い可能性が考えられた。今後は、

他の測定項目の結果及び各種体組成測定方法に

ついての考察と、昨年度実施した 5 名の測定値

及びこれまで実施してきた脊髄損傷のあるアス

リートを対象としたデータも含めて BMR の推定

式に関する検討を行う。	

	

（文責	 元永	 恵子）	
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図	 BMR と体重（上段）及び除脂肪量（下段）の相関	 	 	

バーは平均値、黒点は各選手の数値を示す	
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1. 背景・目的
　スキー競技やスノーボード競技においては、
ターンが必須であり、その際、スキー板やスノー
ボードに加わる力によって、板がどのように“た
わむ”のかがターンの質を左右する（図１）。

　カービングターンと呼ばれる横ずれの少な
い高速なターンを行う際には特に、スキー板
やスノーボードのたわみが重要である。一流の
スキーヤーやスノーボーダーは、スキー板やス
ノーボードのたわみ量を絶妙にコントロールす
ることによって、速度の低下が少ない質の高い
ターンを実現しているのである。このような背
景から 2019 年度、支援のための新たな取組と
して「Fiber Bragg Grating 法を用いたスポー
ツ用具動態計測の検討（ひずみゲージに代わる
新たな手法の導入検討）」を実施し、雪上とい
う厳しい環境下での計測に耐えうるシステムに
よる板のたわみの定量化を目指した。その結果、
従来の手法と比較してより正確なたわみ量の計
測が可能であるということが確認できた。一方
で、スキー板やスノーボードがターン中にどの
ようにたわんでいるのかについては不明な点が
多く、強化の現場においても、実際の競技中の
たわみ量を明らかにしたいという要望は強い。
そこで本研究の目的は、新たな機器の導入によ
り競技中の計測が可能な小型・軽量化したシス
テムにより、スキー、スノーボード滑走中（ター
ン中）のスキー板及びスノーボードのたわみ量
を定量することとした。

２．方法
　競技中のたわみ量の計測のため、従来の計測
システムを大幅に小型・軽量化する必要があっ
た。そこで、新たな計測機器（KLV FiSpec FBG 
X150）を導入した。これにより、システムの重量
は 3kg 以上軽量化され、総重量は 2kg 未満となっ
た。また、従来の大型計測ボックス及びラップ
トップによるシステム構成が、被験者が容易に
身体に装着可能な程度まで小型化された（図２）。

　また、雪上での計測に先立ち、光ファイバー
をスキー板に接着し（図３）、陸上にて動作確
認を行った。雪上での計測については、後述の
とおり、機器の不具合のために新たなシステムで
の計測を断念し、従前より用いているシステムを
使い、菅平高原スキー場において計測を行った。

３．結果と考察
　陸上における事前の計測チェックにおいて、
機器の不具合が発生した。具体的にはピーク値
が機器を裏返すことにより全体的に大きくシフ
トしてしまい、計測できない状態であった。修
理や代替え機の用立て等の次善策を検討した
が、新しい機器ということと海外製品であると
いうことにより、対応に時間を要した。最終的
に修理が終わって手元に届いたのは３月末で
あった。そのため、陸上での精度検証は延期し、
雪上でのたわみ量の計測については、従前の大
型のシステムを用いて実施した。今回の雪上で
の計測では選手が使用しているスキー板にファ
イバーを接着し、シットスキーにおいて、健常
者とは異なりスキー板の特定の部分に応力が集
中し、より大きなたわみ量が発生していること
を再度確認した（2019 年度はこちらが準備した
スキー板を用いたため板のメーカーが異なって
いた）。
　スノーボードについては、2021 年 4 月中に、
ボードにファイバーを接着し精度検証を実施予
定である。また、当初予定していた雪上での計
測を 2021 年度に持ち越し、JISS 医・科学支援
事業の枠組みでの実施も含め、NF と調整した。

（文責　石毛　勇介）

図２　新たな計測システムの導入

6.　Fiber Bragg Grating 法を用いたスキー板およびスノーボードのたわみ量の計測
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図１　板のたわみ

KLV	FiSpec	FBG	X150

図３　光ファイバーの接着
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7.　シットスキーにおけるクラス分けテスト妥当性の検討

研究代表者　石毛勇介（スポーツ科学部）
メンバー　　尾崎宏樹、稲葉優希、田中仁、袴田智子（スポーツ科学部）、木村新（スポーツ研究部）、
　　　　　　半谷美夏、笹代純平、大石益代、鈴木栄子（スポーツメディカルセンター）、夏見円、衣笠泰介
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外部協力者　小林章郎（白庭病院）、吉岡伸輔（東京大学）、石井沙織（日本障がい者スキー連盟）

1. 背景・目的
　障がい者スポーツにおいて、クラス分けは競
技成績を左右する重要なプロセスであり、IPC
も今後 3 年間を掛けてクラス分けの見直しを実
施することを宣言している。クラス分けには客
観性が必要であるが、現状ではエビデンスが圧
倒的に不足している。パラアルペンスキー座位
カテゴリー（シットスキーを用いるクラス）には、
5 つのクラスが存在し、体幹筋の機能により分類
されているが、各クラスの境界の定義が曖昧で
あり、各クラスの定義を客観的に説明する資料
は存在しない。　　
　本プロジェクトでは、シットスキー選手を対
象に、クラス分けの際、陸上で行うテスト及び
スキー滑走中の体幹筋活動、並びに動作を分析
することにより、クラス分けの根拠となる資料
を提示することを目的とした。

２．方法
（1）対象者　
　対象者は世界トップクラスの競技成績を有す
るパラリンピックアルペンスキー選手 5 名（男 4
名：女 1 名）及び次世代育成指定選手 3 名（男 1 名：
女2名）の計8名であった。クラスはLW11（5名）、
LW12 － 1（1 名）、LW12 － 2（2 名）であった。
　選手の皮膚表面に表面筋電図電極を貼付した。
表面筋電図の計測にはワイヤレス筋電計（cometa
社）を用いた。表面筋電図の貼付位置は、クラ
スによって選別した体幹及び股関節周囲筋全 14
筋とした。それぞれの筋については、計測の前
もしくは後に最大随意筋収縮の測定を行った。

（2）バランステスト
　World Para Alpine Skiing Classification Rules 
and Regulations2007 のガイドラインに記載のあ
る Board test for trunk function に準じ、バラン
ステスト計 6 項目を実施した。すべてのテスト
は専用のバランスボード上で実施された。

　ガイドラインに準じ、それぞれのテストについ
て評価（0 点＝ No、1 点＝ Weak、２点＝ Fair、
３点＝ Normal）を実施した。
　バランステストは、表面筋電図と同期された 3
台のビデオカメラ（30fps）で撮影した。体幹部
の解剖学的計測点（6 箇所）にランドマークマー
カーを貼り付け、マーカーにより定義される角
度を算出した。

（3）雪上テスト
　雪上テストは、菅平高原パインピークスキー
場 GO の原コースにて実施した（最大斜度 23 度）。
選手にはスラローム競技用のスキー板を使用し、
各自が行いやすいターンをするよう指示した。

　スキー滑走中の軌跡及び滑走速度を計測する
為に、選手のヘルメット部に GPS ＋ GLONASS
アンテナ（Timbertech 社）をとりつけた。また、
慣性センサー（スポーツセンシング社）を体幹
部及びチェアに取り付け滑走中の体幹部、チェ
アの挙動を特定した。滑走動作は、2 台のデジタ
ルビデオカメラ（120fps）を用いて記録した。筋
電図、GPS ＋ GLONASS、慣性センサー及びビ
デオカメラは、LED 光及び同期信号を取り込む
ことにより、全て同期した。

３．結果及び考察
　バランステストの評価点は、平均 2.83 ± 0.38
点であった。クラスごとの比較では、LW11 は
LW12 より 0.28 点程低い結果となった。今後、
選手ごとに比較を行い、障がいによる体幹機能
の差異とスキー滑走及びバランステストの関係
性について、筋電図、関節可動域のデータをも
とに検討する。また、2021 年 5 月下旬に予定さ
れている FC の際に、選手に結果をフィードバッ
ク予定である。

（文責　石毛　勇介）写真 1　バランステントの様子

写真 2　雪上テストの様子
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1. 背景・目的
　スピードスケートの長距離種目（チームパシ
ュートとマススタート除く）では、最近のオリ
ンピックにおける日本のメダル獲得がなく、強
化が急務となっている。パフォーマンス改善の
ための制限要因を特定するためには、滑走中に
発揮した力学的パワーと滑走動作や滑走速度と
の関係を分析することが有効であり、さらに体
力測定のデータによってその分析結果の解釈を
補助できると考えられる。近年、精密な足圧セ
ンサーが開発されてきており、これを活用する
ことによって氷から受ける力を推定し、力学的
パワーを算出することが可能と考えられる。本
研究の目的は、スピードスケート長距離模擬レ
ース中の滑走動作と発揮パワーを分析し、高い
滑走速度の維持に必要な力学的要因を明らかに
することである。

２．実施概要
　2021 年 2 月 15 日と 16 日に、長野市オリンピ
ック記念アリーナ（エムウェーブ）において、
連盟ディベロップメント強化選手と学生エリー
ト長距離選手男女各 8 名を対象に、3,000m の
模擬レースを実施した。ストレートとカーブ 1
か所ずつハイスピードカメラにより 3 次元撮影
するとともに、足圧センサー moticon science

（Moticon 社製）を用いて両足部の足圧を測定し
た。また、施設内に常設されている滑走軌跡算
出システム（LPM システム）で滑走軌跡とスピ
ードを収集した。さらに、体力測定として垂直
跳び（腕振りありとなし）と 3min-test（Wattbike
を用いて 3 分間でオールアウトとなるようにペ
ダリング）を実施した。
　実験が 2 月だったため、詳細なデータ処理は
今後進める予定であるが、個人間のパフォーマ
ンスの差が適切に反映された模擬レースを行う
ことができた。足圧データから推定された氷反
力については、ブレードにセンサーを装着した
先行研究の波形と類似していた（図 1）。また、
LPM システムから得られたストレートとカー
ブの区間内のスピード変化（図 2）については、
パフォーマンスとの明確な関係がなく、カーブ
の減速が大きいものほどストレートの加速が大
きいという結果であった。一方、3min-test の体
重当たりの平均パワーが高いものほど模擬レー

スのパフォーマンスが高い傾向がみられた。
　今後、速やかに各周回の分析区間の 3 次元座
標と足圧データを用いて、各関節及び全身の力
学的パワーを算出する。レース経過にともなう
滑走速度、滑走動作、力学的パワーの推移を個
人ごとに分析し、個人間の共通点や相違点（パ
フォーマンスとの関係やスピード維持率との関
係）を抽出する。体力測定結果との関係も加味
しながら、力学的観点に基づく滑走速度維持に
必要な要因を導出する。

（文責　横澤　俊治）

図 1　足圧データの例

図 2　カーブとストレートそれぞれの区間内スピード　
　　　変化量とパフォーマンスとの関係

研究代表者　横澤俊治（スポーツ研究部）
メンバー　　今若太郎（スポーツ科学部）、河野由、木村新（以上、スポーツ研究部）
外部協力者　木村裕也（鹿屋体育大学連携大学院）、斉川史徳（松本市役所）

8.　スピードスケート長距離模擬レース中の滑走動作と発揮パワーの変化
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1. はじめに
　2020 年の夏に開催が予定されていた東京
2020 大会での実力発揮に寄与するため、心理
グループでは 2015 年度より特別 PJ 研究を推進
してきた。ここでは「自国開催」という性質に
焦点を当て、自国開催によるプレッシャーの克
服のための有益な研究知見を強化現場に提供す
ることをねらいとしており、2020 年度も活動
を継続する予定であった。
　しかし、COVID-19 の感染拡大の影響を受け、
東京 2020 大会は延期となり、さらには競技活
動自体も大幅に制限されることになった。これ
らの出来事は、アスリートの心理面にも大きな
影響を及ぼすことが想定される。したがって、
これまで取り組んできた「自国開催対策」に

「COVID-19 による様々な影響」も加味しなが
ら強化現場への情報提供及びサポートを継続し
ていくことが求められる。

2.  実施概要
(1) 競技団体を対象とした心理講習会の継続
　2020 年度は、要望のあった 3 団体を対象に
心理講習会（1 ～ 4 回）を行った。提供可能な
コンテンツ（表）を基にして NF と打ち合わせ
を行い、NF の強化方針を踏まえた内容に調整
して実施した。また、一部の講習会をオンライ
ンで実施するなどの工夫も行った。

（2） インタビュー調査の実施
　COVID-19 による影響や、効果的な対処方法
についての手がかりを得ることを目的とし、NF
の指導者及び選手（それぞれ 2 名ずつ）を対象
としたインタビュー調査を実施した。

　その結果、いずれの指導者・選手も今回の事
態に様々な戸惑いを感じていたが、制限のある
中でも『主体的かつ創造的に活動すること（例：

「今できること」に焦点化する、新しい試みや
可能性に挑戦する、など）』が、不安定な状況
を乗り越えるための手がかりとなる可能性が示
された。また、今後はより競技団体間、組織間
の連携を強化していくような支援が必要である
ことが見出された。

（3）JISS オンライン心理セミナーの開催
　これまでの研究成果とインタビュー調査の結
果を踏まえ、強化現場に向けた情報提供及び参
加者間の意見交換の機会として、JISS オンライ
ン心理セミナーを開催した。
　前半部の情報提供では、主に 2 つのテーマを
扱った。①自国開催大会で実力発揮に至る心理
的プロセスと大会（試合）までに生起する心理
的諸問題の対策について、② COVID-19 に伴う
心理的影響と困難な状況を乗り越えるための手
がかりについて、であった。後半に行われた小
グループに分かれての意見交換では、『オンラ
イン』という実施形態による難しさはあったも
のの、各グループでは東京大会に向けた対策の
議論が活発に行われた。

3. 今後について
　2021 年度も、東京 2020 大会まで継続的に心
理講習会を実施していく予定である。また、東
京 2020 大会後には本活動の効果検証（質問紙
調査、インタビュー調査）を計画している。
　「自国開催」のみならず「COVID-19」に伴う
様々な困難が予想される東京大会での実力発揮
に向けて、NF の要望を丁寧に聞きとりながら
活動を実施していきたい。

（文責　浅野　友之、立谷　泰久）
 

研究代表者　立谷泰久（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　江田香織、實宝希祥、浅野友之、栗林千聡（以上、スポーツメディカルセンター）
　　　　　　遠藤拓哉、谷内花恵、阿部成雄（以上、ハイパフォーマンス・サポート事業）
外部協力者　奥野真由（久留米大学）、佐々木丈予（法政大学スポーツ研究センター）、福井邦宗（法政大学）

表 心理講習会のコンテンツ

❷　特別プロジェクト研究

1.　東京 2020 大会での実力発揮に向けた心理講習会の展開

テーマ 内容

自国開催大会の理解 出場事例の紹介

環境の変化とプレッシャー 「ふりかえり」のトレーニング

選手村生活の快適化 選手村生活を主体的に設計するワーク

想定外への対処スキル 各種心理技法の学習

試合後の評価への対応 ソーシャルサポートの整備



HPSC 機能の地域展開

1. 背景・目的
　東京 2020 大会は暑熱環境下にて開催される。
暑熱環境下では、過度な深部温の上昇が制限因子
となり運動パフォーマンスが低下することが示唆
されていることから、暑熱順化、身体冷却、水分
補給に代表される暑熱対策が非常に重要となる。
本プロジェクトでは、暑熱環境下における競技者
のパフォーマンス発揮をサポートするため、暑熱
対策について有用となる知見を創出すること、ま
た、それらを各競技現場へ応用し、東京 2020 大
会で実施するための対策を講じることを目的とし
ている。

2．実施概要
（1）テニス模擬試合シミュレーション中の複合的
身体冷却法の検討
　テニスの模擬試合において休息間のアイススラ
リー摂取は深部体温の低下の抑制に有効であるこ
とが示されているが、一方で摂取量が多い場合に
はパフォーマンスを低下させる可能性がある。本
研究では、効果的な深部体温の低減方法を探索す
るため、アイススラリー摂取、ファン、アイスタ
オルの 3 つの併用が、テニスの模擬試合中の体温
動態や運動パフォーマンスの低下を軽減する効果
に差が現れるかについて検討した。
　健常成人男性 2 名を対象に、テニス模擬試合シ
ミュレーション中にスポーツ飲料 （CON）、アイ
ススラリー摂取 （ICE） もしくはアイススラリー

摂取、ファン（IcyBreeze V2 PRO）、アイスタオ
ルの 3 つの併用 （IAF）、以上 3 種類の介入方法に
より検討した。テニス模擬試合シミュレーション
は Lynch et al. （2019） の走運動プロトコルを用い
た。
　IAF 試行における深部体温、平均皮膚温及び大
腿筋温は他の 2 試行に比べて上昇を抑制する傾向
が認められた ( 図 )。また、運動継続時間について
も IAF 試行が他の 2 施行に比べ延長する傾向が
認められた ( 図 )。したがって、アイススラリー摂
取、ファン、アイスタオルの 3 つの併用が実際の
競技現場における身体冷却法として有効である可
能性が示唆された。本研究で得られる成果はテニ
ス競技のみならず、暑熱環境下でのスポーツ全般
における、運動能力低下の抑制や熱中症予防方略
の一助となると考えられる。

（2） 身体冷却支援法の検証
　アイススラリー摂取やアイスベスト、手掌前腕
冷却などを用いた身体冷却法の有用性は明らかに
されてきたが、実際に競技現場において身体冷却
を実践するには冷却デバイスの選定、冷却材及び
蓄冷材の凍結、保冷、運搬方法等についていくつ
かの課題が残されている。本プロジェクトでは、
それぞれの課題解決方法について検討し、効果的
な身体冷却支援を行うための戦略考案に取り組ん
でいる。

（3）選手・コーチに向けた情報発信
　本プロジェクトで得られた知見や競技ごとの身
体冷却実践方法についてまとめた「競技者のため
の暑熱対策ガイドブック実践編」を配布（ウェブ
サイトでも公開）し、情報発信に努めている。

3．まとめ
　本プロジェクトで得られた知見や暑熱対策の実
践方法について、競技団体と引き続き協議し、東
京 2020 大会本番での活用を目指す。

（文責　内藤　貴司、中村　真理子）

研究代表者　中村真理子（スポーツ科学部）
メンバー　　内藤貴司、赤澤暢彦、安藤加里菜、枝伸彦、竹村藍（以上、スポーツ研究部）、稲葉優希、大伴茉奈、
　　　　　　斎藤辰哉、袴田智子、髙橋あかり、村石光二（以上、スポーツ科学部）
外部分担者　長谷川 博（広島大学）、安松幹展（立教大学）、中村大輔（株式会社ウェザーニューズ）、
　　　　　　林聡太郎（福山市立大学）、細川由梨（早稲田大学）

図 テニス模擬試合シミュレーション中の体温動態
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2.　暑熱対策に関する研究
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1. 目的
　本クリニックの特徴は、整形外科診療の際に下
される診断と、MC 時の診断をリンクする形でプ
ロブレムとして、部位別に登録していることであ
る。2019 年度は、スポーツクリニックにおける過
去の MC データの整理を行った。　
　2020 年度は、2019 年度の結果を踏まえ、スポ
ーツ外傷・障害の部位、診断名（プロブレム名）
の分類方法を改変し、新たな基準のもと診療デー
タを整理し、性別や競技別の特徴を明らかにする
ことを目的とした。

2. 方法
（1）データ抽出
　前電子カルテシステム運用開始時の 2009 年 3
月～ 2019 年の整形外科診療時に入力された部位、
プロブレム名、ID、性別、年齢、受診日等のデー
タを抽出した（抽出プロブレム数、57,057）。

（2）JISS クリニックの外傷・障害分類の改変
　2018 年 3 月の現行の電子カルテシステム導入以
降、部位を IOC の分類に準拠した 24 部位に変更
している。そのため、前カルテシステムから抽出し
たデータは、現行の分類に準拠する形に表記を修正
した。
　プロブレム名については、2019 年度の MC デ
ータベースの整理の結果より、発生頻度が高い外
傷・障害名は選択できるようにした方が、事後の
データ整理作業を簡略化できることが明らかとな
った。また、整形外科グループ内の議論で、近年
の医学の進歩により診断名自体が変更されている
外傷・障害もあり、近年の基準に合わせたプロブ
レム名とすること、部位を選択できない全身疾患
を登録するために部位の項目にも other を作成す
ることなどを決定した。この議論に基づき、新た
なプロブレム名の選択肢リストを作成した。

（3）データベースの作成
　抽出したデータを各部位に分け、新たなプロブ
レム整理基準に従い、データの整理を開始した。

3. 結果
 　現在、新たな基準のもとデータの整理と欠損
値（左右など）の確認・入力などを並行して行っ
ている。整理の途中で、抽出したデータには重複
データがあること（前電子カルテシステムからは、
誤字脱字等の修正前のデータも重複抽出されてい

た。）、一部、MC やスタッフの診療データも含ま
れていることなどが確認され、まだ整理は完了し
ていない。
　完成したデータベースではないが、現在までに
整理した中では、Knee（膝蓋腱症、前十字靭帯損
傷、外側半月板損傷、内側側副靭帯損傷など）が
約 24％、Lumber spine/Lower back（椎間板ヘル
ニア、腰痛症、分離症、椎間板症など）と Ankle（捻
挫・靭帯損傷、不安定症、足関節部痛、後方イン
ピンジメント症候群など）が約 10％、Shoulder/
Clavicle（腱板症、関節唇損傷、肩関節部痛、不
安定症など）と Foot/Toe（足底腱膜炎、足部痛、
中足骨疲労骨折、腱症など）が約 9％となっている。
　また、電子カルテを修正し、改定した部位・プ
ロブレム名を選択できるようにした。

4. 考察
　現在データベース化の途中であるが、外傷・障
害の頻度が高い部位は過去の報告と大きく変わり
はない印象ではある。しかし、データベース化作
業を進める中で、上記のデータ抽出における問題
だけでなく、我々が同じ部位の痛みを経時的にフ
ォローしていく中で、例えば、当初は確定診断が
つかず「坐骨結節部痛」と入力したが、その後、「ハ
ムストリングス付着部症」と診断がついた場合な
どに両方のプロブレムが並行存在している例が複
数あることなどが分かってきた。一方、同じ部位
の痛みに対して「肩腱板症」と「肩関節唇損傷」
と 2 つのプロブレム名が実際に存在することもあ
る程度の頻度で発生する。これらの扱いについて
整形外科グループ内で議論を深め、最終的なデー
タ整理基準を決定したうえで、データベース化を
完了させ、トップアスリートの外傷・障害の特徴
を明らかにしていきたい。

5. まとめ
　外傷・障害の部位やプロブレム名の選択肢を改
変した。それに基づき診療データのデータベース
化に向けた整理を行っている。2020 年度中には完
了できなかったが、整理途中で新たな解決すべき
課題も確認されたため、統一した整理基準を策定
し、早期のデータベース化と外傷・障害の特徴の
抽出を目指す。

（文責　奥脇　透）

研究代表者　奥脇透（スポーツメディカルセンター）
メンバー　　中嶋耕平、半谷美夏、福田直子（2020 年 9 月まで）、安羅有紀、西田雄亮（以上、スポーツメディ
　　　　　　カルセンター）、三浦智和（スポーツ科学部）

❸　基盤研究

1.　日本人トップアスリートの外傷・障害データの整理と特徴の抽出
　　～効率的なメディカルチェックや外傷・障害予防を目指して～



1. 背景・目的
　LEGACY2020 プロジェクトは、Longitudinal 
Elite athlete-related Genome-wide Association 
study combined with Cohort study until Year 
2020 の略称であり、東京 2020 大会を契機に、
スポーツ医・科学研究にとっての重要な遺産（将
来につながる貴重なデータ）を残し、将来包括
的に遺伝情報と競技パフォーマンスの関係を解
析するため、A）トップ選手の遺伝情報収集・
競技環境やスポーツ外傷・障害についての質問
紙調査を実施し、B）A）で得られた試料・調査
結果を用いて、種目特性、競技パフォーマンスや
疾病、スポーツ外傷・障害リスクと遺伝情報との
関係を明らかにすることを目的として発足した。
　プロジェクトが発足した 2017 年度からは、特
に A）について実際の遺伝情報の収集及び質問
紙調査を本格的に開始するべく、実施体制及び
運用体制について整備し、同年 10 月からサン
プリングを開始し、2021 年 3 月までに国内トッ
プアスリート 2,118 人の試料・質問紙調査のサ
ンプリングが終了した。2020 年度はこれら貴重
な検体を用いて、競技パフォーマンスに関連す
るα - アクチニン 3（alpha-actinin 3 : ACTN3）
の遺伝子多型を競技種目横断的に検討した。さ
らにアンギオテンシン変換酵素（Angiotensin 
converting enzyme：ACE）の遺伝子多型解析
について、解析方法確立のための実験を行った。

2. 実施内容
（1）調査対象及び調査期間
　2017 ～ 2020 年 に JISS MC 及び JOC 大会派
遣前チェックを受診する成人選手を対象とし実
施した。

（2）調査内容
　以下の二つを実施した。
①競技環境やスポーツ外傷・障害についての質
問紙調査
②血液検査済の検体を活用した遺伝情報解析
　②については、以前は血液検査後に、検査会
社で廃棄していた検体を本研究解析用に返却し
てもらい、本研究のための追加の採血は実施し
ないこととした。

（3）実施・運用状況
　2017 年度から 2020 年度までで調査を実施し
た派遣大会を下記に示した。
〇ジャカルタ・パレンバン2018 アジア大会派遣前チェック
〇クラスノヤルスク2019 ユニバーシアード 冬季大会派遣前チェック
〇ナポリ 2019 ユニバーシアード 夏季大会派遣前チェック
〇東京 2020 　大会派遣前チェック
〇同期間内に競技団体ごとに実施した MC
　MC 及び上述した大会の 派遣前チェック を受
診した選手を対象に調査を実施しており、2020
年度まで 2,118 名（男性 1,182 名、女性 936 名）
のサンプル・質問紙調査票を得た。

（4）ACTN3 遺伝子多型解析の結果
　トップアスリート 906 名とコントロール群
649 名を対象に、競技特性ごとに ACTN3 遺伝
子多型の発現分布について解析した結果、スプ
リント / パワー系種目では、海外の先行研究と
同様に、R アレルの発現頻度がコントロール群、
持久系種目のアスリート群と比較して、有意に
高かった。さらに競技パフォーマンスのレベル
でサブカテゴリ―化して解析すると、競技成績
が高いグループほど、R アレルの発現頻度が高
いことがわかった（図）。いずれも、海外の先行
研究と同様の結果が確認できた。

（5）ACE 遺伝子多型解析
　ACE 多型解析については、2021 年度に解析
方法を確立し、実際の検体を用いた遺伝子多型
解析を進める。

（文責　大岩　奈青）

研究代表者　大岩奈青（スポーツ研究部）
メンバー　　鈴木康弘、清水和弘、赤澤暢彦、鈴木なつ未（以上、スポーツ研究部）
　　　　　　中嶋耕平（スポーツメディカルセンター）
外部分担者　福典之、宮本恵里（順天堂大学）
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2.　競技パフォーマンス及びトレーニング効果に影響する遺伝情報活用に関する研究
─ LEGACY2020 プロジェクト ─

図　国内トップアスリートを対象としたスプリント / パワー
系種目における ACTN3 遺伝子多型発現分布の違い



Ⅴ　事業報告 / 9　スポーツ医・科学研究事業・技術開発　　65

1. 背景・目的
　コンディショニング研究グループでは、コン
ディション評価指標・コンディショニング手法
の活用を目的とした研究・啓発資料作成や、新
たな指標・手法に関する研究を行っている。5
つのサブプロジェクトから構成されるが、その
うちの 3 つについて記載する。

2. 実施概要
（1）AthletesPort を用いたコンディション評価
　HPSC ではアスリートのコンディション管理
を目的に AthletesPort の運用を行っており、利
用アスリートは日々のコンディション情報を入
力している。① 37.5℃以上の発熱、②鼻水、③
喉の痛み、④咳又は痰、⑤発熱指標（悪寒、熱感）
の 5 つのうち複数が AthletesPort に入力された
場合を風邪の可能性と仮定し、機械学習を用い
て二値分類による風邪の予測を行った。
　学習に利用した入力データ数は 46437 であっ
た。学習には予測該当日を含まない 5 日間から
60 日間のデータ期間を利用した。データ期間は
長くなれば長くなるほど学習に利用できるデー
タ数は少なくなった。学習に使ったデータセッ
トは不均衡であったため、over sampling の手
法を用い学習データの水増しを行った。
　適合率と再現率の調和平均である F 値はデー
タ期間 14 日から 0.5 を超え始め、60 日間のデ
ータ期間を利用した予測において精度が一番高
く、F 値は 0.652 であった。

（2）日本人アスリートの競技横断的脱水調査
　ナショナルチーム（テニス、フェンシング）
に所属するアスリート 31 名（男性 16 名、女性
15 名）を対象に、通常の練習前後の脱水状態
を調査した。その結果、31 名中 20 名（64.5％）
が練習前に脱水状態（尿比重≧ 1.020）であり、
そのうちの 9 名が深刻な脱水状態（尿比重≧
1.030）であった。練習前後の体重変動について
は、男子選手 4 名において、パフォーマンスに
悪影響が出るといわれている体重の 2％以上の
脱水がみられ、練習中の水分補給が不十分であ
ったことが明らかになった。したがって、国内
トップレベルのアスリートにおいても、競技前

や競技中における十分な水分補給ができていな
いことが明らかとなり、スポーツ現場における
適切な水分補給方法の教育・啓発が必要である
ことが示唆された。

（3） 非侵襲的かつ簡易的な脱水評価指標の検討
　健康な成人男性 7 名を対象に、体重の 2％の
脱水及び体重の 3％の脱水の 2 試行を行い、皮
膚の性状並びに爪色の変化が脱水評価に有用で
あるか検討した。現在、詳細に解析中である。

（4）新しい器具・手法を用いたコンディショニ
ングに関する研究
　早朝・夜間に開催される競技会に選手の生体
リズムを合わせる手法としての活用、夜型のア
スリートの起床時の眠気を改善するための手法
としての活用を念頭に、6 日間、就寝 - 起床リ
ズムをずらすことに加え、メガネ型光照射機器
を早朝 30 分間使用することで、（a）深部温リズ
ムがどの程度前進するか （b）6 日間の夜間睡眠
の変化がどのようになるかを明らかにすること
を目的とし、深部体温男及び夜間睡眠、朝夕の
眠気を測定した。
　その結果、通常よりも 2 時間早い時間帯で起
床 - 就寝し、それを連続した 6 日間繰り返すこ
とで深部温リズムの位相が前進した。前進の程
度は早朝起床時に 1 万ルクスの光を 30 分間浴
びた試行で大きくなる可能性があり、早朝起床
時の光照射は 2 日目の夜間睡眠の質の低下を防
ぐ可能性がみられた。早朝起床時の光照射は起
床 30 分後の眠気を抑制する可能性もみられた。
今後も対象者を増やした検討が必要であるが、
メガネ型光照射機器は生体リズムの調整に有効
かもしれない。
　

（文責　清水  潤、枝 伸彦、安藤  加里菜、
　　　　星川  雅子）

研究代表者　星川雅子（スポーツ研究部）
メンバー　　髙橋英幸、清水和弘、大岩奈青、赤澤暢彦、安藤加里菜、枝伸彦、竹村藍 、鈴木なつ未、
　　　　　　花岡裕吉（以上、スポーツ研究部）、中村真理子、三浦智和、清水潤、斎藤辰哉（以上、スポーツ科学部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
外部協力者　柴田重信（早稲田大学）、高橋将記、林直亨（以上、東京工業大学）、宮地元彦、國澤純、水口賢司、
　　　　　　中潟崇（以上、医薬基盤・健康・栄養研究所）、村上晴香（立命館大学）

3.　アスリートにおけるコンディションの評価システムの構築と新規手法の開発に関する研究



HPSC 機能の地域展開

1. 背景・目的
　近年、様々な研究分野において測定デバイスの
小型化・軽量化、解析時間の短縮化・自動化が進
んでおり、スポーツバイオメカニクス分野におい
てもその影響を受けつつある。具体例としては、
軽量のセンサーを用いた運動の評価、衛星測位シ
ステム（GNSS）や画像に基づくトラッキング（追
尾）システム等が挙げられる。多くの利用者にと
って簡便さが優先されている中、精度や適用範囲
に関する確認も重要であると考えられる。
　以上のことから本研究では、スポーツバイオメ
カニクス関連の各種最新のデバイス及びデータ処
理手法を対象に、得られた座標値やバイオメカニ
クス的変量の精度を検証してそれらの活用範囲を
明示することを目的とした。2020 年度は、①移動
運動における GNSS の速度の検証、②磁気センサ
ー型モーションキャプチャーの座標値の検証、③
AI を用いた骨格推定手法のスポーツバイオメカ
ニクスへの適用可能性の検討を行った。

2．実施概要
（1） 移動運動における GNSS の速度の検証
　健常な男性 12 名を対象に、歩行、ジョギング、
ランニングを 2 回ずつ行わせた。頸椎及び胸部に
GNSS センサー（VECTOR X7：CATAPULT 社製）
を貼付し、後方からドップラー型レーザー速度計
測機（LAVEG：JENOPTIK 社製）で腰部を追尾
した。なお、3 月下旬に測定したため、検証はこ
れから実施する。

（2） 磁気センサー型モーションキャプチャーの座
標値の検証
　健常な男性 11 名の身体分析点に反射マーカー
を貼付し、さらに身体 8 か所とゴルフクラブグリ
ップ部に磁気センサーを装着した（写真）。被験
者にはゴルフスウィングを行わせ、磁気センサ
ー型モーショントラッキングシステム（VIPER；
Polhemus 社製）から得られた座標を光学式モ
ーションキャプチャー（VICON V シリーズ：
VICON 社製）により得られた身体の座標値と比
較した。
　図はゴルフスウィング中のゴルフクラブグリッ
プ部の座標値を両システムで比較したものであ
る。概ね類似した変化パターンを示したが、最大
の誤差はいずれの軸も 4cm から 5cm に達してい
た。誤差が生じているタイミングはどの軸でも共
通していたことから、回転運動中に基準点からの

方向に誤差が生じている可能性があることが明ら
かになった。

（3） AI を用いた骨格推定手法のスポーツバイオメ
カニクスへの適用可能性の検討
　骨格推定のモデル、データセット、並びにそれ
らの精度検証に関する文献をレビューし、骨格推
定のスポーツバイオメカニクスへの応用可能性を
検討した。
　レビューの結果、公表されているデータセット
の精度は、現時点では動作分析において求められ
る基準に達していないと考えられた。今後、動作
分析において求められる精度を持つ教師データで
トレーニングされたモデルを用いることで、キネマ
ティックスで応用できる可能性がある。一方、関節
中心位置の精度が十分でなくても利用可能な骨格推
定、例えば一連の動作の期分け、ランナーのピッ
チとストライドの算出、水泳選手の泳速度やスト
ローク数の算出等のパフォーマンス分析には十分
に応用が可能な可能性があることがわかった。

（文責　横澤　俊治）

研究代表者　横澤俊治（スポーツ研究部）
メンバー　　窪康之、尾崎宏樹、山下大地、相原伸平、松本実（以上、スポーツ科学部）、高木斗希夫、長尾秀行、
　　　　　　松田有司、河野由、木村新（以上、スポーツ研究部）

図　磁気センサーシステム（Polhemus）と光学式モーション
　　キャプチャー（VICON）間のクラブ先端座標値の比較

写真　磁気センサーシステム検証実験

4.　バイオメカニクス関連機器およびシステムの精度と適用範囲の検証
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1. 背景・目的
　トレーニング研究グループでは、高強度運動
パフォーマンス向上のための効率的かつ効果的
なトレーニング法を新たに開発することを目的
とし、2020 年度は主に「長距離選手を対象とし
たスプリントトレーニングの効果」及び「低酸
素トレーニングの効果」に関して検討を進めて
きた。
　これまで、陸上競技長距離選手の 100 m 及び
400 m の全力走タイムと 5000 m 走のシーズン
記録に正の相関関係があることを明らかにした 

（Yamanaka et al. 2019）。この結果から、長距離
種目選手に対するスプリントトレーニングは、
長距離走パフォーマンスを向上させると仮説を
立てた。
　また、我々は低酸素トレーニングが無酸素性
能力の改善に及ぼす効果を検討してきた（Kasai 
et al. 2017, Oriishi et al. 2018）。しかしながら、
低酸素刺激に対する個人差は大きく（Billaut et 
al. 2012, Girard et al. 2017）、トレーニング中の
動脈血酸素飽和度（SpO2）とトレーニング効果
の関係性は明らかにされていない。また、低酸
素刺激に伴う SpO2 の変化の動態には、対象者
の遺伝情報（遺伝子多型）が関連することも示
唆されているが（Yasukochi et al. 2018）、それ
らを包括的に検討した研究はみられない。
　そこで本研究では「研究 1: 日本トップレベル
の陸上競技長距離選手に対する 6 週間のスプリ
ントトレーニングが長距離走パフォーマンスに
及ぼす影響を検討すること」、「研究 2: 低酸素ト
レーニング時における SpO2 とトレーニング効
果の関係を明らかにし、そのトレーニング効果
の優劣と遺伝子多型との関連性について検討す
ること」を目的とした。

2. 方法
研究（1）- 1 被験者
　実業団チームに所属する日本人男子陸上競技
長距離選手 1 名（24 歳）とした。実験に参加す
る前の 10000 m 走の自己記録は 28 分台前半で
あり、国内トップレベルの選手であった。
研究（1）- 2 方法
　介入期間前後に、最大酸素摂取量、乳酸カー
ブテスト、100 m 及び 400 m の全力走タイム、
3000 m 走タイムの測定を行った。被験者は、国
立スポーツ科学センターに来館し、週 2 回 6 週
間のトレーニングを実施した。トレーニングは、
50 m の全力走× 5 本× 5 セットを実施した。そ

の後、低酸素環境下（酸素濃度 ; 14.5%）におい
てトレッドミルを用いた 30 秒間の運動を 30 秒
間の休息を挟んで 5 回繰り返し、これを 3 セッ
ト行った。なお、トレッドミルの走速度は、介
入前の測定時における 400 m の全力走から算出
した平均走速度を基準に設定した。実験期間中
は、所属チームのトレーニングを継続した。
研究（2）- 1 被験者
　大学陸上競技部に所属する日本人男子陸上競
技短距離選手 7 名とした（22-24 歳）。
研究（2）- 2 方法
　介入期間前後には、パフォーマンステスト（6
秒間全力スプリント×5本×3セット）を実施し、
発揮パワーなどを算出した。運動前後には、外
側広筋における血流量及び酸素消費量を測定し
た。また、安静時における唾液を採取し、遺伝
子多型を解析した。トレーニングは高強度運動

（6 秒間全力スプリント× 5 本× 3 セット）とし、
週 3 回 2 週間実施した。被験者は二方向非再呼
吸弁を備えたマスクを装着し、充填した低酸素

（酸素濃度 ; 14.5%）を吸入した。

3. 結果と解釈
研究（1）
　各測定項目の結果は以下に示すとおりであっ
た。最大酸素摂取量 （ml/min/kg）：75.7 → 78.6、
2 mmol/l 時 走 速 度 （m/min）：315 → 335、4 
mmol/l 時 走 速 度（m/min）：364 → 367、6 
mmol/l 時 走 速 度（m/min）：378 → 384、
100 m 走 （秒）：14.06 → 13.23、400 m 走 （秒 ）：
58.21 → 55.42、 3000 m 走：8:26.77 → 8:18.45。
また、2020 年 12 月 2 日に実施された日本選手
権において 10000 m 走の自己記録を約 10 秒更
新した（27分台）。
研究（2）
　トレーニング時における SpO2 の平均値は
83.2 ± 2.8% であった。パフォーマンステストに
おける発揮パワーは、介入期間前後で有意に増
加した（10.5 ± 0.4 W/kg → 11.6 ± 0.3 W/kg, P 
< 0.05）。筋血流量及び酸素消費量も介入期間前
後で有意に増加した（P < 0.05）。
　研究 1 及び 2 の結果から、新たなトレーニン
グ法が運動パフォーマンスを向上させることが
示唆された。十分なサンプル数や対照群の設定
による統計学的な検討に至っていない項目もあ
るため、継続して実施していく予定である。

（文責　安藤　良介、笠井　信一）

研究代表者　鈴木康弘（スポーツ研究部）
メンバー　　安藤良介、笠井信一、小島千尋、大岩奈青（以上、スポーツ研究部）
外部協力者　山中亮（新潟食料農業大学）

5.　高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究



1. 背景・目的
　一般的にウェルビーイングとは、より良く生
きる様と関連している。また、海外のスポーツ
統括機関等においてアスリートのウェルビーイ
ング（アスリート・ウェルビーイング）は重要
な概念として浸透してきているが、日本ではそ
の概念が明確でなく、実態も明らかでないのが
現状である。
　アスリート・ウェルビーイングに関連するメ
ンタルヘルスについては、高い負荷がかかるト
レーニングや厳しい試合を繰り返し、ストレス
のかかるライフスタイルを伴うことから、アス
リートは一般と比較してメンタルヘルスを阻害
する要因となる経験を多く積んでいることが分
かっている。オーストラリアやイギリスのオリ
ンピック代表選手でうつ、摂食障害、キャリア
への不満等が報告されている。一方で、我が国
の強化アスリートも国費の投入や自国開催等に
よる高度なプレッシャーからアスリートの抱え
るメンタルヘルスの課題が表面化してきている。
しかし、日本人アスリートのウェルビーイング
の実態及び NF におけるアスリート・ウェルビ
ーイングの支援状況は明らかになっていない。
　そこで本研究は、オリンピック・パラリンピ
ックスポーツにおける日本人アスリートのウェ
ルビーイングの実態及び NF におけるアスリー
ト・ウェルビーイングの支援状況を把握するた
め、アスリート向けアンケート調査項目を選定
し、体育会部活動に所属する大学生アスリート
を対象にパイロットスタディを実施することを
目的とした。

2．方法
（1）対象
　オリンピック・パラリンピックスポーツの体
育会部活動に所属する大学生アスリート男女計
100 名程度であった。

（2）アンケート調査項目
　アンケート調査項目（身体的健康、メンタル
ヘルス、社会的健康の自覚症状、NF の支援内
容等）を選定するため、アスリート・ウェルビ
ーイングに造詣の深い有識者 6 名による反復型
調査方法のデルファイ法を用いた。有識者の間
で意見が一致するまで再調査を行い、内容的妥
当性や実用性を検証した。信頼性については、

対象者の中から 37 名に同じ項目を、1 週間程度
の間隔を置いて同じ対象者に 2 度行い、級内相
関係数を算出して検証した。

3．結果
（1）アンケート調査項目の妥当性と信頼性
　アスリート向けのアンケート調査では、大学
生アスリートの実態を明らかにするという目的
に鑑みて、幅広いサンプルからデータを集める
ため、社会調査会社にインターネット調査の実
施及びデータ入力を業務委託した。
　その結果、大学の体育会部活動に所属する男
女 100 名（男性 43 名、女性 57 名、年齢 20 ～ 25 歳）
から回答があった。
　38 の調査項目については、この分野の専門家
6 名によるデルファイ法を用いて、内容的妥当
性と実用性が確認された。
　調査項目の信頼性は、再テスト法による相関
係数を算出し、r=0.7 ± 0.3 であった。

（2）日本人アスリートのウェルビーイングの実態
　2020 年度本研究でアスリート・ウェルビーイ
ングの調査項目を選定したうえで、パイロット
スタディでその妥当性、信頼性、実用性等が確
認された。東京 2020 大会後に日本人トップアス
リートを対象にアンケート調査を活用したアス
リート・ウェルビーイング実態を把握するため
の本調査を実施することが可能となった。

4．考察・今後の展望
　COVID-19 感染拡大を受けて 2020 年 3 月 24
日に IOC が東京 2020 大会の延期が決定したこ
とに対するアスリート・ウェルビーイングの影
響についても十分に配慮して、社会調査会社に
インターネット調査の実施及びデータ入力を業
務委託してパイロットスタディを実施した。
　2020 年度の大学生アスリートを対象としたパ
イロットスタディを統制群として、2021 年度実
施予定の日本人トップアスリートとの比較検討
できる可能性が高まった。

（文責　衣笠　泰介）

研究代表者　衣笠泰介（スポーツ研究部）
メンバー　　野口順子（スポーツ研究部）、立谷泰久、栗林千聡（以上、スポーツメディカルセンター）
外部分担者　荒井弘和、福井邦宗、榎本恭介（以上、法政大学）
外部協力者　Carolina Lundqvist（スウェーデンオリンピック委員会）、Elsa Kristiansen（サウスイーストノルウ
　　　　　　ェー大学）

6.　オリンピック・パラリンピックスポーツにおけるアスリート・ウェルビーイングの実態調査
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7.　測定の信頼性の定量化および信頼性を向上させる測定方法に関する研究

1. 背景・目的
　フィットネス測定が競技力向上に有効に活用さ
れるためには、測定値に含まれうる誤差やこれを
生じさせる要因についてよく理解しておく必要が
ある。本研究は、現在 JISS で運用されている FC
測定項目のうち、形態、身体組成、跳躍能力（立
幅跳）、アネロビックキャパシティ（ウィンゲート
テスト）の 4 項目に関して、測定誤差を定量化し、
また、誤差を統制するための方法を検討すること
を目的とした。

２．実施概要
【検討１】
　三次元人体測定機器（Body Line Scanner）を
用いた形態計測における測定者依存の測定誤差を
検討した。JISS 測定者研修を受けて測定手技の
習熟度テストに合格した測定者 6 名を対象とし
て、同一被検者の体肢長、周径囲等の測定を繰り
返し実施させ測定者内誤差（% Technical error of 
Measurement：%TEM）、測定者間誤差（変動係数：
CV）を測定部位ごとに算出した。その結果、％
TEM は体肢長で 0.84 ± 0.27％、周径囲では 0.56
± 0.27％であった。身体計測の国際基準を設けて
いる国際キンアンソロポメトリー推進学会 (ISAK)
では %TEM を 2.5% 以内に収めることが測定員に
求められており、JISS の形態計測における検者内
誤差は国際基準に対応した結果であることが確認
された。
　測定者間誤差について変動係数が大きかった項
目は左大腿長（4.03%）及び右大腿長（3.72%）で
あった。大腿長は大転子点から大腿骨外側顆点ま
での二点間距離より測定される。左右大腿長にお
いて、他の項目より変動係数が大きくなった要因
は、特に転子点マーカーの同定において測定者間
でばらつきがあったことが測定値の誤差に影響し
たと考えられる。形態計測においては、転子点マ
ーカーの同定が測定精度の担保に重要であること
が示唆された。

【検討２】
　身体組成計（BODPOD）の体積測定に対する環
境温度の影響を検討するために、測定室の室温設
定を様々（20-28℃）に設定して校正器体積を測定
した。その結果、室温が 25℃を超えると真値と大
きく異なる校正器体積が計測された。また、室温
が 25℃以下であっても、校正器を 40℃程度に温め
て測定した場合には、真値と異なる値が計測され
た。以上より、測定室の室温は25℃以下とすること、

被測定者は運動後や食後など体温が上昇しやすい
状態を避けることが望ましいと示唆された。
　また、同機器を用いて繰り返し測定を行った際
の再現性についても検討した。室温 22-23℃にて男
性 2 名を対象とした 10 回の身体組成測定を 4 日間、
計 40 回実施したところ、体積計測値の標準偏差は
0.204L、0.137l であり、これは体脂肪率に換算する
と 1.0% 程度の変動に相当した。このことから、同
機器を用いて測定した体脂肪率には、1％程度の測
定誤差があると認識して測定値を評価する必要が
あることが示唆された。

【検討３】
　立幅跳測定を行うサーフェスが跳躍距離に及ぼ
す影響について検討した。大学男子バスケットボ
ール選手 15 名を対象とし、異なる 3 つのサーフェ
ス条件（全天候型走路から跳躍して砂場に着地、
フローリングから人工芝、体育用マットから同マ
ット）で立幅跳の測定を 3 回ずつ実施し、各条件
の中で最も大きな跳躍距離をその条件での測定値
とした。その結果、砂場条件と人工芝条件の間に
は測定値に差はみられなかったが、マット条件で
は測定値が約 3-5% 低下した。以上より、マットの
ような柔らかいサーフェス上から跳躍すると、跳
躍距離を過小評価してしまう可能性が示唆された。

【検証４】
　ウィンゲートテストの負荷設定がパワー発揮に
及ぼす影響について検討した。大学男子自転車競
技選手 8 名を対象とし、異なる 5 つの負荷条件（体
重の 7.5%、9.0%、瞬間最大パワー発揮至適負荷の
80%、90%、100%）にて 40 秒間の全力自転車ペダ
リングを実施した。その結果、平均パワーは至適
負荷 90% で最大となった被検者が最も多く（4 名）、
至適負荷 80% と 100% で最大となった者も少数（2
名ずつ）存在したが、体重 7.5%、9.0% で最大と
なった者はいなかった。各被検者の最大平均パワ
ーと最も相関が高かったのは至適負荷 90% で測
定した平均パワー（r=0.973）であり、体重に基づ
く負荷設定での測定値は相関が低かった（r=0.868-
0.888）。以上より、アネロビックキャパシティを推
定するための負荷は体重でなく瞬間最大パワー発
揮至適負荷に基づくことが望ましいと示唆された。

３．まとめ
　本研究から得られた示唆に基づき、FC 実施方
法の改善を図っていく。

（文責　松林　武生）

研究代表者　松林武生（スポーツ科学部）
メンバー　　袴田智子、稲葉優希、山本真帆、大伴茉奈、亀田麻依、今若太郎、斎藤辰哉、飯塚哲司、図子あまね
　　　　　　（以上、スポーツ科学部）
外部協力者　石井泰光（京都先端科学大学）、大沼勇人（関西福祉大学）



研究代表者　山辺芳（スポーツ科学部）
メンバー　　鈴木功士（スポーツ科学部）
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8.　粒子画像流速測定法による競技用低抵抗ウエア表面の流体挙動の可視化

1. 背景・目的
　スポーツは空気中や水中で行われるため流体の
影響を受ける。千分の一秒を競う競技スポーツに
おいては、競技用ウエアの違いが勝敗を左右する
ことさえあり、競技用ウエアの低抵抗性能が競技
成績に及ぼす影響は大きい。
　本研究は競技用ウエア表面の幾何学的形状と流
体現象との関係を明らかにすることを目的とす
る。特に生地の伸張に由来する表面形状の変化が
流体力に及ぼす影響を、生地の幾何学的変化及び
その表面における流体の挙動の変化から明らかに
することを課題とした。

2．実施概要
（1）空力測定
　空力測定には JISS のゲッチンゲン式風洞実験
装置（高さ 3m ×幅 2.5m）とストレインゲージ式
6 分力計（日章電気社製 MMS-6498）を用いた。
なお、計測部周辺の風速分布は± 1.0% 以内、平
均乱れ度は 0.3% 以内であり、6 分力計のサンプリ
ングレートは 1000Hz とした。6 分力計の上面に
円柱（高さ 1000mm、直径 300mm）を取り付け
た。この円柱に 6 種類の筒状の生地（表 1）を縫
い目が風下になるように装着し、抗力を測定した。
表 1 に示す生地比率は、円柱の周囲長に対する生
地長である。風速 U は 10m/s ～ 20m/s の範囲で
1m/s ピッチで変化させた。測定した抗力 [N] を動
圧 [Pa] で除して抗力面積 SD[m2] を算出した（図
1）。結果から風速（レイノルズ数）の増大に伴い
抗力が減少する現象（ドラッグクライシス）が確
認された。生地によりドラッグクライシスが発生
する風速（臨界レイノルズ数）は異なった。円柱
の臨界レイノルズ数は表面が粗いほど低下する
(Achenbach 1971）。本実験では、生地比率を小さ
くすることでディンプルの幅やメッシュの編目が
広がり、表面粗さが増し、臨界レイノルズ数が低
下すると考えた。しかし、生地 A は生地比率を大
きくすることで臨界レイノルズ数が低下した。し
たがって、生地 A は生地比率を小さくすることで
表面粗さが低下したものと推察する。生地比率と
表面粗さの関係は今後報告する。

（2）PIV（Particle Image Velocimetry: 粒 子 画 像
流速測定法）
　PIV 計測は、煙発生装置からオイル微粒子を
発生させ、粒子画像の撮影にはハイスピードカ
メラ（Vision Research 社製 Phantom v1212）、シ
ート光源には連続発振レーザー（カトウ光研社
製 PIV Laser G8000）を用い、サンプリング周波
数 4000Hz で 1 秒間撮影した。風洞装置の噴出口
に設置された円柱（直径 300mm）に 6 種類の筒
状の生地（表）を縫い目が風下になるように装着
した。気流速度は 10m/s ～ 20m/s の範囲で 1m/
s ピッチで変化させた。取得した画像の解析には
FlowExpert( カトウ光研株式会社 ) を用いた。解
析結果（流線の時間平均値）の一部を図2、3に示す。
生地 C は風速 13m/s において生地比率を小さく
することで剥離位置が後退した。これは生地比率
を小さくすることで表面粗さが増し、乱流へ遷移
したと考えられる。各生地の臨界現象と剥離位置
の関係は今後報告する。

（文責　山辺　芳）

表　生地一覧

図 1　空力測定結果

図 2　No.5（生地比率 0.90）風速 13m/s の流線

図 3　No.6（生地比率 0.80）風速 13m/s の流線
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1. 概要
　スポーツ科学における動画像の分析は、人的リ
ソースを割く作業である。近年、機械学習の手法
の一つであるディープラーニング（Deep learning 
:DL）による動画像の認識性能が向上し、スポー
ツ科学における分析作業への応用が期待できる。
JISS では、2017 年度からラケット系スポーツの
ゲーム分析、2019 年度から筋形態解析への DL を
使った半自動分析法の研究開発に取り組んでい
る。2020 年度は 2019 年度までの成果をうけて精
度の向上及び運用法の検討と改善を行った。

2. ラケット系種目におけるゲーム分析
　DL によるラケット系種目の映像の半自動分析
システムは、NF（卓球とバドミントン）で実際
に活用されている。そこで 2020 年度は、分析作
業の更なる効率化のために専用サーバへのアップ
ロードによる自動分析の運用方法と JISS nx との
統合について検討した。JISS nx との統合ではア
ップロードした映像を AI によって分析する機能
の実装と、分析結果を使った効率的な視聴法の検
討を行った。

3. 筋形態解析
　JISS で行われている筋形態解析は FC の一項目
で、MRI 装置で撮像した体幹部と大腿部の横断
面像から筋や脂肪の横断面積を計測するものであ
る。現状の分析作業では、JISS のスタッフが専用
システムを使って筋や脂肪などの構成部位の境界
を手作業でトレースし、各部位へ名称を割り当て
る作業が行われている。
　画像を領域ごとに分割する課題を領域分割

（Semantic Segmentation）といい、DL を使った
方法が盛んに研究されている。JISS では 2019 年
度から DL による領域分割を筋形態解析に適用し、
JISS スタッフが行っている作業の省人化を目的と
して研究開発を行っている。2020 年度は分析精度
の向上と、現行の筋形態解析システムへの DL に
よる分析機能の組み込みを行った。
　分析精度の向上では、使用する DL モデルを
2019 年度の Pix2Pix から DeepLabV3+ へ変更し、
筋形態解析へ適用した。MRI 画像とスタッフの手
作業によるトレース結果のセットを教師データと
してモデルを学習し、新たな MRI 画像が入力さ

れた際に、構成要素を自動で領域分割し、トレー
ス結果が出力されるようにした。図１にスタッフ
と DL モデルによるトレース結果の比較の一例を
示した。DL モデルによるトレース結果の面積の
誤差は、全ての筋の平均値では大腿と体幹でそれ
ぞれ、2.9％と 2.8％であった。しかし、筋によっ
て誤差にバラツキがあり、今後の課題となった。
　現行で使用されている筋形態解析システムへ
の、DL による自動分析機能の追加を行った（図 2）。
MRI 画像を読み込んで「AI トレース」ボタンを
クリックすると、開発した DL モデルによる分析
が実行され、トレース作業と筋名割り当てが自動
で行われる。AI による分析結果には誤りが含ま
れていることから、スタッフによる修正が行われ
る。この修正作業は、スタッフが全ての作業を行
うより時間が短いことから、作業時間の短縮や省
人化が期待できる。

4. 今後の課題
　2021 年度以降、FC での試験導入を経て、運用
フローを作成、実運用を目指す。

（文責　松本　実）

研究代表者　尾崎宏樹（スポーツ科学部）
メンバー　　松本実、三浦智和、清水潤、森直樹、（スポーツ科学部）、横澤俊治、安藤良介（スポーツ研究部）、
　　　　　　髙橋英幸（筑波大学）
外部協力者　飯塚太郎（日本バドミントン協会）

図 1　トレース結果の一例。JISS のスタッフがトレースし
　　　た境界線（青線）と AI がトレースした境界線（黄色線）
　　　がほぼ一致している。

図 2　筋形態システムの操作画面

❹　開発

1.　機械学習を用いた半自動画像解析プログラムの活用のためのシステム構築



❺　課題研究

1.  目的・背景
　JISS では、将来的に競技研究・特別 PJ 研究・基盤研究につながる小規模な萌芽的研究として課題研
究を設けている。原則として、研究期間は 1 年であり、JISS に設置してある施設・設備・機器・装置
等を活用して実施できる研究である。課題研究の実施を希望する研究員は企画提案書を提出し、研究事
業部会で審議がなされた後に研究費が配分される。2020 年度は以下の 4 件の研究を実施した。

2. 実施概要

研 究 課 題 名 研究代表者

画像認識モデルの特徴量を活用した映像からのタイミング情報の抽出法の検討 松本　　実（科学部）

スポーツクライミング（リード種目）におけるデータ可視化手法の検討及びアプリケーション
の開発 中川　みのり（科学部）

JISSが提供する映像システムの効果的利用に関する探索的研究 永尾　雄一（科学部）

競技の発展とパフォーマンスの相関性に関する研究Ⅱ 新名　佐知子（研究部）

（文責　スポーツ研究部事業推進課）
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❻　科学研究費助成事業

1.  目的・背景
　JISS では、内部の研究費以外に科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費
補助金を積極的に獲得するよう努めている。
　2020 年度は、以下の 50 件（内、新規 10 件、継続 17 件、延長 7 件、分担 16 件）の研究を実施した。

2. 実施概要

区　分 研　究　課　題　名 研究員名

挑戦的研究
（萌芽）

生体深部組織へ適用可能なリン酸化合物定量システムの開発：大腰筋
の質的特性の解明 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (B) 運動後の筋グリコーゲン回復に影響を及ぼす要因の解明：効果的な栄
養戦略立案に向けて 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (C) 唾液中の時計遺伝子を用いた新コンディション評価 清水　和弘（研究部）

基盤研究 (C) 女性アスリートのための新たな月経教育プログラムの探索 鈴木　なつ未（研究部）

基盤研究 (C) 陸上競技短距離選手に対する高地 /低酸素トレーニングの有用性の解
明 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C) 持久系競技者に有効な低酸素スプリントトレーニング法の開発 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C) 女性アスリートの暑熱対策 中村　真理子（科学部）

基盤研究 (C) 障がい者アスリートのエネルギー必要量推定方法の構築 元永　恵子（研究部）

基盤研究 (C) スキージャンプ女性選手の踏み切り動作における空気力学的特徴 山辺　芳（科学部）

基盤研究 (C) 身体運動における座標値および速度に関する最新計測デバイスの精度
と適用範囲の検証 横澤　俊治（研究部）

若手研究 (B) アスリートの時計遺伝子発現リズムの違いが運動・認知パフォーマン
スに及ぼす影響 安藤　加里菜（研究部）

若手研究 (B) 集団のダイナミクスを活性化するメンタルトレーニングプログラムの
確立 江田　香織（メディカル）

若手研究 (B) アトピー性皮膚炎の症状改善に対する運動効果の検討 枝　伸彦（研究部）

若手研究 動作解析と試合分析を組み合わせたバスケットボールのシュート成功
率向上のための研究 稲葉　優希（科学部）

若手研究 アスリートのパフォーマンスを向上させる睡眠についての研究 星川　雅子（研究部）

若手研究 トップアスリートの跳躍パフォーマンス評価と個別性トレーニング方
法の検証 山下　大地（科学部）

若手研究 アスリートの運動時における脳内神経基盤ネットワークの解明 赤澤　暢彦（研究部）

若手研究 獲得時期の違いによるコツ獲得体験の役割とその特徴 浅野　友之（メディカル）



区　分 研　究　課　題　名 研究員名

若手研究 　筋硬度と運動パフォーマンスの関係	- 新たな介入法による検討 - 安藤　良介（研究部）

若手研究 　高校ラグビー選手の脳振盪予防と管理の関連要因検証 大伴　茉奈（科学部）

若手研究 　イップスの実態把握および治療モデルの構築 栗林　千聡（メディカル）

若手研究
	運動前飲料摂取が運動時の脱水予防および運動パフォーマンスに及ぼ　					
　す影響

斎藤　辰哉（科学部）

若手研究
　プレッシャー下の運動パフォーマンス－「あがり」のみを前提としな　
　いモデルの構築－

佐々木　丈予（研究部）

若手研究
　シットスキー選手のスポーツ傷害予防と競技力向上のためのバイオメカ
　ニクス的研究

笹代　純平（メディカル）

若手研究 　軽度な高気圧酸素を使用した高強度運動後のリカバリー方法の検討 竹村　藍（研究部）

若手研究
　屋外暑熱環境下における最適な身体冷却法の探索的研究－輻射熱に着目
　して－

内藤　貴司（研究部）

若手研究 　大規模データを用いたウエイトリフティングの優れた挙上技術の探索 長尾　秀行（研究部）

研究活動
スタート支援 　動脈血酸素飽和度を用いた至適な低酸素トレーニングプログラムの開発 笠井　信一（研究部）

研究活動
スタート支援

　鑑賞者の評価を考慮した舞踊運動における個人差の意義の実証：運動・
　印象の分析から

河野　由（研究部）

研究活動
スタート支援

　筋グリコーゲン量の急速な減少・回復の繰り返しを強調した持久性トレ
　ーニングの効果

小島　千尋（研究部）

研究活動
スタート支援

　女性アスリートのリバウンドジャンプを用いた筋力・パワーアセスメン
ト法の開発

図子　あまね（科学部）

研究活動
スタート支援 　軽度な高気圧酸素の環境を利用した免疫機能の向上方法の検討 竹村　藍（研究部）

研究活動
スタート支援 　男女の身体的特徴の違いが平泳ぎキック動作に与える影響 松田　有司（研究部）

研究活動
スタート支援

　筋肥大応答のバラツキに関連する因子の探索：たんぱく質摂取量に着目
　して

安田　純（メディカル）

挑戦的研究（萌芽）
（分担者） 　運動時の呼吸をシミュレートした新しい呼吸筋トレーニングの開発 鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (B)
（分担者）

　サルコペニアの早期発見バイオマーカーの探索と新しいトレーニング
　評価技術の確立

近藤　衣美（メディカル）

基盤研究 (C)
（分担者）

　卓球サービスにおける優れたフェイント動作：レシーバーの視線と動き
　に着目して

稲葉　優希（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

　スポーツ種目別・練習形態別の衝撃度実験によるスポーツフロアの性能
　劣化指標の構築

勝田　隆（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

　筋の活動・活動様式を考慮した呼吸筋のウォーミングアップ・トレーニ
　ングに関する研究

鈴木　康弘（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 　全身運動時における筋活動・脱酸素化の筋内・筋間不均一性の左右差 髙橋　英幸（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者）

　組織温度の変化に起因したグリコーゲン代謝調節機構の解明とその実践
　的応用方法の検討

髙橋　英幸（研究部）
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区 分 研 究 課 題 名 研究員名

基盤研究 (C)
（分担者） 審判員に対するストレスマネジメントプログラムの開発と評価 立谷　泰久（メディカル）

基盤研究 (C)
（分担者） 審判員における心理診断システムの構築と有効性の評価 立谷　泰久（メディカル）

基盤研究 (C)
（分担者）

夜型生活リズムを有する幼児の時計遺伝子タイプ特性と、身体活動によるリ
ズム是正 安藤　啓（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者） 熱中症予防に役立つ唾液を用いた評価方法の検討 枝　伸彦（研究部）

基盤研究 (C)
（分担者） 柔道事故防止に資する「片手打ち後ろ受身」の検証 亀田　麻依（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者） 高齢者の長期間水中運動の実践とトレーニング効果に関する研究 斎藤　辰哉（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者） タンデム自転車エルゴメータを用いた受動動作による末梢及び中枢血流応答 斎藤　辰哉（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者）

メンタルヘルス改善を目的とした運動介入によるロコモティブシンドローム
予防の検討 斎藤　辰哉（科学部）

基盤研究 (C)
（分担者） プレッシャー下でのパフォーマンス - 意思決定を含めた包括的理解 - 佐々木　丈予（研究部）

（文責　スポーツ研究部事業推進課）



1.  目的・背景
　JISS では、内部の研究費や科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費
補助金以外に、民間団体の研究助成金等外部研究資金を積極的に獲得するよう努めている。
　2020 年度は、以下のとおり JISS として 1 件、個人として 3 件の研究を実施した。

2. 実施概要
　　〈JISS〉

❼　民間団体研究助成金等

　　　　　　　　　　　　　研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名

運動の個人差に含まれる芸術的要素の特定：バレエにおける下肢挙上動作の
分析から 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団

〈個人（研究助成）〉

　　　　　　研　究　テ　ー　マ　 助	 成	 団	 体	 名 研		究		員		名

投球速度の変化に応じた関節間の協調関係 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 木村　新（研究部）

技能継承システム開発に向けた関節間の協調関係
に関わる技能の形式化 公益財団法人立石科学技術振興財団 木村　新（研究部）

エネルギーおよびたんぱく質摂取の交互作用がレ
ジスタンストレーニングによる筋肥大へ及ぼす影
響：システマティックレビューおよびメタ分析

やずや食と健康研究所 安田　純（メディカル）

（文責　スポーツ研究部事業推進課）
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❶　大学との連携協定

（2）国内外の研究機関等との連携強化

1. 連携協定の趣旨　
　「スポーツ基本法」及び「スポーツ基本計画」の趣
旨に則り、大学や海外機関等と JSC が有する人的・
知的資源の交流と物的資源の活用を図り、相互に連
携及び協力することで、日本のスポーツ振興及びス
ポーツ医・科学等の発展に貢献することを目的とし、
連携協定を締結している。
　連携協定を締結している関係団体のうち、大学は
次のとおりである。
　国立大学法人 鹿屋体育大学　
　学校法人朴沢学園 仙台大学
　学校法人 早稲田大学
　国立大学法人 筑波大学
　国立大学法人 東京医科歯科大学
　学校法人 日本体育大学
　国立大学法人 大阪大学
　国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学
　学校法人浪商学園 大阪体育大学
　国立大学法人 東京大学
　学校法人 朝日大学
　学校法人 立命館大学大学院 スポーツ健康科学研究科
　学校法人順天堂 順天堂大学
　※締結日順（2021 年 3 月 24 日現在）

2. 新たな連携協定の締結
（1）国立大学法人 筑波大学
　　　※連携大学院の教育研究に係る協定
　HPSC におけるスポーツ医・科学機能を中心とし
て、筑波大学大学院の一層の充実、学生の資質向上
の場とするとともに、相互の研究交流を促進し、も
って、日本のスポーツ科学の発展に寄与するため、
既に締結している連携協定を踏まえ新たに締結した
ものである。
　筑波大学と HPSC の JISS が中心となって、筑波大
学東京キャンパスに設置されているスポーツウエル
ネス学学位プログラム（博士前期・後期課程）にお
いて、高度職業人養成等の人材育成にあたるととも
に、相互の研究交流を促進し、我が国におけるスポ
ーツ科学の発展に寄与することを目指す。具体的に
は、HPSC の研究者が筑波大学の連携大学院方式に
おける連携教員に就任し、HPSC の施設・設備を活
用しながら、筑波大学の教員との連携により学生の
研究指導にあたる予定である。

（2）学校法人順天堂 順天堂大学
   　   ※包括連携協定
　JSC と順天堂大学相互の人的、知的資源の交流と
物的資源の活用を図り、相互に連携・協力すること
により、我が国におけるスポーツの推進、スポーツ医・
科学研究等の発展に資するとともに、スポーツにお
ける好循環に関わる先導的な役割を果たすことを目
的として、包括連携協定を締結したものである。
　JSC の主に HPSC と順天堂大学が、先進的なスポ
ーツ医・科学研究活動のための人材交流や、スポー
ツ医学面（研究・診療・実践）での連携・協力、相
互で有している施設・設備の有効活用による研究交
流等を促進し、我が国におけるスポーツ科学の発展
やスポーツを通じた人材育成に寄与することを目指
すものである。具体的には、HPSC と順天堂大学の
共同研究、順天堂大学との人事交流及び HPSC の施
設・設備の更なる利活用により、両組織の研究員が
連携し、研究・支援を発展・活性化させていくこと
などを予定している。

3. 連携協定に基づく具体的な取組
　国立大学法人東京大学との連携協定の具体的な取
組として東京大学スポーツ先端科学連携研究機構が
主催するパラスポーツシンポジウムに協力した。　
　「パラスポーツを通じた連携・協働の可能性を探る」
をテーマにしたパネルディスカッションでは、JISS
センター長の久木留が HPSC の取組を紹介するとと
もに、「パラスポーツ」をキーワードに連携する意義
やハイパフォーマンススポーツにおける取組の社会
への還元、共生社会の一助となる可能性と期待が論
じられた。

4. まとめ
　「スポーツ基本法」の理念に基づき、我が国のスポ
ーツ推進の中心的な役割を果たす独立行政法人とし
て、関係機関間の連携・協働に資することが求めら
れている。今後も大学等の関係機関との連携強化及
び具体的な取組を通じて、スポーツ医・科学研究等
の更なる発展を目指したい。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部）

写真 2　調印式（2021 年 3 月 24 日）

写真１　調印式（2020 年 12 月 4 日）
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❷　Total Conditioning Research Project

1. プロジェクトの趣旨　
　国際競技力の向上を図るためにコンディショニン
グを中心とした研究プロジェクトを実施し、そこで
得られた知見をアスリートのセルフコンディショニ
ングに関するガイドラインとして策定することを目
的に実施。本ガイドラインはトップアスリートに還
元し、国際競技力向上の一助とすることを狙いとす
る。さらに本プロジェクトの研究成果を 2020 年以
降の「ソフトレガシー」として、国民の健康維持・
増進に向けた啓発活動に応用するため、2016 年 11
月から「JSC ハイパフォーマンススポーツセンター
Total Conditioning Research Project」を大塚製薬株
式会社と共同で実施している。

2. 研究期間
　2016 年 11 月～ 2022 年 3 月予定
　※ COVID-19 感染拡大による影響等により研究期
間を 1 年間延長。

3. 主な研究課題等
　本プロジェクト開始以降、次の分類で研究課題を
設定し、研究機関との共同研究又は研究機関への委
託研究として実施している。

（1）指定課題研究（2020 年度 9 課題実施）
　　HPSC が指定する研究課題について、HPSC に
　　おける研究の実施又は HPSC と外部研究機関と
　　で行う共同研究。

（2） 領域指定研究（2020 年度 10 課題実施）
　　HPSC が指定する領域の研究を公募し、承認さ
　　れた応募課題に対して研究費を支給する。

（3）パイロットスタディ（2020 年度１課題実施）
　　研究データを現場に柔軟に還元できるモデルと
　　なる研究に対して研究費を支給する。
今後、各研究の成果及び各研究担当者の知見等を踏
まえ、下表のテーマ等に則り、2022 年春にガイドラ
インとして発行する予定である。

4. 説明会の実施
　ガイドラインの原稿執筆に係る説明のため、2020
年 7 月 30 日に各研究担当者向けのオンライン説明会
を実施した。
　説明会では、久木留 JISS センター長より本プロジ
ェクトの目指すべき方向性が示された。
　その後、清水和弘研究員より、ガイドラインの構成、
執筆要項及びスケジュール等を説明し、戦略部事業
推進課より事務手続き等に係る説明を行った。
　本説明会を通じて、今後のガイドラインの策定に
向けて各研究担当者との情報共有を図った。
　今後、説明会等の内容を踏まえ、各研究担当者によ
りガイドラインの原稿執筆が進められる予定である。

5. 各研究担当者へのヒアリングの実施
　各研究担当者における研究成果及びガイドライン
の執筆内容等について状況確認を行うため、大塚製
薬株式会社及び HPSC とが協働して、オンラインに
て個別にヒアリングを行った。
　当該進捗確認の結果を踏まえ、ガイドラインの構
成・内容について検討・調整を行った。

6. まとめ
　2021 年度にはガイドラインの策定作業が本格化す
る。研究の成果を効率的・効果的に普及できるよう
本プロジェクトを推進していきたい。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部 / スポーツ研究部）

コーチング 考え、分析できるアスリートになる
体調管理 コンディショニング評価法　等
メンタル メンタルトレーニング、心構えなど

トレーニング
実践的なトレーニング方法
トレーニング・競技の環境
スキルアップのコツ

リカバリー
栄養補給、減量
睡眠
物理療法

ジュニア

アスリート

トップアスリートへの道筋
ジュニア期のトレーニング
ジュニア期の食事

女性

アスリート

女性アスリートが抱える諸問題
女性アスリートのコンディショニング
女性アスリートの食事

パラ

アスリート

トップアスリートへの道筋
パラアスリートのコンディショニング
パラアスリートのトレーニング

表　ガイドライン記載予定の主要なテーマ

写真１　説明会の様子

写真２　説明会時の PC 画面
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1. 目的・背景
　JISS では、JISS 単独で実施するよりも時間的・経済的に有利であり、国際競技力向上のために優れ
た成果が得られると期待できる場合、外部団体と共同で研究を実施している。
　2020 年度は、以下の 5 件の共同研究を実施した。

2. 実施概要

研究課題名 共同研究相手　

自転車競技のトップアスリートを対象とした空気抵抗と出力パワーの関係に基づ
く最適フォームの検証 日本大学スポーツ科学部

空気抵抗下の自転車漕ぎ姿勢の最適化に関する研究 学校法人東海大学
株式会社計算力学研究センター

毛髪ストレスホルモン測定によるコンディショニング評価 国立大学法人筑波大学

空気抵抗を低減する自転車競技用スキンスーツの開発 デサントジャパン株式会社

暑熱環境下における体温調節応答およびコンディションに及ぼす超低温アイスス
ラリー摂取の影響 大正製薬株式会社

（文責　スポーツ研究部事業推進課）

❸　共同研究



1. 目的・背景
　HPSC は、スポーツ庁委託事業「ハイパフォーマンススポーツセンターの基盤整備」を受託しており、
ハイパフォーマンスに関する情報収集・分析、競技用具の機能向上のための技術等の開発、アスリー
トのパフォーマンスデータ等の一元化等を戦略的に行う体制として HPSC の機能を強化し、トップア
スリートに対するスポーツ医・科学、技術開発、情報などにより、多面的で高度な支援及びその基盤
となる研究の充実を図っている。
　スポーツ技術・開発では、我が国アスリートのメダル獲得の優位性を向上させるために、オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会で使用される競技用具等を開発している。

2. 実施概要
　本事業では、これまで平昌 2018 大会に向けた競技用具等を開発し、2020 年度は東京 2020 大会、北
京 2022 大会に向け、HPSC の機能及び知見・技術等を中心に開発する直轄型プロジェクトと、NF、大学・
研究機関、企業等の知見・技術等を中心に活用するプロジェクトを公募・選定して行う公募型プロジェ
クトを実施している。

　2020 年度のプロジェクトは、2019 年度からの継続プロジェクトのみであり、直轄型プロジェクトで
は、HPSC の知見等の活用により、公募型プロジェクトにおいては、HPSC の厳格な進捗管理等により、
以下の表の数のプロジェクトを推進した。また、HPSC では、プロジェクトに関連した特許を 3 件取
得した。

3. 実施体制
　直轄型プロジェクトでは、各プロジェクトに JISS の研究員を責任者（プロジェクトリーダー）とし
て配置し、各プロジェクトに配置された担当者と共に、NF、企業等と協業してプロジェクトを推進し
ている。
　公募型プロジェクトでは、各プロジェクトの進捗状況を、JISS の研究員が専門的な知見を基に助言
を行いながら各担当者により管理している。また、各担当者によるプロジェクト管理の全体を統括す
る責任者（チームリーダー）を配置して確実に開発を推進している。
　　　　　　　

（文責　機能強化ユニット技術・開発グループ及び事業推進課）

　区　　　分　　 プロジェクト数

直轄型プロジェクト 3

公募型プロジェクト 21
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（3）スポーツ技術・開発の実施　

写真　平昌 2018 大会に向けて開発したスキージャンプスーツの風洞実験（2017 年 8 月）

※対象競技・開発テーマ等は非公表
※公募型プロジェクト 21 件のうち 3 件は 2019 年度までに開発済みであり、2020 年度は使用中である。

スポーツ庁委託事業
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　HPSC におけるスポーツ科学・医学・情報に関する研究、研究の成果を活用した競技水準の向上の
ための支援等について、専門的見地からの意見又は助言等を得るため、外部専門家又は外部有識者に
対して「ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー」を委嘱している。
　2020 年度のハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザーは次のとおりである。

　　　　　　　

（文責　運営調整課） 

（1）ハイパフォーマンススポーツセンター　アドバイザー

外部評価10

ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー一覧（敬称略）

氏　　　名 所属等（2020 年度現在）

相澤　勝治 専修大学　教授

赤間　高雄 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

秋本　崇之 早稲田大学　教授

有賀　誠司 東海大学教授

枝川　宏 医療法人社団慈眼白山会　えだがわ眼科クリニック　理事長

大田　健 複十字病院　院長

笠原　政志 国際武道大学　教授

河合　純一 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会　委員長

川原　貴 一般社団法人大学スポーツ協会　副会長

久保	潤二郎 平成国際大学スポーツ健康学部　教授

河野　一郎 一般社団法人日本スポーツフェアネス推進機構　代表理事

杉田　正明 日本体育大学体育学部　教授

鈴木　　岳 株式会社	R-body	project	代表取締役

谷川　　聡 筑波大学　准教授

寺田　　新 東京大学大学院総合文化研究科　准教授

友添　秀則 公益財団法人日本学校体育研究連合会　会長

平松　竜司 東京大学大学院農学生命科学研究科　助教

広瀬　統一 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

福井　　烈 公益財団法人日本オリンピック委員会　専務理事

松原　正男 Menicon	International	Specisalty	Lens	Research	Center	　所長

宮本　直和 順天堂大学スポーツ健康科学部　先任准教授

森泉		貴博 コナミスポーツ体操競技部　ヘッドコーチ

山下　泰裕 公益財団法人日本オリンピック委員会　会長
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　HPSC は、国際競技力向上のための取組に関する評価について審議するため、外部有識者による「ハ
イパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会」を設置している。
　2020 年度事業の業績評価委員は次のとおりである。

  ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員一覧（敬称略）

氏　　　名 所属等（2020 年度現在）

上村　春樹 公益財団法人講道館　館長

尾縣　　貢 筑波大学　教授

佐野　慎輔 尚美学園大学　教授

柳下　和慶 東京医科歯科大学スポーツ医歯学診療センター　センター長

山本　正嘉 鹿屋体育大学　教授

雪下　岳彦 順天堂大学医学部　病院管理学　医師・医学博士

（2）ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会

（文責　運営調整課）
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　JISS は、人を対象とするスポーツ医・科学研究が、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
（平成 26 年文部科学省・厚生労働省告示第 3 号。）に則しているかを科学的立場及び倫理的立場から審
査するため、外部有識者と JISS 研究員で構成する「倫理審査委員会」を設置している。
　2020 年度の倫理審査委員は、次のとおりである。

　（文責　スポーツ研究部事業推進課）

国立スポーツ科学センター倫理審査委員一覧（敬称略）

◎委員長

氏　　　名 所属等（2020 年度現在）

竹村　瑞穂 日本福祉大学 准教授

藤谷　博人 聖マリアンナ医科大学スポーツ医学講座　教授

望月　浩一郎 虎ノ門協同法律事務所 弁護士

石毛　勇介 JISS	副センター長、スポーツ科学部主任研究員

　 　◎奥脇　　透　 JISS副センター長、スポーツメディカルセンター長

蒲原　一之 JISSスポーツメディカルセンター副主任研究員

星川　雅子 JISSスポーツ研究部副主任研究員

（3）国立スポーツ科学センター倫理審査委員会



　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

陸上競技

オリ
利用日数 (日 ) 8 4 30 31 31 29 31 30 31 30 27 31 313 

利用者数 (人 ) 176 17 235 794 718 654 538 527 637 434 250 327 5,307 

パ
ラ

陸
上
利用日数 (日 ) 6 0 8 31 27 24 28 21 22 20 2 10 199 

利用者数 (人 ) 34 0 29 210 225 186 171 79 129 78 4 32 1,177 
ブ
ラ
イ
ン
ド

利用日数 (日 ) 1 0 1 2 1 5 3 2 4 3 2 3 27 

利用者数 (人 ) 2 0 2 7 4 28 12 7 15 9 5 8 99 

テニス
オリ

利用日数 (日 ) 6 0 29 31 29 27 27 25 31 28 26 31 290 

利用者数 (人 ) 30 0 280 465 341 256 310 411 660 367 228 252 3,600 

パラ
利用日数 (日 ) 3 0 14 22 17 18 13 23 27 22 20 29 208 

利用者数 (人 ) 3 0 40 74 46 74 34 69 172 87 65 82 746 

競泳 /水球

オリ
利用日数 (日 ) 0 2 0 0 13 15 14 20 16 26 26 29 161 

利用者数 (人 ) 0 4 0 0 25 63 329 476 364 447 672 510 2,890 

パ
ラ

身
体
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 58 0 0 0 0 0 0 0 58 

知
的
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 8 0 0 0 4 0 0 0 12 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 102 0 0 0 24 0 0 0 126 

アーティスティック
スイミング

利用日数 (日 ) 6 0 23 26 24 25 26 24 31 31 25 28 269 

利用者数 (人 ) 18 0 125 239 205 310 351 304 477 450 264 366 3,109 

新体操
利用日数 (日 ) 6 0 20 28 26 23 26 28 23 23 26 27 256 

利用者数 (人 ) 63 0 276 386 390 350 406 445 384 358 407 336 3,801 

トランポリン
利用日数 (日 ) 8 1 20 31 26 27 29 25 22 24 23 29 265 

利用者数 (人 ) 56 1 116 198 133 162 182 162 183 192 232 228 1,845 

ボクシング
利用日数 (日 ) 0 0 0 17 14 24 20 15 22 5 2 4 123 

利用者数 (人 ) 0 0 0 19 43 216 42 19 181 8 8 4 540 

バレーボール
利用日数 (日 ) 8 3 22 31 25 21 20 20 14 14 15 31 224 

利用者数 (人 ) 152 4 162 1,770 711 27 150 229 23 30 49 1,205 4,512 

体操競技
利用日数 (日 ) 9 2 27 31 31 30 31 30 23 31 26 29 300 

利用者数 (人 ) 89 2 109 305 297 132 303 226 143 201 222 282 2,311 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 0 0 2 3 9 5 13 25 29 30 27 31 174 

利用者数 (人 ) 0 0 2 6 244 5 37 670 153 40 230 390 1,777 

レスリング
利用日数 (日 ) 4 4 30 31 26 30 31 30 25 22 27 31 291 

利用者数 (人 ) 12 40 390 819 290 336 755 543 325 442 613 562 5,127 

ウエイト
リフティング

利用日数 (日 ) 7 1 26 27 26 25 27 25 25 24 24 27 264 

利用者数 (人 ) 65 2 211 299 272 221 296 321 276 243 255 334 2,795 

ハンドボール
利用日数 (日 ) 0 0 16 22 0 23 22 25 28 19 22 24 201 

利用者数 (人 ) 0 0 22 67 0 108 57 517 869 95 51 352 2,138 

柔道
利用日数 (日 ) 5 1 25 24 20 18 21 21 22 20 22 20 219 

利用者数 (人 ) 17 1 88 115 130 77 172 70 459 57 125 417 1,728 

バドミントン
利用日数 (日 ) 0 1 7 14 13 26 27 24 17 18 5 26 178 

利用者数 (人 ) 0 1 7 19 17 1,062 1,159 1,233 17 99 44 1,072 4,730 

競泳

オリ
利用日数 (日 ) 8 2 30 31 31 30 31 30 31 31 27 31 313 

利用者数 (人 ) 160 4 214 557 555 639 555 539 836 569 566 631 5,825 

パラ

身
体
利用日数 (日 ) 8 0 19 30 24 27 20 22 25 31 27 24 257 

利用者数 (人 ) 46 0 140 376 366 369 198 282 538 374 443 321 3,453 

知
的
利用日数 (日 ) 6 0 11 20 7 10 8 2 3 5 7 6 85 

利用者数 (人 ) 10 0 14 33 9 12 28 2 5 6 7 6 132 

卓球

オリ
利用日数 (日 ) 9 0 28 30 28 29 31 27 28 27 25 29 291 

利用者数 (人 ) 250 0 753 1,048 1,120 1,055 1,077 972 605 463 620 435 8,398 

パラ

身
体
利用日数 (日 ) 0 0 0 10 6 4 11 10 11 13 6 17 88 

利用者数 (人 ) 0 0 0 19 35 37 96 103 142 122 53 144 751 

知
的
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 3 6 0 3 0 0 0 4 16 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 40 83 0 38 0 0 0 55 216 

フェンシング
オリ

利用日数 (日 ) 5 2 24 24 22 23 20 23 27 21 23 26 240 

利用者数 (人 ) 25 6 996 856 1,189 1,463 947 946 854 1,019 1,109 805 10,215 

パラ
利用日数 (日 ) 0 0 0 6 13 10 19 17 16 14 16 16 127 

利用者数 (人 ) 0 0 0 7 8 8 9 9 9 9 10 10 79 

射撃
オリ

利用日数 (日 ) 8 2 29 31 28 30 31 30 25 27 27 31 299 

利用者数 (人 ) 47 2 177 330 316 361 406 436 468 494 482 572 4,091 

パラ
利用日数 (日 ) 2 0 5 15 17 17 23 18 17 31 28 31 204 

利用者数 (人 ) 3 0 7 28 21 26 46 27 41 32 40 49 320 

アーチェリー
オリ

利用日数 (日 ) 9 2 30 31 28 27 28 26 30 28 27 31 297 

利用者数 (人 ) 73 20 334 389 326 316 309 256 316 295 410 409 3,453 

パラ
利用日数 (日 ) 0 0 0 20 22 24 22 20 21 14 22 19 184 

利用者数 (人 ) 0 0 0 27 48 42 62 33 51 37 75 56 431 

1. 専用練習場
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ハイパフォーマンススポーツセンター利用状況11
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　区分　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

サッカー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バレーボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 3 14 

利用者数 (人 ) 0 0 0 385 0 0 0 0 0 0 0 90 475 

新体操
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 2 22 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 450 0 0 0 40 490 

卓球
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

フェンシング
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ラグビーフットボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

テコンドー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

パラバドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 26 0 0 0 0 0 0 0 26 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 181 0 0 0 0 0 0 0 181 

アーティスティック
スイミング

利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

サッカー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バスケットボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ハンドボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

卓球
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

フェンシング
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

テコンドー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

パラバドミントン
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 14 16 15 4 19 27 26 121 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 106 167 148 46 186 362 303 1,318 

ボッチャ
利用日数 (日 ) 0 0 0 8 0 3 7 6 3 0 4 0 31 

利用者数 (人 ) 0 0 0 26 0 12 26 23 12 0 16 0 115 

ゴールボール男子
利用日数 (日 ) 0 0 1 0 0 1 5 9 15 19 12 20 82 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 15 26 79 147 180 144 232 823 

ゴールボール女子
利用日数 (日 ) 0 0 14 14 19 17 15 9 15 19 12 20 154 

利用者数 (人 ) 0 0 143 107 291 267 263 122 218 249 209 389 2,258 

パラ・パワーリフティング
利用日数 (日 ) 0 0 0 2 3 5 1 5 4 2 2 0 24 

利用者数 (人 ) 0 0 0 10 9 20 11 40 38 12 19 0 159 

パラテコンドー
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

パラバレーボール
利用日数 (日 ) 0 0 2 0 0 0 0 3 2 0 0 0 7 

利用者数 (人 ) 0 0 31 0 0 0 0 51 33 0 0 0 115 

男子車いすバスケットボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 7 7 0 0 0 7 7 28 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 168 168 0 0 0 185 185 706 

2. 共用コート

区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

小
計

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用日数 (日) 67 19 277 347 313 348 365 367 359 345 323 398 3,528 

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用者数 (人) 717 72 2,094 5,792 4,251 4,267 5,304 6,308 5,491 3,637 3,724 6,759 48,416 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 678 72 2,023 5,501 3,816 3,979 5,087 6,153 5,151 3,463 3,650 6,637 46,210 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 39 0 71 291 435 288 217 155 340 174 74 122 2,206 

イースト利用日数 (日 ) 39 8 141 147 137 139 141 136 141 138 130 148 1,445 

イースト利用者数 (人 ) 614 32 2,635 3,670 4,033 4,411 3,733 3,643 3,865 3,420 3,815 3,493 37,364 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 555 32 2,474 3,180 3,506 3,834 3,294 3,149 3,079 2,840 3,187 2,852 31,982 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 59 0 161 490 527 577 439 494 786 580 628 641 5,382 

利用日数総計（日） 106 27 418 494 450 487 506 503 500 483 453 546 4,973 

利用者数合計（人） 1,331 104 4,729 9,462 8,284 8,678 9,037 9,951 9,356 7,057 7,539 10,252 85,780 

内 )オリ利用者数 (人 ) 1,233 104 4,497 8,681 7,322 7,813 8,381 9,302 8,230 6,303 6,837 9,489 78,192 

内 )パラ利用者数 (人 ) 98 0 232 781 962 865 656 649 1,126 754 702 763 7,588 

味
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（a）競技別

※陸上競技：陸上トレーニング場　テニス：屋内テニスコート（ハード及びレッドクレイコート）
※オリ・パラ各 NF から報告のあった日数のうち、多い方を集計。（ex.10 月にオリ利用 28 日、パラ利用 5 日の場合、その月の利用数は 28 日）



　区分		　　　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

ハイパフォーマンス
ジム

利用日数 (日 ) 7 0 17 30 31 29 31 30 29 28 27 30 289 

利用人数 (人 ) 83 0 143 734 621 946 935 1,123 820 674 614 863 7,556 

　内 )オリ利用人数 78 0 139 667 567 832 831 1,046 728 580 565 788 6,821 

　内 )パラ利用人数 5 0 4 67 54 114 104 77 92 94 49 75 735 

うち、低酸素
トレーニング室

利用日数 (日 ) 3 0 1 23 25 28 11 21 19 24 22 19 196 

利用人数 (人 ) 4 0 1 60 79 85 32 64 68 51 44 34 522 

トレーニング
体育館

利用日数 (日 ) 8 0 26 31 31 30 31 30 28 28 27 31 301 

利用人数 (人 ) 127 0 302 955 829 1,086 1,314 1,358 1,114 1,088 854 1,096 10,123 

　内 )オリ利用人数 110 0 279 876 715 971 1,201 1,259 1,014 996 796 1,010 9,227 

　内 )パラ利用人数 17 0 23 79 114 115 113 99 100 92 58 86 896 

利用日数 (日 ) 7 0 27 31 31 30 31 30 28 28 27 31 301 

利用人数 (人 ) 114 0 322 719 849 855 918 593 590 758 733 757 7,208 

　内 )オリ利用人数 71 0 244 497 561 573 577 374 336 413 399 337 4,382 

　内 )パラ利用人数 43 0 78 222 288 282 341 219 254 345 334 420 2,826 

利用人数合計 (人 ) 241 0 624 1,674 1,678 1,941 2,232 1,951 1,704 1,846 1,587 1,853 17,331 

利用人数総合計 (人 ) 324 0 767 2,408 2,299 2,887 3,167 3,074 2,524 2,520 2,201 2,716 24,887 

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

味の素NTC・ウエスト 利用日数 (日 ) 0 0 0 11 26 0 0 20 0 0 0 5 62 

A 利用日数 (日 ) 0 0 14 23 19 20 26 27 29 38 28 40 264 

B 利用日数 (日 ) 0 0 2 0 0 7 1 2 8 5 10 3 38 

C 利用日数 (日 ) 0 0 1 11 10 22 23 11 8 15 19 26 146 

D 利用日数 (日 ) 0 0 0 11 9 22 25 33 11 10 14 19 154 

小計 イースト利用日数 (日 ) 0 0 17 45 38 71 75 73 56 68 71 88 602 

利用日数総計（日） 0 0 17 56 64 71 75 93 56 68 71 93 664 

（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート

（3）屋外テニスコート
　①年間利用

5. その他屋外施設

（b）コート別

※味の素 NTC・ウエストは申請数。

※研究利用は除く。

3. ハイパフォーマンスジム、低酸素トレーニング室、トレーニング体育館

4.JISS 競泳プール（一般利用：水泳教室）
　区分							　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

専用利用
(１日 )

利用日数 (日 ) 0 0 0 2 4 7 3 7 5 5 1 2 36 

試合数 (試合 ) 0 0 0 2 4 8 5 11 10 8 2 5 55 

総入場者数 (人 ) 0 0 0 151 2,300 4,285 1,601 8,018 6,535 1,221 80 500 24,691 

有料入場者数 (人 ) 0 0 0 0 1,643 3,773 867 6,505 237 0 0 0 13,025 

専用利用
(時間 )

利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

利用時間 (時間 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 42 

利用人数合計 (人 ) 0 0 0 151 2,300 4,285 1,601 8,018 6,535 1,221 80 542 24,733 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 0 0 3 26 25 26 27 24 20 22 25 29 227 

利用時間 (時間 ) 0 0 3 176 199 225 215 229 182 202 245 265 1,941 

利用人数 (人 )
ＮＦ 0 0 6 14 12 16 20 22 108 9 16 21 244 

一般 0 0 0 1,552 1,810 2,128 1,883 2,033 1,621 1,642 2,070 2,367 17,106 

利用人数合計 (人 ) 0 0 6 1,566 1,822 2,144 1,903 2,055 1,729 1,651 2,086 2,388 17,350 

　区分					　　　　　　　　　　　　　　 　　月　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 0 0 20 29 29 29 29 28 25 25 25 29 268 

利用人数 (人 ) 0 0 2,441 3,461 3,910 3,594 3,601 3,816 3,493 3,419 3,659 3,956 35,350 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

女子車いすバスケットボール
利用日数 (日 ) 0 0 0 4 0 6 11 8 6 6 0 10 51 

利用人数 (人 ) 0 0 0 44 0 138 129 192 144 110 0 230 987 

車いすラグビー
利用日数 (日 ) 0 0 0 7 7 7 7 10 7 3 7 5 60 

利用人数 (人 ) 0 0 0 154 154 154 168 253 175 82 154 191 1,485 

小
計

ウエスト利用日数 (日 ) 0 0 0 11 26 0 0 20 0 0 0 5 62 

ウエスト利用人数 (人 ) 0 0 0 385 181 0 0 450 0 0 0 130 1,146 

イースト利用日数 (日 ) 0 0 17 35 29 60 69 65 56 68 71 88 558 

イースト利用人数 (人 ) 0 0 174 341 454 880 958 908 813 819 1,089 1,530 7,966 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 0 0 174 341 454 880 958 908 813 819 1,089 1,530 7,966 

利用日数総計（日） 0 0 17 46 55 60 69 85 56 68 71 93 620 

利用人数総合計（人） 0 0 174 726 635 880 958 1,358 813 819 1,089 1,660 9,112 
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（1）JISS

（2）味の素 NTC・イースト

6. 戸田艇庫

7. 研修室・特別会議室等

　区分　　　　　 　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

②ビジター利用

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均 ( 艇 )/
合計 ( 人 )

艇庫 (艇 )

エイト 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8.0 

フォア 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43.0 

スカル 91 91 91 91 90 90 89 89 89 89 89 89 89.8 

その他 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 3.5 

合計 (艇 ) 145 145 145 145 144 144 144 144 144 144 144 144 144.3 

合宿室 (人 )

一般 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

大学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

高校生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合宿利用人数合計 (人 ) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

トレーニング
ルーム

利用日数 (日 ) 8 12 29 24 27 23 25 27 18 28 28 28 277 

利用人数 (人 ) 39 22 202 218 213 204 203 750 576 1,121 1,001 723 5,272 

　区分　　　　　　　　　　 　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室Ａ
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 5 5 4 3 8 3 0 0 28 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 76 100 52 60 215 80 0 0 583 

研修室Ｂ
利用日数 (日 ) 0 0 0 1 2 7 1 3 5 3 0 1 23 

利用者数 (人 ) 0 0 0 8 40 124 10 60 105 60 0 8 415 

特別会議室
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数合計 (人 ) 0 0 0 8 116 224 62 120 320 140 0 8 998 

※研修室ＡＢ結合しての利用人数は、研修室Ａにカウント。
※本表の数字（データ）は、部外者による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

※本表の数字（データ）は、NF による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

会議室Ａ
利用日数 (日 ) 0 0 2 8 7 9 8 3 12 6 14 5 74 

利用人数 (人 ) 0 0 18 84 74 84 88 50 145 65 88 51 747 

会議室Ｂ
利用日数 (日 ) 0 0 0 3 7 3 1 3 13 1 3 0 34 

利用人数 (人 ) 0 0 0 36 60 22 8 28 132 10 36 0 332 

会議室Ｃ
利用日数 (日 ) 0 0 1 3 11 8 6 6 11 2 3 4 55 

利用人数 (人 ) 0 0 15 27 98 102 42 50 129 16 33 40 552 

ミーティングルーム１
利用日数 (日 ) 1 0 0 2 1 2 3 4 6 2 2 3 26 

利用人数 (人 ) 15 0 0 4 5 10 9 20 32 6 6 9 116 

ミーティングルーム２
利用日数 (日 ) 0 0 1 1 0 2 0 2 11 2 6 0 25 

利用人数 (人 ) 0 0 3 3 0 11 0 3 39 6 33 0 98 

ミーティングルーム３
利用日数 (日 ) 0 0 0 1 0 4 0 3 8 2 4 0 22 

利用人数 (人 ) 0 0 0 2 0 15 0 12 31 10 22 0 92 

ミーティングルーム４
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 1 0 11 0 5 1 18 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 2 0 61 0 26 4 93 

ミーティングルーム５
利用日数 (日 ) 0 0 0 1 1 3 1 3 7 7 10 6 39 

利用人数 (人 ) 0 0 0 5 5 26 10 8 58 41 56 37 246 

ミーティングルーム６
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 8 5 20 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 42 16 44 48 150 

ミーティングルーム７
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ミーティングルーム８
利用日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数合計 (人 ) 15 0 36 161 242 270 159 171 669 170 344 189 2,426 



8. 託児室

9. 宿泊室

10. 栄養指導食堂、レストラン　等

（1）アスリートヴィレッジ

（2）アスリートヴィレッジ

（2）味の素 NTC・イースト

（3）味の素 NTC・イースト

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 0 0 0 1 4 2 0 0 0 0 0 0 7 

利用人数
保護者数 0 0 0 1 4 2 0 0 0 0 0 0 7 

託児数 0 0 0 1 5 2 0 0 0 0 0 0 8 

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数
保護者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

託児数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 8 5 30 31 31 30 31 30 31 31 27 31 316 

利用日数 (日 ) 8 0 26 31 31 30 31 30 31 31 26 31 306 

客室利用数 (室 ) 56 0 93 294 793 880 980 1,095 1,059 813 957 1,168 8,188 

客室利用人数 (人 ) 56 0 93 294 793 883 980 1,095 1,059 813 957 1,168 8,191 

　内 )オリ利用人数 (人 ) 48 0 93 282 573 648 846 1,086 882 801 878 1,156 7,293 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 8 0 0 12 220 207 117 0 158 0 59 9 790 

　内 )その他研究等 (人 ) 0 0 0 0 0 28 17 9 19 12 20 3 108 

客室稼働率 (％ ) 9.7% 0.0% 4.3% 13.2% 35.5% 40.7% 43.9% 50.7% 47.4% 36.4% 49.2% 52.3% 36.0%

宿泊人数稼働率 (％ ) 9.3% 0.0% 4.1% 12.6% 34.1% 39.2% 42.2% 48.7% 45.5% 35.0% 47.3% 50.2% 34.6%

　区分　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 10 4 30 31 31 30 31 30 31 31 27 31 317 

利用日数 (日 ) 9 4 30 31 31 30 31 30 31 31 27 31 316 

客室利用数 (室 ) 380 15 993 3,150 2,182 2,452 3,508 3,877 3,599 2,321 3,244 4,523 30,244 

客室利用人数 (人 ) 640 61 1,595 3,898 2,793 3,173 4,195 4,529 4,127 2,512 3,246 4,523 35,292 

　内 )オリ利用者数 (人 ) 640 61 1,565 3,758 2,649 2,800 3,870 4,264 3,589 2,333 2,956 4,250 32,735 

　内 )パラ利用人数 (人 ) 0 0 30 140 144 373 325 265 538 179 290 273 2,557 

客室稼働率 (％ ) 17.1% 1.7% 14.9% 45.8% 31.7% 36.8% 51.0% 58.2% 52.3% 33.7% 54.1% 65.7% 43.0%

宿泊人数稼働率 (％ ) 14.3% 3.4% 11.9% 28.1% 20.1% 23.6% 30.2% 33.7% 29.7% 18.1% 26.8% 32.6% 24.9%

　区分　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 (日 ) 8 5 30 31 31 30 31 30 31 31 27 31 316 

利用日数 (日 ) 7 0 26 31 31 30 31 30 31 31 26 31 305 

客室利用数 (室 ) 86 0 496 1,101 1,188 1,112 1,198 1,106 913 1,145 1,156 1,265 10,766 

客室利用者数 (人 ) 98 0 496 1,101 1,188 1,112 1,260 1,130 959 1,224 1,224 1,429 11,221 

　内 )オリ利用者数 (人 ) 72 0 278 602 541 553 505 396 412 385 472 424 4,640 

　内 )パラ利用者数 (人 ) 26 0 218 499 647 559 755 734 547 839 752 1,005 6,581 

客室稼働率 (％ ) 13.1% 0.0% 20.2% 43.3% 46.7% 45.2% 47.1% 45.0% 35.9% 45.0% 52.2% 49.8% 41.5%

宿泊人数稼働率 (％ ) 8.6% 0.0% 11.6% 24.8% 26.8% 25.9% 28.4% 26.3% 21.6% 27.6% 31.7% 32.2% 24.8%

（1）JISS

（1）JISS（栄養指導食堂レストラン「R3」）

（2）JISS（喫茶室「New Spirit」）

※宿泊人数稼働率は、和室に最大 3 名宿泊できるものとして計算した。（シングル 70 室、ツイン 1 室、和室 1 室）

※セットメニューには職員の利用も含む。

　区分　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 66 0 80 269 697 708 854 962 1,024 860 796 1,144 7,460 

昼食 (食 ) 100 0 77 474 936 1,205 1,337 1,492 1,369 1,209 1,055 1,468 10,722 

内 )アスリート食 (食 ) 67 0 77 389 758 962 1,024 1,219 1,112 952 907 1,238 8,705 

内 )セットメニュー (食 ) 33 0 0 85 178 243 313 273 257 257 148 230 2,017 

夕食 (食 ) 62 0 81 347 779 946 1,018 1,146 1,106 756 928 1,239 8,408 

内 )アスリート食 (食 ) 55 0 81 318 740 878 938 1,097 1,050 718 901 1,187 7,963 

内 )セットメニュー (食 ) 7 0 0 29 39 68 80 49 56 38 27 52 445 

合計 (食 ) 228 0 238 1,090 2,412 2,859 3,209 3,600 3,499 2,825 2,779 3,851 26,590 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用者数（人） 304 0 980 1,552 1,511 1,668 1,799 1,461 1,403 1,255 876 1,491 14,300 
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11. イースト見学

12. メディカル

（3）アスリートヴィレッジ（SAKURA Dining）

（4）味の素 NTC・イースト

（1）メディカルチェック

（2）診療・リハビリテーション

　区分　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 707 41 1,624 3,802 2,763 3,156 4,104 4,422 4,091 2,375 3,318 4,581 34,984 

昼食 (食 ) 699 42 1,452 3,273 2,581 2,455 3,376 4,235 3,492 2,089 3,000 4,877 31,571 

夕食 (食 ) 673 60 1,768 3,852 2,786 3,261 3,955 4,719 3,938 2,615 3,299 4,942 35,868 

合計 (食 ) 2,079 143 4,844 10,927 8,130 8,872 11,435 13,376 11,521 7,079 9,617 14,400 102,423 

　区分　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 (食 ) 135 0 470 1,177 1,303 1,296 1,353 1,331 1,086 1,273 1,415 1,565 12,404 

昼食 (食 ) 202 0 546 1,548 1,585 2,012 2,009 1,893 1,917 1,842 2,218 2,666 18,438 

夕食 (食 ) 125 0 488 1,246 1,433 1,558 1,654 1,439 1,183 1,413 1,639 2,054 14,232 

合計 (食 ) 462 0 1,504 3,971 4,321 4,866 5,016 4,663 4,186 4,528 5,272 6,285 45,074 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

開催回数 (回 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

参加者数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

　区分　　　 　　　　　　　　　　					月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

NF要望チェック
実施日数 (日 ) 0 0 0 2 8 3 8 5 0 0 1 2 29 

実施人数 (人 ) 0 0 0 8 46 22 53 47 0 0 3 4 183 

派遣前チェック
実施日数 (日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 14 13 13 22 62 

実施人数 (人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 147 137 152 248 684 

実施人数合計 (人 ) 0 0 0 8 46 22 53 47 147 137 155 252 867 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　		月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

診療日数 (日 ) 5 0 22 21 20 20 22 19 19 19 18 23 208 

内科 (件 ) 30 16 85 137 71 72 259 188 94 84 130 181 1,347 

心療内科 (件 ) 2 0 0 0 2 3 2 4 2 1 0 0 16 

整形外科 (件 ) 61 10 95 161 212 238 210 272 232 203 205 305 2,204 

歯科 (件 ) 29 0 38 76 91 88 104 84 83 60 70 86 809 

婦人科 (件 ) 18 0 30 40 37 34 51 47 53 59 45 47 461 

皮膚科 (件 ) 6 0 34 41 36 30 45 45 36 36 28 45 382 

小計 (件 ) 146 26 282 455 449 465 671 640 500 443 478 664 5,219 

内 )オリ利用件数 140 26 269 436 433 445 637 621 477 421 449 616 4,970 

内 )パラ利用件数 6 0 13 19 16 20 34 19 23 22 29 48 249 

栄養 (件 ) 0 0 1 2 1 1 1 4 2 3 2 6 23 

内 )オリ利用件数 0 0 1 2 1 1 1 4 2 3 2 6 23 

内 )パラ利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

心理カウンセリング (件 ) 3 8 15 15 11 22 19 20 22 17 20 23 195 

内 )オリ利用者数 3 8 15 15 11 22 19 20 22 17 20 23 195 

内 )パラ利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

リハビリ (件 ) 81 0 55 262 289 389 377 344 353 306 212 270 2,938 

内 )オリ利用者数 76 0 46 237 266 356 337 334 336 292 201 237 2,718 

内 )パラ利用者数 5 0 9 25 23 33 40 10 17 14 11 33 220 

クライオセラピー (件 ) 0 0 0 1 3 7 2 1 2 0 6 16 38 

内 )オリ利用者数 0 0 0 1 3 7 2 1 1 0 6 16 37 

内 )パラ利用者数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

合計 (件 ) 230 34 353 735 753 884 1,070 1,009 879 769 718 979 8,413 

※クリニックで 1 人が 1 日 2 科受診した場合は 2 件でカウントしている。

表中は全て、少数点以下第二位を四捨五入

※ 4 月から 5 月の緊急事態宣言中に通常診療を行わなかった日は、診療日数に含めていない。
　この期間中は電話による相談を受け付けた。



1. 背景・目的　
　HPSC のスポーツ医・科学支援事業をはじめと
する各種事業で行われた知見や成果を広く国民に
還元することによってスポーツの振興に寄与する。
また、最先端のスポーツ施設等に触れる機会、日
常では得がたい体験・知識を提供することにより、
スポーツに対する関心を高め、将来のスポーツ関
連事業を担う人材の育成に貢献する。

２．実施概要
（1） 『フィットネスチェックハンドブック ‐ 体力測
定に基づいたアスリートへの科学的支援－』の発刊

　JISS が、2001 年の開所
以来実施してきた日本の
トップアスリートの形態
測定及び体力測定の手法、
蓄積してきた測定結果デ
ータ並びにデータの活用
方法をまとめ、2021 年 2
月に大修館書店より発刊
した。

（2）ウェブサイト・SNS を活用した情報発信
　「アスリートを支えるスポーツ科学」というテー
マで、中学生、高校生、一般スポーツ愛好家など
からのアクセス向上を目的とした情報発信を 4 回

（ウェブサイト 2 回、SNS 2 回）行った。発信の方
法として、HPSC が今まで蓄積してきた知見や成
果をイラストや画像を多く用いて分かりやすい形
で伝える工夫をした。

①アスリート×科学って、なんだろう？
公 開 日：令和 3 年 1 月 13 日
概　　要：国立スポーツ科学センターが行ってい
る科学的なサポートとは何かについてイラストを
用いて説明。

②徹底解剖リオの感動が生まれた秘密！「バトン
パス」技術
公 開 日：令和 3 年 3 月 10 日
概　　要： 科学的なサポートの事例として、

2016 年リオオリンピック競技大会に向けて行った
「4 × 100m リレー日本チームのバトンパス技術」
の分析についてイラストを用いて説明。

（3）港区立みなと科学館の企画展示への協力
　港区立みなと科学館の 2021 春の企画展「スポー
ツ展」（令和 3 年 3 月 10 日～ 4 月 24 日）における
展示協力を通じて、HPSC でこれまで培われた成
果を普及・啓発した。

【展示協力内容】
・アスリートの等身大及び特徴パネル展示
・身体組成測定装置 BODPOD 及び説明展示
・ウエイトコントロール説明パネル展示

（4）研修生及びインターンの受入
　スポーツに関係する諸機関、大学等からのイン
ターンを受け入れることで、HPSC が実施する業
務の理解、スポーツ医・科学の啓蒙、HPSC の知見
と成果の普及や啓蒙を進め、諸機関との連携を強化
し、社会全体でのスポーツ界の発展を目指した。
①埼玉県教育委員会 1 名（ハイパフォーマンス戦
略部）
　2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日
②自衛隊体育学校 3 名（スポーツ科学部）、3 名

（スポーツメディカルセンター）
　2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日
③長岡技術科学大学 2 名（スポーツ科学部）
　2020 年 11 月 6 日～ 2021 年 2 月 12 日

（文責　スポーツ科学部事業推進課）
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1. 味の素 NTC・イーストトレーニングジ
ムの施設利用状況
　2019 年 6 月に味の素 NTC・イーストが完成した。
パラアスリートの利用にも対応した各種マシンを
はじめ、クライミングウォール、フリーウェイト
エリア、６階ランニングコースとそれに続く巨大
なスロープを備え、ストレングス＆コンディショ
ニングを行うことが出来る。味の素 NTC・イース
トのトレーニングジムは 2019 年 8 月より施設利用
が開始された。
　JISS のトレーニング体育館におけるパラアスリ
ートの利用は、JPC 強化指定選手対象の個別トレ
ーニングサポート（ハイパフォーマンス・サポー
ト事業によるものも含む）が大半であり、総利用
者数に対するパラアスリートの利用者数の割合は、
2019 年度が 4.4%、2020 年度が 8.9% であったのに
対し、味の素 NTC・イーストトレーニングジムで
の総利用者数に対するパラアスリートの利用者数
の割合は、2019 年度 51.8%、2020 年度は 39.2% を
占めており、パラアスリートの利用が非常に多い
ことがわかる。　　
　味の素 NTC・イーストには、オリンピック競技
団体とパラリンピック競技団体（以下「パラ競技」
という。）が利用できる共用コートが４か所あり、
パラ競技の代表合宿利用が増えたため、トレーニ
ングジムでのパラアスリートの利用者数も、競技
専用施設を持ち日々練習しトレーニングも行うオ
リンピック競技アスリートの利用者数を凌ぐ月も
出てきている（図 1）。2020 年度は、緊急事態宣言
が発令され、施設が閉鎖されたのちに段階的に利
用が再開された 4 ～ 6 月や、今もなお施設利用者
数の上限を本来の約半分に設定している状況下で
あっても、2019 年度の総利用者数 4461 人を大きく
上回る 7208 人となった。個別トレーニングサポー
トをトレーニングジムで行うケースも出てきてお
り、今後、益々パラアスリートにとっても安全で
利用しやすいトレーニング環境を提供していきた
いと考えている。
　

（文責　大石　益代）

2. 味の素 NTC・イーストリカバリーエリア・ア
スレティックトレーナールームの施設利用状況
　味の素 NTC・イーストリカバリーエリア・アス
レティックトレーナールームでは、パラアスリー
トのアクセシビリティに配慮し、交代浴・炭酸泉、
クライオセラピー、競技団体トレーナー向けケア
スペースの提供に加え、エリア内で使用できるセ
ルフコンディショニンググッズの貸し出し等も行
っている。スタッフは、JISS アスリートリハビリ
テーションでパラアスリートを担当する 3 名で管
理・運営をしている。各スタッフは医療資格に加
えて日本障がい者スポーツ協会の公認資格保有者
である。
　2020 年 1 月から 2021 年 3 月までの施設利用状況
を図 2 に示す。2019 年度は平日と一部休日のみの
暫定的な営業であったが、2020 年 4 月からスタッ
フの充足により、土日祝日営業の完全実施を目指
していたところ、緊急事態宣言が発令され施設の
閉鎖を余儀なくされた。その後、6 月以降の営業再
開後、徐々に利用人数は増加し、パラ競技の利用
者は全 4535 名中で 2216 名（48.9%）と、HPSC の
中でも特にパラ競技利用の割合が高い施設となっ
ている。利用されているサービスはケアスペース
や交代浴を中心に幅広く、各種のリカバリー戦略
が積極的に活用されている。
　2020 年度当初は手探りの部分も多かったが、そ
の時々の社会情勢や HPSC 全体の状況に合わせて、
利用者のニーズを確認しながらサービスを提供し
てきた。一方で、様々な原疾患を有するパラアス
リートの利用も増えつつあるため、2021 年度以降
では、スポーツクリニック医師はじめ、パラ担当
スタッフ、コンディショニング研究グループ等と
の連携もさらに緊密にとりながら、味の素 NTC・
イーストのみならず HPSC 全体におけるリカバリ
ー拠点として運用していく予定である。

（文責　笹代　純平）

（2）パラリンピック競技関連の活動

図 1 味の素 NTC・イーストトレーニングジム利用件数の推移 図 2 リカバリーエリア・アスレティックトレーナールーム
　　 の利用件数の推移
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＜プロジェクト立ち上げまでの背景＞
　2019 年 12 月に、武漢（中国）ではじめて感染が確認された COVID-19 は、2020 年の 3 月には、日本
を含めて世界中に急速に拡散した。そして3月24日にはIOCが2020東京大会の延期を宣言するに至り、
わが国では 4 月 8 日から緊急事態宣言下に入った（延長を含めて 5 月 25 日まで）。HPSC としても事
業の制限を余儀なくされ、スポーツメディカルセンターでは、MC が中断し、ドクター 1 名による医
療相談体制となった（その他のスタッフは在宅業務）。
　このような状況下で HPSC としては、スポーツ活動の再開に向けたガイドラインを作成し、コンデ
ィショニング課を中心に、アスリートのスポーツ活動の再開に向けた「段階的プログラム」をウェブ
サイト上で公開し、5 月 18 日には同プログラムの実践トライアルを開始した。その後 5 月 28 日から 6
月 19 日まで、12 競技種目（JOC エリートアカデミー生及びパラアスリート含む）、延べ 92 名に対し
て段階的プログラムを実施した。
　そして緊急事態宣言が解除された後、6 月 11 日からは通常のスポーツ外来診療を再開した。6 月 12
日には、HPSC の経営会議によって感染症対策のプロジェクトチームが立ち上がった。6 月 29 日に第
1 回のワーキングチーム会議を開催し、その後、週 1 回（原則として火曜日 11 時から 12 時）、ウェブ
上でオブザーバー（スポーツ庁、JOC 及び JPC）を交えながら、重要な案件はプロジェクトチームの
意見を聞きながら、感染症対策について取り組んできた。9 月 18 日には、オブザーバーを含めて第 1
回の HPSC 感染症特別対策プロジェクト会議を開催し、正式に本プロジェクトがスタートした。
　以下に、今回、HPSC 感染症対策プロジェクトの取り組んできた内容を紹介する。
１．目的
　HPSC における COVID-19 対策強化（アスリートが安心して利用できる HPSC を目指して）
２．体制と役割

（1）プロジェクトチーム：感染症対策の管理（HPSC 経営会議メンバー：上記）
（2）ワーキングチーム：感染症対策の立案・実施（HPSC 各課代表＋オブザーバー：上記）
３．活動内容

（1）HPSC 感染症対策ガイドラインの整理と遵守
　「HPSC 再開時の感染防止策」（5 月 27 日更新）を HPSC のウェブサイト（＊「NEW STYLE with 
HPSC」参照）に掲載した。主な内容は、感染症に対する基本対策（健康管理、マスクの着用、こまめ
な手洗い・手指消毒、三密の回避など）、HPSC 利用時の対応、施設内管理（手洗い場所、更衣室、休
憩スペース、洗面所など）、スポーツ用具の管理、ゴミの廃棄、清掃・消毒など。
その後、12 月 18 日に更新し（＊の施設利用参照）、「帰国後１４日間の待機」に対する条件付き緩和
措置に基づく施設利用、感染症対策窓口連絡先の設置、接触確認アプリ（COCOA）の利用、飛沫防
止対策車両の配備などについての記載を追加した。

（2）HPSC 事業に関わる各部署のガイドラインの整理
（3）対策状況の定期的な巡回チェックと相談（JISS、味の素 NTC・ウエスト、アスリートヴィレッジ、
味の素 NTC・イースト）、感染症対策の教育・啓蒙、情報収集

（4）COVID-19 の検査体制の整備：HPSC 利用時検査（12 月 11 日作成、1 月 26 日改正：表１）
① HPSC 外検査：HPSC に入館する 3 日前以内に行う外部検査機関による PCR 検査（LAMP 法含む）
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感染症特別対策プロジェクト

プロジェクトチーム　勝田隆、久木留毅、奥脇透、石毛勇介、永井勉、伊藤貴之、畠野裕史、山口武
ワーキングチーム　　（リーダー）蒲原一之、（サブリーダー）花岡裕吉、押尾直美
施設・整備　　　　　伊藤貴之、清水孝道
ガイドライン・運用　三由琢也、花岡裕吉
全体調整・事務　　　押尾直美、中西優子、居田真由美、西尾広
広報　　　　　　　　畠野裕史、多田紀子
検査運営　　　　　　友利杏奈、安羅有紀、土肥美智子、大岩奈青、山下大地
感染症対策窓口　　　伊藤貴之、畠野裕史、押尾直美、花岡裕吉、中西優子、三由琢也、清水孝道、居田真由美、　　
　　　　　　　　　　多田紀子
オブザーバー　　　　スポーツ庁、JOC、JPC、小松裕（JISS 非常勤医師）
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（文責　奥脇　透）

② HPSC 内検査： HPSC 入館時に行う HPSC 内での検査（以下の 2 種類）
・SmartAmp 法（検査は午前・午後に行い、約 2 時間後に結果判明する予定）
・PCR 検査（検体を HPSC 内で採取し、外部検査機関で判定する。平日、土曜及び祝前日の
午前の検査結果は当日夕方に、平日午後の検査の場合は、翌日 15：00 頃に判明する予定）
・いずれも検査結果が出るまでは、施設の共用部の利用不可。陰性確認後に利用可とする。

（5）感染者発生時の対応
各 NF には統括団体である JOC/JPC を通じて『HPSC 利用に当たっての新型コロナウイルス感染症対
応方針』を提示し、各 NF はこれを参考に、それぞれの対応方針を早急に作成し、JOC/JPC に提出する。
実際に感染者・感染疑いが発生した場合には、この方針に基づいて迅速に対応することとした。
＜対応方針の主な項目＞
・感染が疑われた場合、及び感染が確定した場合の関連組織への報告体制
・感染疑いや感染が確定した場合の対応
・メディアへの公表について
・感染者・濃厚接触者の搬送手段について
・NF 感染症対策担当者一覧
※ 2021 年 3 月末までの HPSC 内検査での陽性例は 2 件のみであり、いずれも適切に対応した。

このHPSC利用時検査は、2021 年 2 月 1 日から義務付けている（実施検査数：表 2）。

表１　COVID-19 に対する HPSC 利用時の検査体制

表 2　HPSC 利用時検査数（2021 年 3 月現在、HPSC 内検査のみ）

実施月 月合計 SmartAmp 法 PCR

2020 年 10 月 71 47 24

11 月 189 160 29

12 月 286 250 36

2021 年 1 月 830 709 121

2 月 3,036 948 2,088

3 月 4,073 1,361 2,712

総計 8,485 3,475 5,010
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　　　ための秘訣― 薬物療法のピットフォール）. 臨床スポーツ医学 , 37（9）：1046-1052, 2020.
　25） 亀井 明子 . 2020 年東京五輪に向けた代表選手へのサポート―栄養サポートの実際―. 埼玉アスレチック・リハ
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　　　ツ推薦 . 体育の科学 , 72（2）：109-113, 2021.
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　　　求められるスポーツ医学とは）. Medicina, 57（7）：1108-1111, 2020.
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　　　究 . 高松 薫（編）, 競技スポーツにおけるコーチング・トレーニングの将来展望 : 実践と研究の場における知と　
　　　技の好循環を求めて , 筑波大学出版会 , 2021. 
　2） 　枝 伸彦 . 12 中・高齢者の粘膜免疫・獲得免疫に及ぼす習慣的運動の影響 . 鈴木 政登（編）, 別冊「医学のあゆみ」 　
　　　健康寿命延伸に寄与する体力医学 , 医歯薬出版 , 74-79, 2020. 
　3） 　大伴 茉奈 . Ⅱ学校におけるスポーツ事故への対応 : 頭部外傷 , Ⅲ研究の最前線 : 頭部外傷 . 金澤 良 , 三森 寧子 , 
　　　齋藤 千景（編著）, みんなでつくる学校のスポーツ安全 , 少年写真新聞社 , 63-68, 93-96, 2020. 
　4） 　奥脇 透 . スポーツによる痛み . 粕谷 義和（編）, 骨関節リハビリの頼れる病院 2021, 医療新聞社 , 116-121, 2021. 
　5） 　奥脇 透 . Ⅳ．疾患別保存療法 1. 骨盤・股関節 E. 大腿肉離れ（大腿四頭筋、ハムストリングス）. 福林 徹（監）, 
　　　運動器スポーツ外傷・障害の保存療法―下肢 , 南江堂 , 107-114, 2020. 
　6） 奥脇 透 . Ⅲ 疾患別スポーツ診療 : 4 骨盤・股関節・大腿部 [ 各論 ], 5. 大腿部肉ばなれ . 松本 秀男 , 熊井 司 , 西　
　　　良 浩一 , 菅谷 啓之 , 吉矢 晉一（編）, スポーツ整形外科学―アスリートを支えるクリニカルスタンダード―, 
　　　文光堂 , 390-395, 2020. 
　7） 片本 裕大 , 佐瀬 晃平 , 竹垣 淳也 , 鳥取 伸彬 , 前大 純朗 , 森 理紗子 , 安田 純 , 山邑 真菜 , 横川 拓海 . 第 5 章 : 
　　 細胞シグナル伝達と運動に対するホルモン応答 . 内藤 久士 , 柳谷 登志雄 , 小林 裕幸 , 髙澤 祐治 ( 監訳 ), パワ
　　　ーズ運動生理学 : 体力と競技力向上のための理論と応用 , メディカル・サイエンス・インターナショナル , 98-　
　　　134, 2020. 
　8） 蒲原 一之 . 能瀬 さやか（編）, 女性アスリートの健康管理・指導 Q&A, 日本医事新報社 , 54-59, 2020. 
　9） 上東 悦子 . 能瀬 さやか（編）, 女性アスリートの健康管理・指導 Q&A, 日本医事新報社 , 163, 216-217, 248-
　　　257, 2020. 
　10） 亀井 明子 . 子どものためのスポーツ食トレ：子どもたちに伝えたい！スポーツ栄養とレシピ , 少年写真新聞社 , 
　　 2020. 
　11） 久木留 毅 . 第 10 章 エデュケーション×スポーツ 10-3. ハイパフォーマンススポーツ. 間野 義之 , 上野 直彦（監）, 
　　　スポーツビジネスの未来 2021-2030, 日経 BP 社 , 2020. 
　12） 久木留 毅 . アスリートの科学 － 能力を極限まで引き出す秘密 － , 講談社 , 2020. 
　13） 栗林 千聡 . 第 4 章 女性アスリートの三主徴 , 第 9 章 イップス . 荒井 弘和（編）, アスリートのメンタルは強い
　　 のか ? : スポーツ心理学の最先端から考える , 晶文社 , 89-105, 201-217, 2020. 
　14） 近藤 衣美 , 下山 寛之 . 第 7 章 減量とパフォーマンス . 寺田 新（編）, 2020 年版 スポーツ栄養学最新理論 , 市
　　 村出版 , 170-195, 2020. 
　15） 立谷 泰久 , 松本 秀男 , 熊井 司 , 西良 浩一 , 菅谷 啓之 , 吉矢 晉一 . Ⅰ スポーツ整形外科の基礎 : 3 スポーツ活
　　　動に求められる能力とその評価 ⑤精神力・心理的競技能力 . 松本 秀男 , 熊井 司 , 西良 浩一 , 菅谷 啓之 , 吉矢 
　　 晉一（編）, スポーツ整形外科学―アスリートを支えるクリニカルスタンダード―, 文光堂 , 36-40, 2020. 
　16） 立谷 泰久 . 第 11 章 自国開催の心理 . 荒井 弘和（編）, アスリートのメンタルは強いのか ? : スポーツ心理学
　　　の最先端から考える , 晶文社 , 233-251, 2020. 
　17） 　中村 真理子 . 能瀬 さやか（編）, 女性アスリートの健康管理・指導 Q&A, 日本医事新報社 , 20-28, 32-35, 144-
　　　145, 178-180, 212-213, 2020. 
　18） 　日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター 国立スポーツ科学センター . 松林 武生（編）, 
　　　フィットネスチェックハンドブック ―体力測定に基づいたアスリートへの科学的支援―, 大修館書店 , 　
　　　2020. 
　19） 野口 順子 , 衣笠 泰介 . 第 8 章 トップアスリートのメンタルヘルス . 荒井 弘和（編）, アスリートのメンタル　
　　 は強いのか ? : スポーツ心理学の最先端から考える , 晶文社 , 173-200, 2020. 
　20） 半谷 美夏 . 1 疫学 . 西良 浩一 , 金岡 恒治（編）, 運動器スポーツ外傷・障害の保存療法 体幹 , 南江堂 , 1-9, 2020. 



21） 元永 恵子 , 吉野 昌恵 . 9 章 パラアスリートへの栄養指導・栄養サポート . 寺田 新（編）, 2020 年版 スポー
ツ栄養学最新理論 , 市村出版 , 220-243, 2020. 

22） 山本 浩 ,  勝田 隆 ,  清水 諭 . 東京 2020 大会とスポーツ界の変容 . 友添 秀則（著 , 編）, 対談・座談現代スポ
ーツの論点 : オリンピック・パラリンピックレガシーを語り尽くす , 大修館書店 , 4-28, 2020. 

4. 報告書
　1） 上野 俊明 , 豊島 由佳子 . 歯科メディカルチェックについて . 東京オリンピック記念体力測定の総括 , 45-50, 

2021.
　2） 亀井 明子 , 佐藤 理恵子 . 彩の国プラチナキッズ修了者フォローアップセミナー . 令和元年度スポーツ科学委

員会会報 , 13-14, 2020.
　3） 小林 海 , 髙橋 恭平 , 山中 亮 , 松林 武生 , 山本 真帆 , 笠井 信一 , 丹治 史弥 , 榎本 靖士 , 高松 潤二 , 苅山 靖 , 

柴田 篤志 , 高橋 和孝 , 篠原 康男 , 村上 雅俊 , 山本 大輔 , 瀧川 寛子 , 野中 愛里 , 柴山 一仁 , 杉本 和那美 , 森
丘 保典 , 貴嶋 孝太 . セイコーゴールデングランプリ 2020 東京 . アスリートのパフォーマンス及び技術に関
する調査研究データブック 2020 年度版 , 5-28, 2021.

　4） 坂口 健史 , 半谷 美夏 . 18th FINA World Swimming Championships 帯同報告（OWS を除く）. 水と健康医
学研究会誌 , 22(1)：41-46, 2020.

　5） 広川 龍太郎 , 小林 海 , 松林 武生 , 山中 亮 , 大沼 勇人 , 貴嶋 孝太 , 山本 真帆 , 笠井 信一 , 髙橋 恭平 , 柴山 
一仁 , 森丘 保典 , 杉本 和那美 , 丹治 史弥 , 楊 永昌 , 栗原 俊 , 小山 宏之 , 高松 潤二 , 苅山 靖 , 柴田 篤志 , 杉
浦 澄美 , 村上 雅俊 , 山本 大輔 , 瀧川 寛子 , 野中 愛里 . 第 104 回日本陸上競技選手権大会 . アスリートのパ
フォーマンス及び技術に関する調査研究データブック 2020 年度版 , 75-104, 2021.

　6） 星川 雅子 . 時差調整に向けたアドバイス . スポーツメディスン , 219：9-12, 2020.
　7） 松林 武生 , 山中 亮 , 山本 真帆 , 笠井 信一 , 高橋 直己 , 速水 舞 . 第 104 回日本陸上競技選手権大会混成競技 . 

アスリートのパフォーマンス及び技術に関する調査研究データブック 2020 年度版 , 65-74, 2021.
　8） 松林 武生 , 山本 真帆 , 高橋 恭平 , 山中 亮 , 小林 海 , 柴山 一仁 , 杉本 和那美 , 森丘 保典 , 貴嶋 孝太 . 富士北

麓ワールドトライアル 2020. アスリートのパフォーマンス及び技術に関する調査研究データブック 2020 年度
版 , 39-50, 2021.

　9） 元永 恵子 , 海崎 彩 , 村上 裕佳子 , 近藤 衣美 , 高井 恵理 , 安田 純 , 鈴木 なつ未 , 安藤 啓 , 藤原 昌 , 亀井 明
子 . 栄養「アスリートの食事の基本」. HPSC ネットワークの構築事業 HPSC パッケージ , 1-69, 2021.

5. 講演・特別講演・シンポジウム等
　1） Dohi Michiko. Strategy of domestic and international camp against COVID-19. Annual Conference of 

West Bengal Association of Sports Medicine, Online, 2021.1.
　2） Hakamada Noriko. Measurement in the support for para-skiing. The 5th ASIA Congress, Online, 2021.2.
　3） Hakamada Noriko. Physical fitness tests for paralympic sports at Japan institute of sport sciences. The 

2020 Yokohama Sport Conference, Online, 2020.9.
　4） Kubota Jun. High-performance sport system in Japan. The 5th ASIA Congress, Online, 2021.2.
　5） Nakamura Mariko. Cooling strategies as heat countermeasures - From research to practice -. The 5th 

ASIA Congress, Online, 2021.2.
　6） Noguchi Yoriko. The impact of COVID-19 on high performance sport centers around Asia and the 

world. The 5th ASIA Congress, Online, 2021.2.
　7） Tachiya Yasuhisa. Countermeasures against host country pressure at JISS for TOKYO 2020 olympics 

and paralympics. The 2020 Yokohama Sport Conference, Online, 2020.9.
　8） Yamada Etsuko. Priority actions for implementation of sport and SDG indicators at scale. 3rd Open 

Wnded Working Group on Model Indicators on Sport, PE, Phusical activity and the SDGs, Online, 
2020.12.

　9） Yamashita Daichi. Jump measuring system at high-performance training gym at JISS. The 5th ASIA 
Congress, Online, 2021.2.

　1） 相原 伸平 . スポーツテック ～デジタルプラクティスライブ～ . 情報処理学会第 83 回全国大会 , Online, 2021.3.
　2） 相原 伸平 . 産業界から学ぶ。競技スポーツの実践現場における ICT 活用事例について . 第 17 回 DIA 日本年会

2020, Online, 2020.11.
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　3） 緒方 博紀 . トップアスリートへのトレーニングサポート . 2020 年度第 1 回指導者交流シンポジウム「筋力トレ
ーニングの正しいアプローチ」, 東京 , 2021.2.

　4） 奥脇 透 . 肉離れに対する最近の知見 . 第 12 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 / 第 46 回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.12.

　5）　 奥脇 透 . 肉ばなれの治療戦略 . 第 93 回日本整形外科学会学術総会 , Online, 2020.6.
　6） 勝田 隆 . 科学とエビデンスでスポーツをサポートする視点 . 日本学術会議主催学術フォーラム , Online, 2020.6.
　7） 蒲原 一之 . HPSC 新型コロナウイルス感染症に関する感染防止対策 . High Performance Sport Conference 

2020, Online, 2020.12.
　8） 河瀬 麻希 , 中野 江利子 , 広瀬 統一 , 大内 洋 , 鈴木 朱美 , 山口 奈美 , 土肥 美智子 . 女性アスリートに対するメ

ディカルサポート なでしこジャパン ( サッカー日本女子代表 ) メディカルサポート FIFA Women's World Cup 
France 2019 帯同報告 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　9） 久木留 毅 , 広瀬 統一 , 飯塚 太郎 . コロナ禍におけるコンディショニング ～国内外の最新事例、動向を探る～ . 
第 1 回 トレーニング機器展 , 千葉 , 2021.2.

　10） 近藤 衣美 . 多職種で実践するアスリート支援 アスリートの心に寄り添う栄養サポート . スポーツ精神医学 , 
Online, 2020.8.

　11） 西良 浩一 , 眞鍋 裕昭 , 半谷 美夏 . 舞台医学の課題と展望 女子新体操選手の脊柱障害特殊性 . 第 93 回日本整形
外科学会学術総会 , Online, 2020.6.

　12） 清水 潤 ,  三浦 智和 . 映像・情報技術を用いたトップスポーツ支援 . ウェアラブル EXPO2021, 東京 , 2021.1.
　13） 鈴木 佳奈実 . COVID-19 蔓延に伴う、トップアスリートが直面した心理的諸問題について . 第 31 回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.
　14） 鈴木 康弘 . 短距離競技者のための低酸素トレーニング . 日本陸上競技学会第 19 回大会 , Online, 2021.2.
　15） 先﨑 陽子 , 川口 澄 , 鈴木 佳奈実 , 小嶋 日絵 , 柏木 由美子 , 土肥 美智子 . スポーツナース - スポーツ現場に

Ns が参加する意義 - トップアスリートのサポートより . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 
2020.11.

　16） 高橋 佐江子 . 国立スポーツ科学センターで実施した段階的準備プログラムの概要とフィジカルチェック . 第 31
回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　17） 土肥 美智子 . COVID-19 あれこれ COVID-19 濃厚接触者としての経験から . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学
術集会 , Online, 2020.11.

　18） 中村 真理子 . ホルモン療法が運動パフォーマンスへ及ぼす影響 . 第 35 回日本女性医学学術集会ワークショップ , 
東京 , 2020.11.

　19） 中村 真理子 , 内藤 貴司 , 長谷川 博 . アスリートにおける暑熱対策に関する研究と実践 . 第 75 回日本体力医学会
大会 , Online, 2020.9.

　20） 半谷 美夏 . 「腰痛チャート」から見るトップアスリートの腰痛 . 第 28 回日本腰痛学会 , Online, 2020.10.
　21） 半谷 美夏. スポーツ現場における整形外科医の役割 スポーツ現場・整形外科医・女性 . 第 93 回日本整形外科学

会学術総会 , Online, 2020.6.
　22） 元永 恵子 . パラリンピックアスリートの栄養サポート . 第 11 回スポーツメディスンフォーラム , Online, 2021.3.
　23） 山下 大地 . トレーニングの継続が困難な状況から再開する際の効果的なトレーニングについて考える . High 

Performance Sport Conference 2020, Online, 2020.12.
　24） 山下 大地 . 「スポーツ現場の運動再開における取り組みについて」国内外における運動再開のためのガイドライ

ンの実態 . ちばアスレティックトレーニングオンラインセミナー , Online, 2020.9.

6. 学会発表
　1） Ando Ryosuke, Sato Shinya, Hirata Naoya, Tanimoto Hiroki, Imaizumi Naoto, Suzuki Yasuhiro, Hirata 

Kosuke, Akagi Ryota. Drop jump performance is related to resting calf muscle stiffness. XXIII International 
Society of Electrophysiology and Kinesiology Congress, Online, 2020.7.

　2） Chino Kentaro, Ando Ryosuke, Suzuki Yasuhiro. Verification of surface electromyographic activity of the 
oblique externus abdominis using ultrasound shear wave elastography. XXIII International Society of 
Electrophysiology and Kinesiology Congress, Online, 2020.7.

　3） Ishibe Kai, Aihara Shimpei, Hayashi Yuki, Iwata Hiroyasu. The development of an immersive three-
dimensional virtual reality system for identifying hand-eye coordination in badminton. 2020 IEEE 
International Conference on Systems, Man and Cybernetics, Online, 2020.10.



　4） Kawano Yui, Lin Cheng-Feng, Kuno-Mizumura Mayumi. Kinematic characteristics of the lower limb elevation 
movement (arabesque) in ballet: focusing on aesthetics. The 30th Annual Meeting of the International 
Association for Dance Medicine & Science iConference, Online, 2020.10.

　5） Kimura Yuya, Kato Takanori, Yokozawa Toshiharu. Characteristics of the change in speed during the curved 
section and time parameters of the curve skating for international ladies 3000-m speed skating race. The 
2020 Yokohama Sport Conference, Online, 2020.9.

　6） Kimura Yuya, Yokozawa Toshiharu, Yuda Jun. Three-dimensional analysis of the skating motion in straight 
phase about these changes during international 5000m race for elite male long-distance speed skaters. XXIII 
International Society of Electrophysiology and Kinesiology Congress, Online, 2020.7.

　7） Masuda Yuta. Physiological mechanism of heat acclimation during self-paced exercise in mice. Experimental 
Biology 2020, Online, 2020.4.

　8） Nakamura Hiromi. Understanding the needs of Japanese modern families: to get their participation in local sport 
community. The 2020 Yokohama Sport Conference, Online, 2020.9.

　9） Niina Sachiko, Kurihara Yuji. The preservation and use of sports-related materials in Japan. ISHPES Congress 
2020 Sapporo, Online, 2020.8.

　10） Nishikori Shu, Harada Yasuko, Shirai Yuki, Takeshige Fumika, Yasuda Jun, Murata Kao, Fujita Satoshi. Exercise 
for beauty - Resistance exercise induces skin rejuvenation with improving dermal structure -. The 31st IFSCC 
2020 Yokohama Congress, Online, 2020.8.

　11） Ohiwa Nao, Iizuka Taro, Suzuki Natsumi, Takashima Wataru, Sato Shinichiro. Changes in cortisol awakening 
response and heart rate variability after short-term intensified training in collegiate judo athletes. 25th ECSS 
Anniversary Congress, Online, 2020.10.

　12） Takashina Hikari, Higuchi Ayaka, Mizusaki Yuki, Yamaguchi Yukiko, Kaneyama Yumi, Ueda Satsuki, 
Kuribayashi Chisato, Takebe Masaya, Sato Hiroshi. A randomized controlled trial of cognitive behavioral 
therapy vs a mindfulness-based intervention to reduce depressive symptoms in university students: Targeted 
group interventions. 50th European Association of Behavior and Cognitive Therapies, Online, 2020.9.

　13） Yasuda Jun, Tomita Toshiki, Arimitsu Takuma, Fujita Satoshi. Protein-enriched meals at breakfast increase 
muscle accretion in healthy young men undergoing 12-week resistance training. ACSM’s 67th Annual Meeting, 
Online, 2020.5.

　1） 相原 伸平 , 屈 丙正 , 石部 開 , 佐武 陸史 , 岩田 浩康 . 空手動作を対象とした Spatio-Temporal Convolutions を用
いた三次元姿勢推定モデルの開発 . 第 21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 , Online, 
2020.12.

　2） 阿部 成雄 ,  榎本 恭介 ,  實宝 希祥 ,  佐々木 丈予 ,  福井 邦宗 ,  江田 香織 ,  遠藤 拓哉 ,  谷内 花恵 ,  立谷 泰久 . 東
京オリンピック代表候補選手の心理的競技力および大会前の心配事・専門家への相談要請の実態調査―競技種別の
違いによる検討―. 日本スポーツ心理学会第 47 回大会 , Online, 2020.11.

　3） 石田 優子 , 山下 大地 . PUSH Band 2.0 を用いた跳躍高と反応筋力指数の妥当性と信頼性 . NSCA ジャパン S&C カ
ンファレンス 2020, Online, 2020.12.

　4） 飯塚 哲司 , 筒井 俊春 , 前道 俊宏 , 坂槇 航 , 岩沼 聡一朗 , 大伴 茉奈 , 戸島 美智生 , 鳥居 俊 . 発育期における腰椎前
弯角の変化 － 2 年間の縦断調査－ . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　5） 石部 開 , 相原 伸平 , 林 勇希 , 岩田 浩康 . 没入型 3D-VR を用いたバドミントンにおける HEC 知覚能力同定システ
ムの開発 . ロボティクス・メカトロニクス講演会 2020, Online, 2020.5.

　6） 枝 伸彦 , 白土 真紀 , 孫 子曰 , 曽根 良太 , 稲井 勇仁 , 勝山 雅子 , 赤間 高雄 . 屋外運動時の紫外線防御が疲労関連因
子に及ぼす影響 . 第 75 回日本体力医学会大会 , Online, 2020.9.

　7） 大伴 茉奈 , 鳥居 俊 , 中山 晴雄 , 鈴木 啓太 , 黒澤 一也 , 石毛 勇介 , 奥脇 透 , 福林 徹 . 高校ラグビー選手における脳
振盪受傷直後の自覚症状 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　8） 小野 光 , 山下 大地 , 松本 実 , 内山 尚志 , 永森 正仁 , 塩野谷 明 . フィードバック方法の違いによるジャンプパフォ
ーマンスの学習効果の相違 . 日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 2020, Online, 
2020.11.

　9） 蒲原 一之 . マイコプラズマ感染が契機となり、閉塞性換気障害を認めなかった気管支喘息の 1 例 . 第 31 回日本臨
床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　10） 蒲原 一之 , 渡部 厚一 , 田畑 尚吾 , 岩原 康こ , 小椋 真理子 , 土肥 美智子 . 肺炎マイコプラズマ感染症が発症に関与
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したと考えられ、閉塞性換気障害を認めなかった気管支喘息の 1 例 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 
Online, 2020.11.

　11） 川口 澄 , 土肥 美智子 , 蒲原 一之 , 先崎 陽子 , 鈴木 佳奈実 , 上東 悦子 . エリートアスリートとそのアントラージュ
における予防接種理由の実態調査 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　12） 後藤 美奈 , 檜山 里美 , 石井 美子 , 亀井 明子 , 前田 弘 , 立石 智彦 , 加藤 晴康 , 土肥 美智子 , 池田 浩 , JFA 栄養部
会 . 貧血・疲労骨折の予防に Simplified EA は有用か ?. 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　13） 下山 寛之 , 近藤 衣美 , 田名辺 陽子 , 大西 貴弘 , 山田 陽介 , 髙橋 英幸 . レスリング競技者および柔道競技者の骨密
度は持久系競技者および非競技者よりも高い . 第 75 回日本体力医学会大会 , Online, 2020.9.

　14） 笹代 純平 , 浦辺 幸夫 , 森川 将徳 , 篠原 博 , 前田 慶明 . シットスキーのポーリング動作は肩関節運動を変化させ
るか . 第 12 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 / 第 46 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 , Online, 
2020.12.

　15） 清水 和弘 , 花岡 裕吉 , 平岡 拓晃 , 渡部 厚一 . 免疫学的指標を用いた柔道の減量時におけるコンディション評価 . 
第 75 回日本体力医学会大会 , Online, 2020.9.

　16） 清水 潤 , 松本 実 , 松林 武生 . 画像を用いた入力アシスト機能の検討 . 日本体育測定評価学会第 20 回記念大会 , 
Online, 2021.2.

　17） 清水 怜有 ,  前田 慶明 ,  笹代 純平 ,  鈴木 雄太 ,  福井 一輝 ,  鈴木 章 ,  浦辺 幸夫 . 座位姿勢の違いが車いす駆動動
作中の肩甲骨運動に与える影響 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　18）　鈴木 なつ未 , 鮫島 梓 , 渡辺 涼子 . 女性アスリートにおける月経教育に関する研究 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学
会学術集会 , Online, 2020.11.

　19） 関根 千恵 , 松永 直人 , 大久保 雄 , 半谷 美夏 , 金岡 恒治 . ローイング動作時の筋シナジーの腰椎椎間板変性の有無
による比較 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　20） 高階 光梨 ,  樋口 綾香 ,  水﨑 優希 ,  山口 有貴子 ,  金山 裕望 ,  上田 紗津貴 ,  栗林 千聡 ,  武部 匡也 ,  佐藤 寛 . う
つ病リスクの高い大学生の抑うつ症状に対する集団認知行動療法と集団マインドフルネス介入の無作為化比較試験 
( II ). 日本認知・行動療法学会第 46 回大会 , Online, 2020.9.

　21） 高階 光梨 ,  樋口 綾香 ,  水﨑 優希 ,  山口 有貴子 ,  金山 裕望 ,  上田 紗津貴 ,  栗林 千聡 ,  武部 匡也 ,  佐藤 寛 . 大
学生の抑うつ症状に対する集団認知行動療法と集団マインドフルネス介入の無作為化比較試験 ( I ). 日本心理学会
第 84 回大会 , Online, 2020.9.

　22） 竹村 藍 . 軽度な高気圧酸素への滞在が血圧に及ぼす影響 . 第 28 回日本運動生理学会 , Online, 2021.3.
　23） 竹村 藍 , 野村 綾子 , 枝 伸彦 , 斎藤 辰哉 , 清水 和弘 . 高強度運動後の心拍数と酸化ストレスに軽度な高気圧酸素環

境への滞在が及ぼす影響 . 第 75 回日本体力医学会大会 , Online, 2020.9.
　24） 友利 杏奈 , 三枝 大地 , 土肥 美智子 , 林 光俊 , 日本バレーボール協会発掘育成委員会 . 少年バレーボール選手の身

長追跡調査に基づいた最終身長予測の検討 ( 第 3 報 ). 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.
　25） 豊島 由佳子. トップアスリートの矯正歯科診療状況に関する調査 . 第 31 回日本スポーツ歯科医学会 , 広島 , 2020.12.
　26） 永尾 雄一 , 三浦 智和 , 福井 邦宗 , 加藤 恭章 , 森 直樹 , 窪 康之 , 北村 勝朗 , 市川 浩 . JISS が提供する映像システム

の効果検証－コーチ・スタッフを対象とした探索的調査－ . 令和 2 年度九州スポーツ心理学会第 34 回大会 , Online, 
2021.3.

　27） 中川 みのり . スポーツクライミングにおけるトラッキングデータの可視化による映像フィードバック方法の検討 . 
第 33 回日本トレーニング科学会大会 , Online, 2020.12.

　28） 中本 真也 , 岡元 翔吾 , 石田 優子 , 増田 雄太 , 島田 結依 , 浅野 卓也 , 前田 規久子 , 奥脇 透 . トップレベルアーチ
ェリー選手の引手側・押手側における胸郭回旋動作の特徴 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 
2020.11.

　29） 西田 雄亮 , 奥脇 透 , 安羅 有紀 , 福田 直子 , 半谷 美夏 , 中嶋 耕平 . 大腿直筋肉ばなれの MRI 分類 . 第 12 回日本関
節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 / 第 46 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.12.

　30） 西田 雄亮 , 奥脇 透 , 安羅 有紀 , 福田 直子 , 半谷 美夏 , 中嶋 耕平 . トップアスリートの大腿四頭筋肉ばなれ . 第 31
回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.

　31） 西田 雄亮 , 西野 衆文 , 高木 健太郎 , 向山 俊輔 , 白川 展之 , 福田 直子 , 荒木 大輔 , 高窪 祐弥 , 今給黎 直明 , 林 光
俊 . バレーボール男子アンダーカテゴリー日本代表選手の膝蓋腱超音波検診 . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術
集会 , Online, 2020.11.

　32） 西田 雄亮 , 西野 衆文 , 田中 健太 , 大西 信三 , 金森 章浩 , 山崎 正志 . 超音波および MRI による膝蓋腱の厚さの基準
に関する検討 . 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会 , Online, 2020.10.

　33） 檜山 里美 , 立石 智彦 , 加藤 晴康 , 土肥 美智子 . JFA アカデミー福島における感染予防対策について COVID-19 予
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防対策を中心に . 第 31 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.11.
　34） 福田 直子 , 半谷 美夏 , 中嶋 耕平 , 坂根 正孝 , 奥脇 透 . トランポリン選手における頚椎椎弓根部疲労骨折の経験 . 第

12 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 / 第 46 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 , Online, 2020.12.
　35） 藤井 賢吾 , 半谷 美夏 , 李 小由 , 森田 純一郎 , 小川 佳士 , 内田 亘 , 長島 さやか , 村松 俊樹 . 高齢者頸椎外傷に対し

て HALO ベストを用いた症例に発生した合併症の検討 . 第 46 回日本骨折治療学会 , Online, 2020.9.
　36） 星川 淳人 , 中嶋 耕平 , 奥脇 透 , 半谷 美夏 , 森丘 保典 , 伊藤 静夫 , 川原 貴 , 東京オリンピック記念体力測定研究班 . 

1964 年東京オリンピック出場者の骨密度はきわめて高く維持されていた 経時変化と関連因子の検討 . 第 93 回日本
整形外科学会学術総会 , Online, 2020.6.

　37） 星川 雅子 . 就寝前の電子機器使用制限と起床後の高照度光照射が睡眠パラメータとパフォーマンス、気分に及ぼす
影響 . 第 75 回日本体力医学会大会 , Online, 2020.9.

　38） 増田 雄太 , 加藤 一聖 , 丸井 朱里 , 永島 計 . 加湿冷却装置を用いた送風冷却による生理学的変化の検討 . 第 9 回アス
レティックトレーニング学会学術大会 , Online, 2020.12.

　39） 松原 敏成 , 相原 伸平 , 吉田 雄大 , 塩野谷 明 . 車いすスポーツにおける機械学習を用いた姿勢及び動作の推定 . 第
21 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 , Online, 2020.12.

　40） Yamashita Daichi, Inaba Yuki. Effect of running speed on lower limb kinematics and kinetics during change of 
direction. 第 26 回日本バイオメカニクス学会大会 , Online, 2020.9.

　41） 山下 大地 , 池田 達昭 , 田村 尚之 , 大石 益代 , 高橋 佐江子 , 鈴木 栄子 , 中本 真也 , 岡元 翔吾 , 石田 優子 . レッグ
プレスマシンによる下肢伸展パワーと各種体力測定との関係 . NSCA ジャパン S&C カンファレンス 2020, Online, 
2020.12.

　42） 山下 大地 , 石田 優子 , 岡元 翔吾 . iOS アプリを用いたジャンプ高およびリバウンドジャンプ指数の妥当性と信頼性 . 
第 33 回日本トレーニング科学会大会 , Online, 2020.12.

7. 講習会・研修会
　1） 阿部 篤志 . スポーツインテグリティ . 宮崎県 世界へはばたけ！ワールドアスリート発掘・育成プロジェクト 知的

能力開発プログラム , Online, 2020.11.
　2） 石毛 勇介 . アスリートの体力評価 . 令和 2 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , Online, 2021.2.
　3） 石毛 勇介 . 冬季版 ハイパフォーマンス スポーツセンター勉強会 . 冬季版ハイパフォーマンススポーツセンター勉

強会 , 北海道 , 2020.10.
　4） 石毛 勇介 . 医・科学サポート論 ―北京へ向けて―. 2020 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2020.7.
　5） 枝 伸彦 . スポーツ科学における免疫機能と香りの研究最前線 . 第 23 回アロマフェスタ , Online, 2020.11.
　6） 枝 伸彦 . ヨガと免疫 . アスリートヨガセミナー , Online, 2020.10.
　7） 枝 伸彦 . 運動で免疫力を高めよう！～ウイルスや細菌への耐力を！～ . 日本化学会秋季事業第 10 回 CSJ 化学フェ

スタ 2020, Online, 2020.10.
　8） 大石 益代 . オリパラ講習～アスリートを支えるスタッフから皆さんに伝えたいこと～ . 令和 2 年度オリンピック・

パラリンピック教育レガシー創造プラン講習会 , 東京 , 2020.12.
　9） 奥脇 透 . 応用科目Ⅱ『競技と安全対策』. 令和 2 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , Online, 

2020.12.
　10） 笠井 信一 . 高所・低酸素トレーニングと競泳の パフォーマンス向上に関する提案 . 2020 年度ユニバーシアード候

補研修事業 , Online, 2020.12.
　11） 勝田 隆 , 久木留 毅 , 和久 貴洋 , 山下 修平 . 令和２年度公認コーチ４・上級教師養成講習会共通科目Ⅳ（WEB 講習

会）. 令和 2 年度日本スポーツ協会公認コーチ養成講習会 , Online, 2020.11.
　12） 蒲原 一之 . HPSC における感染症対策 . 第 2 回競技別 NTC マネジメントミーティング , Online, 2020.12.
　13） 蒲原 一之 . 大会救護と救急医療 . 令和 2 年度日本スポーツ協会公認スポーツドクター養成講習会 , Online, 2020.12.
　14） 蒲原 一之 . 東京 2020 に向けた HPSC における COVID-19 感染拡大防止対応 . 2020 年度 JOC ナショナルコーチアカ

デミー , 東京 , 2020.9.
　15） 上東 悦子 . アンチ・ドーピングの基礎知識 . 日本障害者スキー連盟アルペンスキー , Online, 2020.8.
　16） 上東 悦子 . アンチ・ドーピング研修会 ―世界アンチ・ドーピング規程 2021 年の主な変更点について . 日本障害者

スキー連盟アルペンスキー , Online, 2020.9.
　17） 上東 悦子 . アンチ・ドーピング研修会 . 日本障害者スキー連盟スノーボード , Online, 2020.10.
　18） 上東 悦子 . アンチ・ドーピング研修会 ―世界アンチ・ドーピング規程 2021 年の主な変更点について . 日本障害者

スキー連盟クロスカントリー , Online, 2020.12.
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　19） 上東 悦子 . 世界アンチ・ドーピング規程 2021 年の主な変更点について . 日本サッカー協会アンチ・ドーピング部
会 , Online, 2021.1.

　20） 上東 悦子 . アンチ・ドーピング研修会 . ワールドスケートジャパン , Online, 2021.3.
　21） Kinugasa Taisuke. Japanese athlete development pathways for high performance: introducing “the Japanese 

FTEM”. 2020 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2020.9.
　22） 久木留 毅 . ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）の取組と今後に向けて . 大阪商工会議所第１回スポー

ツ産業振興委員会 , Online, 2021.2.
　23） 久木留 毅 . スポーツにおけるシステムズアプローチ ー ハイパフォーマンススポーツという世界 ー . 慶応大学慶應

スポーツ SDG 講演会 , Online, 2020.11.
　24） 久木留 毅 . 高度競技マネジメント論 ー 強化活動に必要な戦略プランの必要性 Ⅱ ー . 2020 年度 JOC ナショナルコ

ーチアカデミー , 東京 , 2020.11.
　25） 久木留 毅 . 高度競技マネジメント論 ー 強化活動に必要な戦略プランの必要性 ー . 2020 年度 JOC ナショナルコー

チアカデミー , 東京 , 2020.9.
　26） 久保田 潤 . JSC 情報・国際部におけるスポーツ情報研究活動 ー国内外のスポーツ× COVID-19 情報を収集し、分

析し、活用するー . 大阪体育大学スポーツ科学セミナー , 大阪 , 2020.10.
　27） 栗林 千聡 . ジュニア選手の競技不安に対する認知行動療法 . 日本心理学会第 84 回大会 , Online, 2020.9.
　28） 近藤 衣美 . ジュニアアスリートの体をつくる食と栄養 . 富山市体育協会ジュニアアスリート指導者研修会 , Online, 

2020.12.
　29） 近藤 衣美 , 神事 努 , 森本 崚太 . 野球が上手くなる栄養学シリーズ ―【第１回】令和時代の食トレ最前線 . Baseball 

Geeks, Online, 2021.3.
　30） 清水 和弘. 感染予防のために知る 「分泌型免疫グロブリンA（SIgA）と運動の関係」. ILSI Japan主催WEB勉強会（免

疫の Bio marker）, Online, 2021.3.
　31） 清水 和弘 . ハイパフォーマンススポーツセンターにおける 国際競技力の維持・向上に向けた 医・科学的研究 . 令

和 2 年度筑波大学次世代健康スポーツ科学学位プログラム（博士後期過程）国際ディベート合宿 , Online, 2021.2.
　32） 清水 和弘 . アスリートにおける免疫機能と感染防御 . 第 28 回植物油栄養懇話会 , Online, 2020.10.
　33） 清水 和弘 . 免疫学的観点からみたアスリートのコンディショニング . Japan Nutrition Academy Seminar, Online, 

2020.9.
　34） 鈴木 なつ未 . 女子選手のコンディショニング . 日本スケート連盟スピードスケートジュニア巡回指導 , Online, 

2020.9.
　35） 鈴木 なつ未 . 月経（生理）とスポーツ活動 . 日本スケート連盟スピードスケート全日本ノービス研修合宿 , Online, 

2020.9.
　36） 鈴木 なつ未 . 女性のスポーツ医学 . 令和 2 年度日本スポーツ協会コーチ 3 専門科目講習会（スケート）, Online, 

2020.7.
　37） 添島 予理 . 妊娠期・産後期におけるトータルサポート . 妊娠期・産後期におけるトータルサポート講習会 , 東京 , 

2021.1.
　38） 高嶋 直美 . 産後期の評価方法　理学療法士による運動機能評価 . 妊娠期・産後期におけるトータルサポート講習会 , 

東京 , 2021.2.
　39） 竹村 藍 . 軽度な高気圧酸素の効果 ～生活習慣病の改善やトレーニングへの応用～ . 第 17 回乳酸研究会 , Online, 

2021.2.
　40） 立谷 泰久 . アスリートの実力発揮に役立つスポーツ心理学～多角的なコーチングの在り方～ . 福岡県選手強化推進

実行委員会 , 2020.11.
　41） 田村 尚之 . パフォーマンスにつなげるフィジカルトレーニング . 令和 2 年度アスリートサポート講習会 「フィジカ

ルトレーニング講習会」, Online, 2020.12.
　42） 田村 尚之 . 講義「トップアスリートを支える仕事」　実技「パワートレーニングの指導ポイント」. アスレティック

トレーナー・柔道整復　学生対象特別講義 , 東京 , 2020.9.
　43） 土肥 美智子 . 新型コロナウィルス感染症（COVID-19) に対する現場での対応 . 2021 年度 JFA アスレティックトレ

ーナーセミナー , Online, 2021.2.
　44） 土肥 美智子 . アンチ・ドーピングについて知っておくこと . 2021 年度 J リーグ選手教育 / 新人研修 , Online, 2021.1.
　45） 土肥 美智子 . トップアスリートの健康管理とコロナ対策から学ぶ . 大宮二丁目自治会 AED 実技訓練と講演会”ニ

ューノーマル社会を迎え”, Online, 2020.11.
　46） 土肥 美智子 . 「コロナ禍における栄養サポートを考える」ドクターの立場から . 令和 2 年度日本スポーツ協会公認
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スポーツ栄養士更新研修会 , Online, 2020.11.
　47） 永尾 雄一 . スポーツ情報戦略 オンライン時代のプレゼンテーション―コミュニケーションの質を高めるために―. 

2020 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2020.10.
　48） 中村 真理子 . 女性アスリートのコンディショニング . 令和 2 年度 SWAN プロジェクト共通プログラム講習会 , 

Online, 2020.6.　
　49） 中村 真理子 . 低用量ピルと運動パフォーマンス . 女性アスリート支援プログラムオンラインセミナー Research 編 

第 6 回 , Online, 2020.12.
　50） 新名 佐知子 . モノから観るスポーツの歴史 . 中央大学全学連携教育機構 , Online, 2020.12.
　51） 野口 順子 . スポーツ国際展開～未来開拓分野の可能性～ . ジャパンスポーツネットワーク地域スポーツ政策イノベ

ーションセミナー , Online, 2020.12.
　52） 星川 雅子 . スポーツに活かす睡眠の科学 . Weekly Trainer's Community, Online, 2020.10.
　53） 堀田 泰史 . HPSC での取り組み　. アスレティックトレーナー養成校特別講義 , 大阪 , 2020.11.
　54） 増田 雄太 . ディトレーニング後の暑熱対策 . COVID-19 による活動自粛後の活動再開時における安全・健康管理 , 

Online, 2020.5.
　55） 山下 大地 . 医・科学サポート論 トレーニング . 2020 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2020.10.
　56） 山下 大地 . 医・科学サポート論 トレーニング再開に向けて . 2020 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 

2020.7.
　57） 來田 享子 , 伊東 佳那子 , 下湯 直樹 , 山谷 和正 , 田口 和男 , 新名 佐知子 . スポーツミュージアムの人材育成に向け

た連携と展望 . スポーツミュージアムネットワークシンポジウム , Online, 2021.2.
　58） 和久 貴洋 . スポーツ情報戦略 COVID-19 パンデミックのハイパフォーマンススポーツへの影響と対応 . 2020 年度

JOC ナショナルコーチアカデミー , 東京 , 2021.3.

　8. 受賞
　1） 相原 伸平 , 屈 丙正 , 石部 開 , 佐武 陸史 , 岩田 浩康 . SI2020 優秀講演賞 , 計測自動制御学会 , 空手動作を対象とし

た Spatio-Temporal Convolutions を用いた三次元姿勢推定モデルの開発 , 2020.12.
　2） 井上 なぎさ . 学会賞 , 日本スポーツ栄養学会 , 2020.8.
　3） 奥脇 透 . 2019 年度優秀論文賞 , 日本整形外科スポーツ医学会 , 半膜様筋肉ばなれの MRI 分類 , 2020.12.
　4） 長尾 秀行 , 黄 忠 , 窪 康之 , 森下 義隆 , 武藤 雅人 . 日本トレーニング科学賞 , 日本トレーニング科学会 , 国内男子ト

ップウエイトリフティング選手を対象としたスナッチの成功要因に関する バイオメカニクス的分析 , 2020.11.
　5） 松原 敏成 ,  相原 伸平 ,  吉田 雄大 ,  塩野谷 明 . SI2020 優秀講演賞 , 計測自動制御学会 , 車いすスポーツにおける機

械学習を用いた姿勢及び動作の推定 , 2020.12.
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